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序章






　星空の彼方に神が存在しないことを人が知ったのはいつの頃ころだろうか。悠ゆう久きゆうに続く暗くら闇やみは、沈ちん黙もくするばかりで、その答えを教えてはくれない。人が故郷たる地球を巣す立だったことも歓かん迎げいしてはくれなかった。だが、同時に拒こばみもしなかった。

　多くの者たちが宇宙開発の見果てぬ夢に、人生をかけては消えていった。その時間と命の対価として、人類は広大な星空の一部を、確かに手中に収めた。それを幻げん想そうだと笑う者は、この時代にはもういない。たとえ、いたとしても、悠然と星空に浮かぶ、一〇万隻せきを超こす戦せん艦かんたちの雄ゆう姿しを目まの当あたりにすれば、人が宇宙を支配したと実感するだろう。

　黒光りする一〇万の装そう甲こうが、宇宙の暗闇を明るく照らしていた。それらはすべて銀河連合統合軍の艦かん艇ていだった。

　カプレオラ方面軍所属、第三一星空師団の師団長を務めるリッチ・シリング中将は、戦後の再編作業に専念する自軍の様子を、輸送船の窓の外に映していた。

　黒を基調とした軍服の胸むな元もとには、数多くの勲くん章しようが縫ぬいつけられている。今年でまだ三十七歳さい。その年ねん齢れいの若さと勲章の多さは、彼の有能さを証明していた。同時に、幾いく多たの戦場を経験していることを暗に物語っていた。

　窓を鏡にして、シリングは長く伸のびた前まえ髪がみを指で摘つまんだ。引っ張ると、目の下にまで前髪は届いた。とたんに、シリングの口元が苦く歪ゆがんだ。彼の年齢にしては幼く見える、困こん惑わくの表情だった。

　銀河星せい暦れき九九一年三月一日、共和国軍の奇き襲しゆう攻こう撃げきにより、ここカプレオラ星系で銀河連合統合軍と共和国軍の戦いは幕を開けた。銀河連合が握にぎっていた同星系の主導権は、敵将クラウディオ・アレティーノの計略により、一度は共和国に奪うばわれた。だが、開戦から一ヶ月が経過した四月三日現在、カプレオラ星系の支配権は、再び銀河連合の手に戻もどっていた。今から六時間ほど前に、共和国軍の残存艦隊を、同星系から撤てつ退たいさせることに成功していた。

　カプレオラ方面軍所属のシリングは、この一ヶ月、戦場に身を置き続けていた。その間、身だしなみに頓とん着じやくしなかったのがまずかった。軍人として不相応というほどではないが、癖くせ毛げであることも手伝って、あまり誉ほめられた見栄えではない。これから顔を合わせる相手のことを考えると、しまったという気持ちは拭ぬぐえなかった。

　窓の外にはもう目的地が見えている。輸送船を誘ゆう導どうする光の先には、ひときわ存在感を誇こ示じする一隻の船があった。

　それは銀河連合統合軍第一星空師団の旗艦にして、総数一〇〇万隻を超す統合軍星空師団の頂点に君臨する特別な戦艦だ。

　戦艦の名はパラディースフォーゲルという。

　統合軍に配置された軍ぐん艦かんの中で、六十年という最も古い歴史を持つ船でもある。すでに歴史書にもその名は刻まれている。大戦と呼ばれるような激戦を幾いく度どとなく経験してなお、未いまだに沈しずまぬこの船は、不ふ沈ちん艦かんとも呼ばれていた。

　それでも悠ゆう然ぜんと星の海を泳ぐその様子に、シリングが古ふる臭くさい歴史を感じることはなかった。まだ、時間の流れに埋うもれるには早すぎる。船の外観からは、引退するなどという消極的な意思は感じられなかった。それはパラディースフォーゲルの主の意思でもあることを、シリングは知っていた。

　生しよう涯がい現役。それが軍神の名で恐れられるスタンリー・マスターズ元げん帥すいの信念である。

　銀河連合統合軍最高司令長官、中央方面軍司令官、さらに、第一星空師団の師団長。それがマスターズに現在与あたえられている肩かた書がきだった。他ほかにも銀河連合総会の名めい誉よ相談役や、理事会の門外顧こ問もんといった軍以外の呼び名も多く持つ。

　だが、そのどの肩書きよりも、シリングにとっては、先生という呼び名が一番しっくりとくる。マスターズの教え子であれば、誰だれもがそう思うことだろう。

　シリングが思考を終える頃ころには、輸送船はパラディースフォーゲルの格納デッキに固定されていた。

　両手で髪かみを押さえつけ、せめてもの悪あがきをすると、シリングはシートベルトを外して席を立った。

　通用ハッチを自分の手で開く。目の前に格納デッキが広がった。兵が慌あわただしく補給物資の運うん搬ぱんを行っている。現場指揮官が声を上げて、指示を飛ばした。人と物が右へ左へとよく動く。ただ騒さわがしいだけの雑ざつ踏とうとは違ちがう。物資の運搬ひとつとっても、この格納デッキには規律が存在していた。

　シリングは深呼吸をしてから、パラディースフォーゲルの床ゆかを踏ふみ締しめた。瞬しゅん間かん、足の裏から程ほど好よい緊きん張ちよう感が駆かけ上がってきた。

　こうして総旗艦パラディースフォーゲルにやってくるのは、三年ぶりのことだった。懐なつかしさが胸中に湧わき上がってくる。同時に、心ここ地ち良い充じゆう足そく感に満たされた。

　兵がシリングに気づくと、驚おどろいた反応をした。本来であれば、第三一星空師団の師団長であるシリングが格納デッキになどいるはずがない。作戦会議などで師団長が、総旗艦に集まる場合、通常は連れん絡らく用デッキに小型艇ていで乗りつける。シリングがわざわざ、輸送船に便乗してきたのは、パラディースフォーゲルの作戦会議室に向かうには、格納デッキから乗艦した方が近道であると知っていたからだった。

　じっくり三秒ほど硬こう直ちよくしたあとで、兵は気持ちいい声を上げてシリングに敬礼した。年ねん齢れいはまだ十代に見えた。表情は明るく、充実感で満たされていた。伸のびた背筋からは、総旗艦パラディースフォーゲルを任地としていることへの誇ほこりを感じ取れた。そして、その誇りこそが、このパラディースフォーゲルの空気を、他ほかの艦かん艇ていとは違った特別なものにしていた。

　若い兵に敬礼を返したあと、シリングは床ゆかを蹴けった。体がふわりと浮き上がり、五階の高さを一気に飛び上がった。物資の搬はん入にゆうを容易にするために、格納デッキ内は、重力制せい御ぎよを解かい除じよされているのだ。

　格納区画を抜ぬけ、作戦会議室や通信室が並ぶ軍務区画に差しかかると、重力がシリングを床に縛しばりつけた。特に慌あわてることもなく、シリングは床に着地し、何事もなかったかのように歩き出した。もう、作戦会議室は目と鼻の先だ。

　そのとき、後ろから声がかかった。

「師団長ともあろう者が、近道などするものじゃないよ」

　シリングが振ふり向くと、そこにはキャシー・ザグニス中将の姿があった。女性にしては長身で、その上恰かつ幅ぷくもいい。軍服よりも割かつ烹ぽう着ぎが似合いそうな気前のいい顔立ちをしている。年ねん齢れいは今年で五十二歳さいだったはずだ。その生き生きとした躍やく動どう感は、初めて顔を合わせた一〇年前と何ら変わっていない。いや、むしろ、さらに活力が増したようにすら、シリングには思えた。

「兵の模も範はんたる指揮官は、余よ裕ゆうを持った行動を心がけないとね」

「そうは言いますが、無む駄だな時間を費やすな、とも先生からは教えられました」

　シリングの返答に、ザグニスは曖あい昧まいに笑って、それ以上何も言わなかった。別に本気で注意を促うながしたわけでもないのだ。世間話のようなものに過ぎない。

　先に歩き出したザグニスを、シリングが追いかけ、隣となりに並んだ。すぐに表情を引き締しめた。

「ザグニス中将は、もう元げん帥すいとお会いになりましたか？」

　横目でシリングはザグニスの様子を窺うかがった。

「通信機越ごしにならね」

　正面を見たままのザグニスの声こわ音ねには、何の感かん慨がいも含ふくまれてはいなかった。だが、現状に対して、何かしらの疑問を抱いだいていることはわかった。それは、マスターズがカプレオラ星系に出兵してきたことに対する疑問だ。

　マスターズが第一星空師団を引き連れて戦場に姿を見せるのは、実に二年ぶりのことだった。銀河連合総会が、マスターズの出兵を渋しぶり続けたのが原因だ。その表向きの理由は、共和国や中立宗教国との戦争が、沈ちん静せい化に向かっているためというものだった。マスターズを動かせば、他国を刺し激げきすることになる。そのために、中央に置いておくのだと政治家たちがうそぶくのをシリングは耳にしていた。

　だが、本当の理由は別にあった。銀河連合領内の内ない紛ふんやテロの勃ぼつ発ぱつがそれにあたる。その抑よく止しと鎮ちん圧あつのために銀河連合総会は、マスターズの出兵をことごとく止めていた。領内の平へい定ていのために、軍神のご利り益やくを期待しているのだ。

　そうした状じよう況きよう下で、マスターズに出兵指示が出たのは、連合総会がそれ以上に重要視する何かがあったためと考えるのが自然だ。

　マスターズの出兵が決定したのは、カプレオラ星系を共和国軍に奪うばわれた直後だと、シリングは報告を受けている。条件としては納なつ得とくできる。カプレオラ星系の総資源量は、現在到とう達たつ可能となっている星系の中で、三本の指に入るほど膨ぼう大だいだ。すでに、カプレオラ星系の資源を、各府省が予算計上しているとも耳にしていた。それがすっぽり共和国に奪うばわれたとあっては、政府が慌あわてるのも無理はなかった。

　だが、本当にカプレオラ星系奪だつ還かんのためだけに、マスターズを派は遣けんしたとは思いがたかった。

　カプレオラ方面軍の全師団長に作戦会議決行の知らせが届いたのが今から二時間前だ。この召しよう集しゆうが疑念に拍はく車しやをかけた。この星系にもう敵はいない。会議は不要なはずだ。

　作戦会議室の前に立つと、中から人の気配を感じた。それも複数名の。

「すでに揃そろっているようだね」

　ザグニスは躊躇ためらいなく壁かべの開閉パネルに触ふれ、扉とびらを開けた。

　室内にいた七名の視線がシリングとザグニスを確かく認にんする。逆にシリングも室内にいた面々の顔をひとりずつ追った。

　部屋の一番奥、壁に背を預けて立っていたのは、カプレオラ方面軍司令官と、第三〇星空師団の師団長を兼けん務むするブラッド・ラウス大将だった。褐かつ色しよくの肌はだに、茶色の瞳ひとみが印象的な還かん暦れきを迎むかえた軍の重じゆう鎮ちんだ。二〇年前までは、このパラディースフォーゲルの幕ばく僚りよう長を務め、マスターズの右腕うでとも呼ばれていた。シリングにとっては、直属の上官である。

　そのすぐ脇わきにいるのが、第三二星空師団の師団長であるランディ・オーエンス大佐。三十二歳さいの彼は、昨年契けい約やくの典礼で電子妖よう精せいに見み初そめられ、師団長の座を得たばかりの新任の指し揮き官である。師団長としての初仕事で、共和国軍の天才用兵家クラウディオ・アレティーノと正面からぶつかり、この一ヶ月は失意の中にいる。まだ敗北を引きずっているのは、下がった肩かたが教えてくれていた。ラウス大将が気にするなと声をかけているが、効果のほどは望めなかった。良くも悪くもオーエンスは真ま面じ目めな男なのだ。

　ラウスやオーエンスとは反対の壁にいて、シリングを鋭するどく睨にらみつけていたのは、第三五星空師団の師団長ケン・ギャノン准じゆん将しようだ。彼はシリングと同時期に、マスターズに従兵としてつき、軍神から数々の教えを受けた同窓でもある。当時は士官学校を出たばかりのひよっこで、ふたりしてマスターズから怒ど鳴なり散らされた仲でもあった。だが、昨今、ギャノンの視線には、刺とげ々とげしいものが含ふくまれるようになった。その原因は、軍歴の差によるものだとシリングは理解していた。要するに妬ねたまれているのだ。先に電子妖精に名を呼ばれたのはシリングであり、昇しよう進しんもシリングの方が早かった。その上、同じ女性に惚ほれて、昨年シリングはその女性と結婚した。名はマリエル。年ねん齢れいは二十五歳と、シリングよりも一回りも年下の笑顔がかわいらしい活発な女性だ。旧きゆう姓せいはマスターズ。彼女は軍神の孫まご娘むすめでもあった。

　今思えば、よく結婚の許しをもらいに行けたものだと思う。初うい陣じんのときよりも緊きん張ちようし、足が震ふるえたのを、シリングはよく覚えている。一生忘わすれはしないだろう。人生で初めて、軍神マスターズを敵に回したのだから。あんな恐きよう怖ふを味わうのは、一生に一度で十分だ。

　唯ゆい一いつ、作戦会議室の扉とびら側がわに立っていたのは、第三四星空師団の師団長、トラビス・エベレット中将だった。四十過ぎの長身で細身の風ふう貌ぼうは、不健康にすら見える。彼は誰だれとも話をする素そ振ぶりを見せず、手元の小型コンソールを手早く操作していた。今回の戦せん闘とうデータの集計を行っているのだろう。本来それらは電子妖よう精せいに任せるべき仕事である。だが、エベレットの電子妖精嫌ぎらいは有名で、データ管理はすべて自分の手で行うといわれていた。

　以上の四名に、第三三星空師団のザグニスと、第三一星空師団のシリングを加えた六名が、カプレオラ方面軍の全師団長だ。

　ラウス大将は関かかわり方が少し違ちがうが、他ほかの五名は皆みな、マスターズに従兵としてついた経歴を持っている。彼らこそが、敵国にすらその存在を知られるマスターズの教え子と呼ばれる者たちである。

　各おの々おのに自分の立ち位置を見つけている師団長六名とは違い、三名の若い士官はどこか落ち着かない様子で視線を泳がせていた。

　シリングは彼らのそんな姿を見て、小さく笑えみをもらした。三名の若い士官が、今マスターズの従兵をやっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。落ち着きのないその様子からして、まだ赴ふ任にんして一ヶ月といったところだろう。恐おそらく、マスターズに名前すら覚えてもらえていないはずだ。

　その若い士官たちに向けて、ラウスが野の太ぶとい声で質問を飛ばした。

「元げん帥すいはまだ来られないのか？」

　それが自分たちにかけられた言葉であるのを理解するのに、若い士官たちは随ずい分ぶんと時間を必要とした。

　三名の真ん中にいて、唯一の女性士官が一歩前に出ると、敬礼をしながらロレッタ・ミアーズ少しよう尉いですと名乗った。

「銀河連合事務次長殿どのとの会談が長引いているものと思われます」

「事務次長殿が来ているとは初はつ耳みみだね」

　視線を落とし、思考を巡めぐらせている顔でザグニスが言った。気のいいおばさんの顔は消え、瞳ひとみの奥には狡こう猾かつな光が宿っている。獲え物ものを見つけた蛇へびを思わせる鋭するどい目つきだった。

「カプレオラ星系に政治的な動きは不要のはずだ。なのに、事務次長が同行となれば……」

　ザグニスの言葉に乗りながらも、ラウス大将は最後まで口にはしなかった。だが、その直後に各師団長が交かわした目配せは、ひとつの結論を導き出していた。

　事務次長ともなれば、連合内で二番目に政治的な権限を有する存在だ。それが軍に同行しているということは、必然的に他国との政治取引を行うためであると推すい測そくできた。

　そして、今それを行うべき対象は、人民共和国しか思い当たらない。共和国は現在、内ない紛ふんの最中にある。企業が連合組織を作り、国に独立を迫せまっているのだ。

「共和国を攻せめ落とす日が来たのかもしれませんね」

　空気に絡からみつくようなねっとりとした声を発したのは、エベレットだった。いつの間にか、小型のコンソールからは目を離はなしている。データ管理は終わったのだろうか。

　エベレットの言葉に誰だれも感想を口にはしなかったが、沈ちん黙もくでもって、その発言を肯こう定ていしていた。ラウスが腕うでを組み、喉のどを低く鳴らした。オーエンスはきつく拳こぶしを握にぎり締しめる。ザグニスは小声でインカムに指示を飛ばしていた。電子妖よう精せいに師団の再編と補給を急がせるように伝えているようだった。

　作戦会議の目的が明確化されると、各師団長の表情から余よ裕ゆうは消えた。戦場に立つ者たちの顔をしている。その空気の変化を感じ取ったのか、シリングのすぐ側そばで、ミアーズ少しよう尉いがごくりと唾つばを飲み込んだ。

　予定されていた作戦会議の開始時刻から、すでに三〇分が経過していた。それでも、待ち人がやってくる様子はまるでない。

　まだかかりそうだとシリングは眉まゆを寄せながら、作戦時計から目を離はなした。その直後、部屋の中央にひとりの少女が忽こつ然ぜんと姿を現した。黒で染まった軍服に、足元まで伸のびた真しん紅くの髪かみ。お互たがいの色がお互いを引き立て、その存在感を確固たるものにしていた。背せ丈たけは小さく、シリングの胸むな元もと程度までしかない。シルエットだけ見れば、子供にも見えた。だが、それはあくまでシルエットだけの話だ。少女と呼ぶには、大人びた顔をしている。二十代後半といったところだろうか。

『皆みな様、お揃そろいですね』

　誰を見るでもなく、彼女は愛想のかけらもなくそう言った。

　次の瞬しゆん間かん、黒と赤の彼女は、部屋の一番奥に立っていた。そこから部屋全体を見通している。その態度からは、上に立つ者の威い厳げんが感じ取れた。

『元げん帥すいは三分二六秒後に参られます。それまで今しばらくお待ちください』

　口調こそ丁てい寧ねいだが、直立不動の物もの腰ごしからは、へりくだる意思は感じられない。それについて、最年長のラウスでさえ、気分を害した様子はなかった。

　彼女の偉い大だいさを、知っているのだ。ここにいる誰もが。電子妖精嫌ぎらいで知られるエベレットでさえ、彼女にだけは敬意を払はらう。

　電子妖精エルメス。それが彼女の名だった。

　この総旗き艦かんパラディースフォーゲルに住まう魔ま女じよ。

　彼女の軍歴は、シリングはおろか、還かん暦れきを迎むかえているラウスよりも長い。いや、それどころか、今年で七十五歳になる軍神スタンリー・マスターズよりも長いのだ。

　エルメスの登場によって、室内の空気はまたがらりと色を変えた。各師団長が左右に三名ずつ、向かい合うように並んだ。

　誰も何も発言しなかった。

　シリングがひとつ大きく息を吐はくと、エルメスが宣言した三分二六秒を迎むかえた。

　作戦会議室の扉とびらが外から開かれた。

　だが、誰だれも扉とびらの方を見ようとしない。ただ、何の合図もなく、六人の師団長は同時に敬礼をした。衣きぬ擦ずれと、靴くつの踵かかとが合わさる心ここ地ち良い音が鳴った。

　師団長の敬礼から数秒遅おくれて、シリングの背後に控ひかえた三名の若い士官も敬礼をした。

　マスターズは室内を一度見回すと、堂々とした足取りで部屋の中へと足を進めた。熊くまを連想させる巨大な体たい軀くは、七十五歳さいという年ねん齢れいを一いつ切さい感じさせない。頭とう髪はつはすべて抜ぬけ落ちており、何の未練も感じさせない頭は、マスターズの強面こわもてをより迫はく力りよくのあるものにしていた。幼い子供であれば、見ただけで泣き出すのではないか。手も足も、何から何までが、とにかく大きいのだ。

　シリングは感かん慨がい深げに、目の前を通過するマスターズを見ていた。右腕うでの袖そでが力なくゆらゆらと揺ゆれていた。中身がないのは、その事実を知らない人間が見てもわかるだろう。過去の出来事が走そう馬ま灯とうのように脳裏をかすめ、シリングの胸を締しめつけた。

　マスターズが右腕を失ったのは、十数年も前のことだ。当時、シリングは従兵としてマスターズにつき従っていた。ようやく名前を覚えてもらえ、話をする機会も増え始めた頃ころのことだった。

　銀河連合領内に侵しん攻こうを開始した共和国軍に対して、マスターズは中央方面軍の全一二の星空師団を率いて防戦に向かった。

　戦いはマスターズの戦略が見事にはまり、奇き跡せき的ともいえる短期間で、統合軍を勝利に導いた。それでも、両軍を合わせた総戦力は、約三〇万隻せきを超こえ、大戦力同士の衝しよう突とつは、必然的に多くの戦死者を生み出した。統合軍の戦死者は五〇万人にも及およんだ。共和国軍の戦死者はその一〇倍にもなった。
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　凱がい旋せんしたマスターズには名めい誉よ勲くん章しようが与あたえられた。軍神の名に恥はじない働きを見せたのだからそれも当然だった。誰だれもが彼を誉ほめ称たたえ、賞賛と感謝の言葉をかけた。

　事件は戦争終結から一ヶ月後に起こった。慰い霊れい祭さいの日に、戦争反対を訴うつたえる民間人が暴動を起こした。参加していたのは、戦死者の遺族ばかりだった。その遺族の中に、マスターズに憎にくしみを抱いだく者が潜ひそんでいた。

　慰霊祭に参加していたマスターズを狙ねらい、一台の車が突つっ込んできた。シリングは今でもその光景が脳裏に焼きついている。運転席にいた女性の目は憎しみに血走っていた。その憎ぞう悪おがすぐ間近まで迫せまってきた。足がすくんで動けなかった。逃にげられないと思い、ただ目を瞑つぶった。暗くら闇やみの中で衝しよう撃げきに備えた。その直後、シリングの体は強い力で突き飛ばされた。

　気がつくと、シリングは地面に転がっていた。顔を起こし、マスターズの姿を見つけて愕がく然ぜんとした。

　地面にうずくまり、ひしゃげた右腕うでを、マスターズは左腕で押さえていた。血がとめどなく流れていた。

　シリングは車から女性を引っ張り出すと、怒いかりに任せて銃じゆうを向けた。だが、その引き金が引かれることはなかった。銃口と女性の間には、いつのまにか痛みに顔を歪ゆがめたマスターズが立っていた。

　マスターズは最初に相手の名を訊たずねた。返ってきた名を一度口にした。その次に、戦死者の名を聞いた。その名も一度だけ口にした。それから、軍神とは思えない小さな声を発した。

「あなたの大切な人を連れ帰れなくて申し訳なかった」

　それは心からの謝罪だった。

　憎しみに歪ゆがんでいた女性の顔は、次し第だいに悲しみへと変化した。その場で、女性は泣き崩くずれた。その涙なみだはいつまで経たっても涸かれそうにはなかった。

　戦場でマスターズが負傷した記録は、ひとつも残っていない。唯ゆい一いつの傷は、守るべき民間人によって深く刻まれた。体だけではなく、心の奥にまで。

　そのときシリングは思い知った。従兵としてマスターズについた初日に言われた言葉の意味を。

　戦争なんてない方がいいに決まっている。

　たとえ、勝利したとしても、失われる命があるのだ。ひとりの犠ぎ牲せいも出さずに戦争を終えるのは不可能に近い。そのことを、マスターズは経験からよく知っていた。だから、これから軍人として生きていこうとする若い士官に、何よりもまずその言葉を伝えていたのだ。

　力なく揺ゆれるマスターズの右腕を見るたびに、シリングはあの日のことを思い出した。医師が義手を勧すすめた際に、マスターズが断固として拒きよ否ひしたのは、あの事件を戒いましめにするためではないかと、シリングは思っている。

　高性能な義手は、本物の腕うでと殆ほとんど区別がつかない。それは装着している側がわも、見ている側にとってもそうだ。それではいずれ忘れてしまう。あの日の痛みを。あの女性の痛みを。他人の命を預かり戦争する指し揮き官かんは、命の重さを忘れてはいけないのだ。マスターズの背中は、そう語っているように、シリングには思えた。

　深く目を閉じ、小さく深呼吸をしてシリングが目を開くと、軍神は作戦会議室の一番奥にまで歩みを進めていた。

　シリングの視界の中で、マスターズがゆっくりと振ふり向いた。それに合わせて、六名の師団長は体を上官の方へと向けた。

　軍神の目が部下の顔をひとりずつ確かく認にんしていく。最初にラウス大将を見据すえた。すると口元にだけ笑えみを浮かべた。

「しばらく見ないうちに、ずいぶんと老ふけ込んだようだな」

　その声こわ音ねには、昔を懐なつかしむような穏おだやかさがあった。それに対して、ラウスもわずかに表情を崩くずして応じた。

「元げん帥すいより預かった教え子たちが、なかなか言うことを聞かないもので。苦労ばかりをしております」

　ラウスの言葉を聞き届けると、マスターズは残り五人の師団長を眺ながめた。それから、確かに癖くせの強いのが集まっていると言い放ち、何の遠えん慮りよもなく大声で笑った。

　主の笑いが収まるのを待ってから、マスターズの陰かげに埋うもれていた小さな女性が言葉を発した。

『元帥、事務次長殿どのが紹しよう介かいを求めているようですが』

　エルメスの言葉を聞いて初めて、シリングは室内に見知らぬ男性がひとり立っていることに気づいた。恐おそらくは、マスターズと一いつ緒しよにやってきたはずだ。軍神の存在感の大きさに圧あつ倒とうされ、他ほかに人がいるなど気にもしていなかった。

　室内の全員の視線が、部屋の入り口に立つ男に向けられた。年ねん齢れいは五十代後半。この部屋の中でひとりだけスーツ姿でいるせいか、酷ひどく場ば違ちがいに見えた。小こ柄がらで、手足も短く、全体的な印象は頼たよりない。だが、顔つきというか、表情は政治の世界に身を置く者らしく、癖くせの強さが目についた。

「私はジェフ・ベネットといいます。先月、事務次長に就任したばかりなので、ご存知ない方も多いと思いますが、以後よろしくお願いします」

　紹介を待たずに、自分から舌を転がすあたりは、さすが政治畑の人間だ。さらにまだ何かしゃべるのではないかと思ったが、ベネットは謙けん虚きよに一礼すると、壁かべの側そばまで下がった。それから大げさに手で話の続きをマスターズに促うながした。

　再び、室内の視線は、軍神へと注がれた。

　それを受け流すように、マスターズはエルメスを見た。無言のまま、エルメスは前に歩み出た。

『今となっては本作戦会議の趣しゆ旨しに、気づいていない方はおられないかと思います』

　無感動なエルメスの目が各師団長の顔色を確かく認にんしていく。ラウスは平然とそれを受け、ザグニスは微かすかに笑えみを浮かべた。エベレットは無表情に無表情を返し、オーエンスはしっかりと頷うなずいた。ギャノンは拳こぶしを握にぎり締しめた。最後に向き合ったシリングは、わかっていますとはっきりと言葉で返した。

『では、本作戦における、各師団長の配置を通告します。よろしいですね？　元げん帥すい』

　ああ、と唸うなるような声で答えると、マスターズは静かに目を瞑つぶった。

『ラウス大将、エベレット中将は、カプレオラ星系に待機し、後方支し援えんをお願いします』

　ふたりの提てい督とくが、敬礼と同時に、はっと声を上げた。

『ザグニス中将、オーエンス大佐は、第一星空師団に同行。本作戦の本隊として、私たちと行動を共にしていただきます』

　唯ゆい一いつの女性提督と、最年少の提督が敬礼で応こたえ、返事の声を上げた。

　残すところは先発部隊の任務となる。

『シリング中将、ギャノン准じゆん将しようは、先発隊となります。カプレオラ星系より撤てつ退たいした共和国軍残存艦かん隊たいの追つい撃げき、掃そう討とうをお願いします。それが済み次し第だい、共和国領内における補給線の確保を迅じん速そくに行ってください』

　一いつ瞬しゆん、シリングとギャノンの視線が絡からんだ。それを合図に、ふたりは同時に敬礼と命令の受じゆ諾だくを言葉にした。

「了りよう解かいしました」

　命令の伝達が終わると、作戦会議室は静せい寂じやくに包まれた。シリングの目は真まっ直すぐにマスターズへと向いていた。他ほかの師団長も同じだった。

　沈ちん黙もくが緊きん張ちよう感と集中力を、室内に運び込んでくる。これから向かうのは生易しい戦場ではない。カプレオラ星系で行った戦争とは、補給や移動を含ふくんだ総合的な意味で大きさがまるで違ちがう。人民共和国は一九個の星系を有する、銀河系で三番目の大国だ。その大国の歴史を、自分たちの手で途と絶だえさせようというのだ。それはある種、歴史を変えるとも、歴史を作るともいえる行こう為いだった。

『元帥』

　もう沈黙は十分だと、エルメスが主を促うながした。

　それを受けて、閉ざされていた軍神の目が、くわっと開かれた。強い光と、強い意志を放っていた。止まっていた時間が動き出した。マスターズの体から、荒あら々あらしさが室内の空気に伝染していく。それは見えない嵐あらしとなって、室内にいる者たちの戦意をあおった。戦争が始まる。それも小こ競ぜり合いではない。大戦と呼ばれるような戦争だ。

　自然とシリングの背筋が伸のびた。

　目的を確かく認にんするように、マスターズは飾かざらない言葉で戦いへの狼煙のろしを上げた。

「わしらの手で、共和国の息の根を止める」

「はっ！」

　六人の師団長の声が合わさった。それを満足げに軍神は眺ながめていた。それから、大きく息を吸い込み、各師団長が待ちわびた言葉を力強く発した。

「よし、出しゆつ撃げきだ！」

　軍神の宣言に、六人の師団長は最高の敬礼で応こたえた。




　銀河星せい暦れき九九一年四月三日──銀河連合統合軍は、軍神マスターズを旗印に、約一〇万隻せきの大軍を引き連れて、共和国領内に侵しん攻こうを開始した。

　この報が共和国領内に届くのは、この日から遅おくれること七日、四月十日のことになる。











第一章　迫せまり来る巨きよ影えい
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　銀河星暦九九一年四月十日、午後九時、企業連盟は叙じよ勲くん式典の最中にあった。場所はルトラ星系第四惑わく星せいアルプ。九割を海が占しめる水の惑星は、軍施し設せつ以外にもリゾート地として知られ、赤道付近の島々には、各企業の所有するホテルが乱立している。

　そのうちのひとつ、ミレニアムが運営するホテルの中に、叙勲式典の会場は設けられていた。このホテルの特とく徴ちようは、建物の半分が海中に沈しずんでいるところだ。

　会場となっている円形ホールの壁かべの向こうには、温暖な海に育はぐくまれた色鮮あざやかな魚たちの姿があった。

　だが、この場の主役は、華か麗れいなダンスを披ひ露ろうする熱帯の魚たちではない。『リュンクスの決戦』において、天才用兵家クラウディオ・アレティーノを撃うち破ったふたりの若き提てい督とくである。

　ひとりは、ミレニアムと並び、企業連盟の支柱である巨大複合企業クローバーの御おん曹ぞう司し、ロイ・クローバー。

　もうひとりは、元コックという異例の経歴を持つレン・エバンスであった。

　式典会場には、各メディアの報道陣じんの姿も多数見られ、開始から一時間以上が経過した今も、断続的にカメラのフラッシュがたかれていた。他ほかには企業連盟に参加した大企業の重役たちの姿があった。皆みなが正装に身を包んでいる。それが社交場のような大人の落ち着いた雰ふん囲い気きを演出していた。それでも、幾いく分ぶん、空気が軽いと感じるのは、列席者の表情のせいだろう。頰ほおをゆるめ、笑えみを浮かべている者が多く見られた。逆に、暗い顔をしている者はひとりとしていない。それも当然といえた。

　今、企業連盟は歴史的瞬しゆん間かんを間近に控ひかえている。

　人民共和国からの独立という記念すべき瞬間を。

　惑わく星せいリラにて行われている共和国中央政府との交こう渉しようが終われば、企業連盟は晴れて独立を勝ち取るのだ。難しいことはもはや残されていない。あとは時間の問題だった。だから、叙じよ勲くん式典の会場内に、浮かれた感情が混ざるのは、仕方のないことでもあった。

　カクテルグラスをひとつ手に取ると、ネリーは会場の浮うわついた空気を感じ取りながら、人の輪を離はなれ、ひとり壁かべ際ぎわに身を引いた。

　他人に気を遣つかって話をするのは、こうした場に慣れている彼女にとって、特別なことでもなかった。疲つかれもしない代わりに、楽しくもないだけだ。

　目の高さまでカクテルグラスを持ち上げると、スカイブルーの液体の中に、ネリーは自らの姿を映した。勧すすめられるままに少々飲みすぎたと思っていたが、顔色に変化はなかった。意識も足取りもしっかりしている。以前、誰だれかにアルコールに強いと言われたことがあったが、どうやらそれは本当らしい。

　目線を下げると、わずかに襟えり元もとが崩くずれているのに気づいた。だが、気にするほどではない。それでも、ネリーは手を伸のばし、自然な動作で形を整えた。その際、階級章にも、そっと指で触ふれた。冷たさが指先に伝わってきた。

　昨日まで、そこには少しよう尉いの階級章があった。それが今日、大たい尉いのものへと姿を変えた。

　二階級の昇しよう進しん。

　天才用兵家に勝利した戦果を考こう慮りよすれば、人事部の裁量は的確といえた。過去、クラウディオ・アレティーノを決定的に打ち負かした者は存在しないのだ。不可能と思われていた偉い業ぎようを成し遂とげた。論理的に考えれば納なつ得とくできる。だが、ネリーの表情に昇進の喜びはなかった。自分自身と、あるひとりの人物に向けられた複雑な悔くやしさがネリーの中にはあった。

　勝利に貢こう献けんした実感がまるで持てない。戦せん闘とう参さん謀ぼうとして、旗き艦かんダインスレイフに乗り、対アレティーノの最前線に立っていたというのに。

　そうした想おもいがネリーの中には強くあった。アレティーノに勝利したのは、兄であるロイ・クローバーと、上官である元コックの司令官レン・エバンスなのだ。自分では何もしていない。それなのに、人事部はネリーに大尉の地位を与あたえた。これを手放しに喜ぶなどネリーには到とう底ていできなかった。

　アレティーノを破ったふたりの若き提てい督とくは、四階級を一気に駆かけ上がった。ロイは少佐から少将となり、レンは准じゆん尉いから准佐となった。このふたりの特進に対して、周囲は驚おどろきでもって反応した。異論を唱える者は、公おおやけの場においては、ひとりとしていなかった。彼らこそ、偉い業ぎようを成し遂とげた立たて役やく者しやなのだ。たとえ、幾いくつもの偶ぐう然ぜんが重なった結果、運良くアレティーノに勝利したのだとしても、功績を称たたえない理由はどこにもなかった。

　ネリーはひとつ息を落とすと、カクテルグラスに口をつけた。ほんのりとした甘さのあとに、アルコールの熱さが喉のどを通り抜ぬけていく。空いたグラスをテーブルに戻もどすと、ネリーは兄のロイに視線を向けた。

　天てん井じようから降り注ぐライトが、ロイの黄金色の髪かみをきらきらと輝かがやかせている。濃のう紺こんの軍服姿も毅き然ぜんとした態度によく似合い、叙じよ勲くん式典の主役としての役割を、完かん璧ぺきにこなしていた。

　今度はレン・エバンスの姿をネリーは探した。途と中ちゆう、エバンス艦かん隊たいの各参さん謀ぼうの姿が目に入った。ギュネス航行参謀とモンティーユ情報参謀は、列席者と談笑しながら、豪ごう華かな料理と高価な酒に満足している様子だった。ファルコ機関参謀は居い心ごこ地ち悪そうにしながらも、話の合うカメラマンを見つけたのか、熱心に話し込んでいる様子だった。シュトロブル参謀総長は、クライスラー総司令官と共に、次々に挨あい拶さつに訪おとずれる人々に丁てい寧ねいに応対していた。

　元コックの司令官の居場所はすぐにわかった。会場内の人だかりを探せば、その中心に必ずレンかロイがいるのだ。

　ただ、周囲に集まる人の種類は、両者の間で大きな隔へだたりがあった。ロイの周囲には正装の紳しん士しや、ドレス姿の令れい嬢じようが多く見られる。それに対して、レンを取り囲んでいるのは、報道関係者が圧あつ倒とう的に多かった。元コックの提てい督とくという肩かた書がきは、各メディアにとっては、格好の獲え物ものに見えるのだろう。今も、十数名の報道陣じんに囲まれ、フラッシュを浴びせられている。これでは珍めずらしい動物と同じだ。自分の置かれた状じよう況きように気づいていないのかレンは集まった人々に曖あい昧まいな笑えみを浮かべていた。

　背後から人が近づくのを感じ、ネリーは体ごと振ふり向いた。すると、そこには、三十過ぎのひとりの女性が立っていた。ライトグリーンの上下揃そろいのスーツを身にまとい、タイトスカートから伸びた長い足の先には、濃緑のハイヒールがあった。無む駄だに着飾かざることはしてないが、品の良さはよく出ていた。清潔で好感の持てる、報道関係者らしい服装だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、お嬢じよう様」

　女性は小さく会え釈しやくをしながらそう言った。

「タチアナ、あなたこそね」

　ネリーの表情が自然とやわらいだ。それに、タチアナ・クーリックも微笑ほほえみで応こたえた。それから挨あい拶さつも手短に、すぐに表情を引き締しめ、てきぱきと用件を語り始めた。

「例の調査の件ですが、少し進展したので、データをお持ちしました。今、端たん末まつの方は使えますか？」

　ネリーは頷うなずくと、網もう膜まく投とう影えい型の小型端たん末まつを起動した。すぐさまクーリックから転送されてきたデータが視界の中に表示された。その内容は、レン・エバンスに関するものだった。

　今から約一ヶ月前、契けい約やくの典礼において、レンがオフィーリアに選ばれたのを契けい機きに、ネリーは元コックの司令官の身辺調査をクーリックに依い頼らいしていた。彼女は、ネリーが士官学校に行くと決めるまでは、護衛役兼けん世話係をしてくれていた人物で、現在は、軍務局情報部に身を置いている。クーリックの家は、祖父の代からクローバーに仕えており、信しん頼らいの置ける人物でもあった。

　表示された調査結果を見て、ネリーの体は一いつ瞬しゆん強こわ張ばった。読み進めるべきかどうか、躊躇ためらいが生まれた。最初のページを見ただけで、内容がレンの母親のことだとわかった。以前の調査ではまったく抜ぬけ落ちていた項こう目もくだ。わかっていたのは父親の死後、母親は蒸発していたということ。レンと歳としの離はなれた弟と妹は連れて。

　先を知りたいと思う欲求と、見るべきではないと訴うつたえかけてくる常識論が、ネリーの胸の中で衝しよう突とつした。

　クーリックを見ると、何も言わずにただじっとネリーを見守っていた。その目はお嬢じよう様の判断にお任せしますと語っていた。

　小さく深呼吸をしたあとで、ページを先に進めた。なぜ、レンだけを残して母親が蒸発したのか。その点だけは、どうしても気になっていた。弟と妹は連れていったのだ。レンだけを置き去りにしたのには、何か明確な理由があるように思えた。

　罪悪感よりも知りたいという欲求が勝まさった。

　ページを進めて最初に目に映ったのは、母親の写真だった。目元がレンによく似ていた。黒い髪かみに、黒い瞳ひとみ、それもレンと同じだった。本当に親子なのだとネリーは実感した。

　調書には、現在の所在も記されていた。

　共和国領内のオルキヌス星系第五惑わく星せいダリア。

　ネリーは惑星ダリアどころか、オルキヌス星系にも行ったことはない。地理的には銀河連合領内に最も近い星系で、対銀河連合統合軍の防衛の拠きよ点てんとされている。堅けん固ごな守りを誇ほこり、星系の中心地である惑星ダリアを覆おおい尽つくす重力子フィールドの存在は、軍関係者の間では有名である。そのおかげで、地上制圧を許さず、銀河連合の侵しん攻こうをたびたび水みず際ぎわで防いできたのだ。

　ネリーにとって、オルキヌス星系とは、軍事的な知識の一端として記き憶おくに留とどめている程度の存在だった。だから、レンの母親の所在だといわれても、特別な感想もなければ、気持ちが晴れるようなこともなかった。

　ただ、重大な情報を、ひとつ知ってしまったという事実は、手の震ふるえが教えてくれた。母親の所在に関しては、肉親のレンも知らないのだ。果たして彼は家族の居場所を知りたいと思っているのか。それとも思っていないのか。それが判断できない以上、不用意に話題を持ち出すこともできない。そもそも、自分を捨てて蒸発した母親に対して、どういった感情をレンが抱いだいているのか、ネリーには想像もつかなかった。

　最後まで報告を読んでも、ネリーが一番に知りたい内容は記されていなかった。その微かすかな落らく胆たんに気づいたのか、クーリックは話し声がもれないように身を寄せてから、ネリーの耳元で囁ささやいた。

「蒸発の理由に関しては、まだわかっていません。ただ、以前近きん隣りんに住んでいた者の証言によりますと、母親はエバンス提てい督とくを怖こわがっていたという話があります。現在、裏づけの方を急いでおりますので、追って報告できると思います」

　その報告を聞いて、ネリーの疑問はますます膨ふくれ上がった。親が子供を怖がるという感覚が、まるで理解できなかった。

　いや、もしかすると、レンは子供の頃ころから、いずれ提督となる片へん鱗りんを覗のぞかせていたのだろうか。突とつ拍ぴよう子しもないことを突とつ然ぜん口にし、それが物事の核心をついていたら、確かに親としては子への理解を示せないかもしれない。ある時期に差しかかれば、子は親を越こえていくものだ。だが、それは幼少期に起こる出来事ではない。

　若じやく輩はい者ものの才能に対して、年配者が過か敏びんに反応する例は、嫉しつ妬とという形でなら、ネリーも目まの当あたりにしたことはある。そうした軋あつ轢れきは血けつ縁えん者の間であれ起こることなのだ。いや、血縁者同士だからこそ、問題の根が深くなる場合もある。そのことをネリーは身近な問題として体験していた。

　ネリーには四人の兄がいる。ロイはその末弟にあたる存在だ。三人の兄とロイの折り合いは、良好と呼べるものではなかった。不和が生じた原因は、全員がクローバーの次期元首の候補であることにあった。皆みなが次期クローバー元首の座を欲している。目的を達成するためには、兄弟であれ蹴け落おとさなければならない。元首の座につけるのは、ひとりだけなのだから。そうした状じよう況きようの中で、ロイの有能さが、兄たちには邪じや魔まになった。

　今から七年前には、兄弟間の摩ま擦さつは最高潮になり、血の繫つながった兄の計略によって、ロイが命を落としかけるという事件まで起こった。

　当然、事件の真相は世間に知れ渡わたる前に、揉もみ消されている。

「それと、もうひとつお耳に入れておきたいことがあります」

　神しん妙みような顔つきのクーリックを見て、ネリーは余計な考え事をやめた。目でクーリックを促うながすと、報告に集中した。

「アレティーノ提督の撃げき破はを契けい機きに、エバンス提督の周囲を嗅かぎ回る人物が随ずい分ぶんと増えました。素す性じようの定かでない者も数多くいます」

「様子見の段階は終わったということね」

「はい、そうなります。今後は、味方も敵も含ふくめて、エバンス提督の周囲は騒さわがしくなることでしょう」

　一ヶ月ほど前までは、一いつ介かいのコックに過ぎなかったレンは、アレティーノを撃げき破はするという快挙を成し遂とげたのだ。皆みながレンに対して価値を見み出いだし、接せつ触しよくを試みようとしてくる。甘い汁しるを吸おうとする者。利用しようとする者。貶おとしめようとする者。中には命を狙ねらってくる者さえ現れるだろう。

　現に、今日この場を見ても、レンの立場が一変したことは一目でわかる。各報道メディアは、アレティーノを倒たおした英えい雄ゆうに食いついている。今回は、英雄として祭り上げられるだろうが、次に何らかの失態を犯おかせば、恐おそらく徹てつ底てい的に叩たたかれるはずだ。

　ネリーが顔を上げると、クーリックが心配そうな顔で見ていた。

「エバンス提てい督とくの騒そう動どうに、お嬢じよう様は巻き込まれないよう、お気をつけください」

「ありがとう。気をつけるわ」

　クーリックの忠告を素す直なおに受けたあとで、ネリーはレンに視線を向けた。それをクーリックが不思議そうに見ていた。

　そうしたネリーの想おもいを察したのか、クーリックが悪戯いたずらっぽく笑った。

「お嬢様がはっきりと誰だれかの視線を気にするのを見るのは初めてですね」

　ネリーが睨にらみつけても、クーリックから笑えみは消えなかった。クーリックはそのままの明るい表情で、もう行きますとだけ言うと、ネリーの合図を待って立ち去った。

　クーリックの背中を見送りながら、彼女の忠告をネリーは反はん芻すうしていた。今後、元コックの司令官の周囲は確実に騒さわがしくなる。エバンス艦かん隊たいの戦せん闘とう参さん謀ぼうを務めるネリーにとって、それは他人事ではない。良くも悪くも、様々な影えい響きようが出てくるだろう。今まで以上に気を引き締しめておく必要があった。

　ネリーは目を閉じると、心の中で自分を戒いましめた。

　目を開けると、レンの姿が見当たらなくなっていた。先ほどまでいた場所には、一息ついている報道陣じんがいるだけだった。

　ネリーが会場を見回していると、すぐ側そばから声がかかった。

「誰だれか探しているんですか？」

　その声には聞き覚えがあった。まさに探している当人なのだから、それも当然だ。振ふり向くと、料理を載のせた皿を手に持ったレン・エバンスがいた。レンは屈くつ託たくのない顔で、ローストビーフを口に運んでいる途と中ちゆうだった。

　ゆっくりと味わいながら、何度も嚙かみ締しめていた。飲み下したところで、おいしいなあと素そ朴ぼくな感想を口にした。元コックならもう少し別の表現もありそうなものだが。

　報道陣が遠くでカメラを構えているのを、ネリーは視界の隅すみに捉とらえた。叙じよ勲くん式典が始まってから約二時間、ようやくエバンス艦隊の司令官と、戦闘参謀が並んで立つ絵を撮とる機会をカメラマンたちは得たのだ。このチャンスを逃のがすはずもなかった。収まりかけていたカメラのフラッシュが、瞬しゆん間かん的に増した。

　ネリーは不本意だと思う内心を顔には出さず、普ふ段だん通りの凛りんとした態度を心がけた。先ほどのクーリックの忠告ではないが、レンに関かかわる以上は、ネリーも関係者なのだ。部外者に対して隙すきを見せてはならない。

「英えい雄ゆうに祭り上げられるのも、楽ではありませんね。他ほかにも食べておきたい料理がたくさんあったのに」

　レンの言葉は、企業連盟の置かれた状じよう況きようを如によ実じつに現していた。

　英雄に祭り上げられる。

　本来、軍務局の中だけで完結できる叙じよ勲くん式典に、わざわざ報道陣じんやゲストを招待したのには、目もく論ろ見みとも表現できる明確な理由があった。

　リュンクスの決戦において、企業連盟は確かに共和国軍に大打だ撃げきを与あたえた。その結果、共和国中央政府は話し合いでの解決に応じ、交こう渉しようの席に着くことに成功したのだ。だが、その代だい償しようとして、企業連盟が被こうむった損害も、無視できるものではなかった。約五万隻せきあった戦力は、約二万隻にまで減り、多くの将兵が命を散らした。独立戦争に勝利はできたのかもしれないが、現在の戦力を考えれば、企業連盟は壊こわれかけの橋の上に立っているのと同じだ。いつ崩くずれてもおかしくはない。

　戦争による傷を癒いやすには、恐おそらく二年ほどの期間が必要となる。予断を許さない状況に、企業連盟は追い込まれていた。

　こうした現実に民衆が目を向ければ、即そく座ざに企業連盟内は不安で満たされる。最悪、独立など考えなければよかったという意見も出てくるだろう。そうなれば、結束が乱れ、集団としての力は失われてしまう。

　だからこそ、民衆の目を他ほかに引きつけておく必要が企業連盟にはあったのだ。

　英雄という名の偶ぐう像ぞうに。

　そして、それに相応ふさわしい人物にも、企業連盟は恵めぐまれた。最高議会、軍務局、総務局の総意で、天才用兵家に勝利したふたりの若き提てい督とくに白羽の矢は立てられた。

　クラウディオ・アレティーノを撃げき破はしたという実績は英雄の座を与えるのに申し分ない。それに加え、両者とも特異な出自にある。クローバーの御おん曹ぞう司しであるロイはいうまでもないが、レンもまた元コックという話題性を秘めていた。弱じやつ冠かん二十二歳さいという年ねん齢れいも、英雄誕たん生じようの追い風となるだろう。

　皿に残った最後の料理を口に運び、レンはひとまず満足そうな顔をした。周囲の視線があるにもかかわらず、そんなレンをネリーは抗こう議ぎするように鋭するどい目で貫つらぬいた。

　それを気にもせず、レンはあくまで自分のペースで言葉を続けた。

「僕の役目は敵の司令官を欺あざむくことだと思っていましたが、どうやら守るべき民間人も欺かなければならないようですね。ご苦労な話です」

　自分の話をしているのに、レンの口調はどこか他人事のようだった。目も遠くのテーブルの料理に向けられていた。取りに行こうか迷っている様子だ。

「提てい督とく、場をわきまえてください」

　仕方なくネリーが小声で釘くぎを刺さすと、レンは諦あきらめたように肩かたを落とした。その仕し種ぐさは、レンには珍めずらしく酷ひどく疲つかれているように見えた。

　そう思ってよく見てみると、顔色も少し青白い。リュンクス星系でアレティーノを破ってからは、ルトラ星系に帰き還かんし、比ひ較かく的平へい穏おんな時間を過ごしていたはずだ。疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているとも考えにくい。

「提督、顔色が少し優すぐれないようですが」

　ネリーは普ふ段だん通りの素そっ気けない口調で言った。少なくとも声を聞いているだけでは心配しているように思えない。

　レンは、そうですか、と疑問のような返答をしながら、左の頰ほおをさすった。それから、自分の顔は見えないからよくわかりませんね、と独ひとり言ごとのように言葉をもらした。

「体調の管理にはお気をつけください」

「戦せん闘とう参さん謀ぼうに叱しかられたくはないので、そうすることにしますよ」

　そのとき、少し離はなれた場所で、カメラのフラッシュが大量に花を咲かせた。小さなどよめきも耳に届いた。ネリーは光と音に導かれるままに目を向けた。

　隣となりにいたレンは、特に気にした様子も見せなかった。今さらのように、透とう明めいな壁かべの向こう側がわを泳ぐカラフルな熱帯の魚を目で追っていた。時折、感想のような感かん嘆たんのような声を上げていたが、何を言っているのかまではネリーにはわからなかった。ただ、色鮮あざやかな観賞用の魚を、食材として見ているのは確かだった。

　ネリーは列席者が何に反応したのかを知って、体を硬こう直ちよくさせた。目線は真まっ直すぐに、ある人物に向けられていた。きれいな女性に車くるま椅い子すを押されて現れたひとりの老人だった。

　名は、ウィリアム・クローバー。現クローバーの最高権力者であり、一二個の議席しか持たない企業連れん盟めい最高議会の一席を埋うめる存在でもある。そして、何より、ロイとネリーの祖父でもあった。

　今年で九十歳になる老体は、何かロイに言葉をかけていた。それにロイが真しん剣けんな表情で応対している。一度は静まっていたフラッシュが再びたかれた。急に空間が華はなやいだように見えた。

　ネリーはその場から逃にげ出すように、慌あわてた足取りで、後ろを確かく認にんもせずに下がろうした。誰だれかの足を踏ふみつけ、倒たおれそうになるところを、腕うでを摑つかまれ背中から支えられた。

　後ろにいたのはレンだった。怪け訝げんそうな顔で、レンはネリーを見下ろしていた。咄とつ嗟さに、手を振ふり払はらい、ネリーはレンから離れた。猫ねこ背ぜで華きや奢しやだと思っていたレンの体は、触ふれてみると予想に反して力強かった。

　レンと距きよ離りを置く際に、ネリーは極力自然な動作で、人ひと垣がきの陰かげに隠かくれた。その位置ならば、兄や祖父から見られることはない。ネリーは安心したように小さく吐と息いきをもらした。それから、思い出したように、レンに謝罪した。
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「失礼しました」

　レンはネリーの言葉には反応しないで、代わりに、先ほどまでネリーが見ていた方向を見据すえていた。

　その瞬しゆん間かん、ネリーは心臓が高鳴るのを感じた。洞どう察さつ力に優すぐれたレンのことだから、自分が何から逃にげようとしたのかは、すぐにわかってしまうと気づいたのだ。

「なるほど、あれが企業連盟のトップのひとりですか」

　レンの声は、ここにはいない誰だれかに向けられていた。恐おそらくインカムを通して、旗き艦かんダインスレイフに残っている電子妖よう精せいオフィーリアと交信を取っているのだろう。相手の正体も、オフィーリアに聞いて知ったに違ちがいない。天才用兵家クラウディオ・アレティーノすら知らなかったレンが、自分の祖父を知っているとは考えにくかった。

　ネリーの焦しよう燥そうなど歯し牙がにもかけず、レンは言葉を続けた。

「戦せん闘とう参さん謀ぼうがあの人に会いたくないのは、僕に原因があるんでしょうね」

　確実と思われていた契けい約やくの典礼で、ネリーはレンにオフィーリアを奪うばわれた。その失態は大きい。名も知らないコックに敗れたとあっては、クローバーとしては示しがつかない。レンはそのことを言っているのだ。

　確かに、それも理由にはなる。だが、アレティーノの撃げき破はにレンが貢こう献けんしたことを誰だれもが知る今となっては、それを理由にするのは説得力に欠けた。

　もっと根本的なところで、ネリーは元首に顔を合わせられないのだ。

「提てい督とくとは無関係です。これはクローバーの家の問題ですから」

　ネリーはそこまで搾しぼり出すので限界だった。それで悟さとってくれたのか、レンはそれ以上何も言わず、飲み物をテーブルから持ってきて、黙だまったままネリーにそれを手て渡わたした。

　ネリーは手渡されるままにグラスを空けた。

　同じクローバーの名を持つ者でも、立場は二通りに分けられる。ひとつはロイのように、次期元首の争いに身を置いている者。もうひとつは、その争いから身を引いた者だ。ネリーは後者に位置づけられていた。

　血の繫つながった兄弟、親しん戚せき同士の争いを目まの当あたりにして、ネリーの母親は末の娘だけは、平へい穏おんな生活をと願い、ネリーをクローバーの争いから遠ざけたのだ。継けい承しようの権限を捨て去り、安全を手に入れた代わりに、ネリーはクローバーとしては半人前の存在となった。

　世間から見れば、ネリーもロイと同じくクローバーの人間だが、内情は外からのそれとは違ちがっている。元首に目通りする権限すら、ネリーにはない。だから、ウィリアム・クローバーの視界に入らないよう、人ひと垣がきに隠かくれようとしたのだ。戦いの場から身を引いた者には厳しい。それがクローバーの教えだった。

　手短にロイと言葉を交かわすと、ウィリアム・クローバーは早々に叙じよ勲くん式典の会場から姿を消した。自分がいては若い者が萎い縮しゆくするからと、笑い声を上げながら。

　ロイの下もとには、車くるま椅い子すを押してきた女性だけが残っていた。真っ赤なドレスに身を包み、海と同じ色の瞳ひとみをしていた。真まっ直すぐにロイだけを見て、口元に笑えみを浮かべた。

　その様子を見ていたレンは、不思議そうな顔でネリーに問いかけた。

「あの女性は誰だれです？」

　姿を人垣に隠しながら、ネリーは答えた。

「彼女は、フェリシア・ランシエン。銀河連合領内を中心に活動する巨大企業『クロワ・デュ・シュッド』のご令れい嬢じようです」

　元々は共和国領内を拠きよ点てんとしていたが、あまり業績が伸のびず、活動の拠点を銀河連合領内に移してから大成した企業である。特に強いのがエネルギー事業で、銀河連合領内のシェアの約四割を、クロワ・デュ・シュッドで握にぎっているほどだ。その総資産額は、ミレニアムとクローバーに並ぶのではないかといわれている。

　レンが考え事をするように眉まゆ根ねを寄せた。なぜ、隣りん国ごくの企業の令嬢がこの地にいるのか、疑問に思ったのだろう。

　ネリーは質問されるよりも先に、レンの疑問に気づき、独ひとり言ごとでも口にするように説明した。

「企業連盟に賛同する企業は、現在公表されているものがすべてではありません。クロワ・デュ・シュッドのように、水面下で資本投資だけを行う企業も数多くあります」

　レンは納なつ得とくしたような、していないような顔でしばらく考えたのち、ネリーの説明とは関係のない疑問を口にした。

「彼女とクローバー提てい督とくはどういう関係なんです？」

　答えるべきか思案するように、ネリーはレンから視線を外した。それからロイとフェリシアの様子を窺うかがった。手で口元を隠かくしながら、フェリシアが楽しそうに笑っている。彼女とロイのいる空間だけが、明るく照らされているようだった。いや、フェリシアの輝かがやきが周囲を照らしているのだ。

　視線を戻もどすと、レンはまだネリーを見ていた。別にレンが知らないだけで、ロイとフェリシアの関係は、公おおやけにされている。だから、隠し立てするようなことではない。

　直感に優すぐれたレンであれば、自分で気づくとも思えたが、レンに男女の関係を読み解く能力はないらしい。

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも、ネリーは余計な面めん倒どうから解放されるために、レンに説明の言葉を返した。

「彼女は、クローバー少将のフィアンセです」

　ああ、なるほどと、自分で聞いておきながら、レンの感想にたいした感かん慨がいは含ふくまれていなかった。もう興味をなくしたらしく、ロイとフェリシアを見ようともしない。

　逆に、話題にされていたフェリシアの方が、レンとネリーの方を見ていた。ネリーと目が合った瞬しゆん間かん、フェリシアは小さく口を開けて驚おどろいた顔をした。それから、隣となりにいるロイに断りを入れると、ゆったりとした上品な足取りで近づいてくる。

　目の前にしたフェリシアは、ネリーの記き憶おくの中にいる彼女よりも、随ずい分ぶんと大人っぽくなっていた。最後に会ったのは、今から三年前。ネリーが士官学校に入る直前だった。十七歳さいだったフェリシアも、今年で二は十た歳ちになっているのだ。変わっているのも当然だった。

　フェリシアはあどけなさの残る笑えみを浮かべると、喜びに満ちた明るい声を上げた。

「お久しぶりです、ネリー様」

「ランシエン嬢じようも、大人っぽく、一段ときれいになられましたね」

　軍務の最中であることもあり、ネリーは事務的に応こたえた。すると、花がしぼんでいくようにフェリシアから笑顔が消えた。

　個人的に親交があるにせよ、今、この場に立っているのは企業連盟の軍人としてのネリー・クローバーである。公私を混同するわけにはいかなかった。各メディアの目と耳がある環かん境きようではなおさらだ。

　すぐに事情を理解してくれたのか、曇くもっていたフェリシアの顔に笑みが戻もどった。恐おそらくネリーほどではないが、ロイにも少し素そっ気けない態度を取られたのだろう。それも仕方がない。何のしがらみもなく付き合えた三年前とは状じよう況きようが違うのだ。ネリーは企業連盟の軍人であり、フェリシアは企業連盟を陰かげから資金的に支える巨大企業の令嬢である。粗そ相そうがあってはならない相手なのだ。

　気がつくと、フェリシアの視線は、涼すずしげなネリーの首筋に注がれていた。

「髪かみは切ってしまわれたのですね。あの美しかった髪を。わたし、ネリー様のようになりたくて、髪を伸のばしたんですよ」

　そう言ってフェリシアはネリーに背中を見せた。赤いドレスの上を、金色の髪がさらさらと揺ゆれていた。

　それからレンを見て、小さく微笑ほほえんだ。

「よろしければ、紹しよう介かいしていただけませんか？」

　それが個人的な興味から出た言葉か、クロワ・デュ・シュッドの令れい嬢じようとしての発言か、ネリーには判断できなかった。

　だが、それよりも先に、クライスラー総司令官の温和な声こわ音ねが、ふたりの若き提てい督とくの名を呼んだ。

「本日の主役である両提督より、皆みな様にご挨あい拶さつをしたいと思います。クローバー提督、それにエバンス提督は前に」

　総司令官からの指示を耳にして、レンは頰ほおを搔かきながら困ったなあと口にした。元コックの司令官とは対照的に、ロイは何の躊躇ためらいもなく壇だん上じように足を向けた。

　タイミングを失ったフェリシアは、またの機会にとだけ言って立ち去っていった。その後うしろ姿すがたが見えなくなったところで、ネリーは重たい足を動かせずにいる上官に声をかけた。

「提督、壇上にお上がりください」

　レンは再度困ったなあとぼやきながら、クライスラーの下もとへと歩き出した。

　会場の一角から小さな拍はく手しゆが鳴り始め、それはやがて会場全体に伝わっていった。レンの背中がますます居い心ごこ地ち悪そうにしているのが、ネリーの目に入った。

　ダインスレイフの各参さん謀ぼうの反応を確かめようと姿を探すと、真っ先にファルコ機関参謀と視線がぶつかった。その目は、ひとりで行かせて大だい丈じよう夫ぶかと語っていた。次に、ギュネス航行参謀とモンティーユ情報参謀と目が合った。不安と期待の入り混じった微び妙みような顔をしていた。シュトロブル参謀総長は、じっと目を閉じ、心を落ち着かせている様子だった。

　安心して見てはいられない。それがダインスレイフの全参謀の総意で間ま違ちがいなかった。ネリーもまた、自分が壇上に上がるわけでもないのに、妙な緊きん張ちよう感に苛さいなまれていた。

　先にロイが壇上に上がり、それから数秒遅おくれて、レンもクライスラーに並んだ。困ったと言いながらも、レンの態度は普ふ段だん通りだった。緊張している様子もない。それどころか、周囲の空気に流されずに、自分だけの雰ふん囲い気きを守っている。それは隣となりに立つロイも一いつ緒しよだ。違うのは、ふたりがまとっている空気である。

　気高さを放つロイに対して、レンは無色透とう明めいで捉とらえどころがなかった。

　自然と拍手が鳴りやみ、ふたりの若き提督の言葉を、列席者の誰だれもが耳を澄すまして待っていた。レンとロイが、目配せをして、どちらが先に話をするかを決めている。それは叙じよ勲くん式典が始まって以来、初めて交かわされた両提てい督とくのやり取りだった。

　本来であれば、報道カメラマンが見逃のがしていい瞬しゆん間かんではない。だが、拍はく手しゆも収まり、静けさに包まれた会場の中で、誰だれもシャッターを切らなかった。いや、切れなかったのだろう。誰も気づいていなかったのだ。それが貴重な瞬間であることに。

　順番は決定したようで、クライスラーからマイクを受け取ると、ロイは堂々とした足取りで、少しだけ前に出た。

　列席者が若き提督の言葉に耳を傾かたむける。

　ロイは息を吸い込み、第一声を口にしようとした。だが、不自然な間を空けて言葉を吞のみ込んだ。怪け訝げんに思った列席者が、首を傾かしげる。隣となり同士が小声で何かあったのかと確かく認にんし合っていた。

　ネリーにも何が起きたのかわからなかった。兄は緊きん張ちようで声が出なくなるようなか細い神経の持ち主でもない。

　壇だん上じように集つどった三人の提督は、皆みなが一様に虚こ空くうを見据すえ、じっと何かを待っていた。それが待っているのではなく、上空からの報告を聞いているのだとネリーが気づいたとき、レンと真まっ直すぐに目が合った。

　その直後、通信の接続ノイズが耳をざわつかせた。すぐにオフィーリアの落ち着いた声が、事態の急変を報告してきた。

『この内容はマスターの指示により、各参さん謀ぼうの方々にまでお伝え致いたします』

　音声と同時に、何かのデータが網もう膜まく投とう影えいに映し出された。それは、カプレオラ星系における、共和国軍と銀河連合統合軍の戦せん闘とう結果だった。

　データを見た瞬間、ネリーは言葉を失い、表情を凍こおりつかせた。細かく分ぶん析せきするまでもなく、銀河連合統合軍の圧あつ倒とう的な勝利だった。もはや、共和国軍は戦線を維い持じできず、自国領内への撤てつ退たいを始めている。それを銀河連合統合軍は、ただ逃にがすつもりはないようで、後方からの追つい撃げき戦に移行していた。

　一体カプレオラ星系で何が起きたのか。ネリーはデータの詳しよう細さいを一瞬疑った。先日まで聞いていた話では、共和国軍が統合軍を追い込んでいたはずなのだ。それが簡単に立場を逆転されている。どんなマジックを使えばそれが可能なのか、すぐに思い当たらなかった。

　だが、それも、その後に続いたオフィーリアからの報告で氷解した。

『統合軍は共和国軍の残存艦かん隊たいへの追撃戦を行いながら、共和国領に侵しん攻こうを開始しました。推すい定てい艦かん艇てい数は約一〇万隻せき。司令官は、スタンリー・マスターズです』

　口から零こぼれそうになる驚おどろきを、ネリーは必死に奥歯を嚙かみ締しめて体の中に留とどめた。冷静で精神を乱すことのない兄が、壇上で言葉を止めた理由がようやくわかった。全身の血が足元へ引いていくのをネリーは感じた。今なら、鏡を確かく認にんしなくても、自分が青白い顔をしているとわかった。訪おとずれた沈ちん黙もくのわけがわからない列席者の動どう揺ようが、やけに遠くに聞こえた。

　一〇万隻せきの軍勢に、軍神スタンリー・マスターズ。

　それだけでも凶きよう報ほうと呼ぶに相応ふさわしい内容だった。だが、オフィーリアからの報告にはまだ続きが残されていた。

『すでにオルキヌス星系は、銀河連合の手に落ちました。惑わく星せいダリアは地上も含ふくめ、制圧されたようです』

　頭の中で、がんと音が鳴ったような気がした。それから報告の内容を理解するのに、数秒を必要とした。先ほど別件で耳にしたオルキヌス星系の名が、必要以上にネリーの心を搔かき乱した。そこは、レンの母親がいる星なのだ。

　大きく深呼吸をすると、ネリーは軍人としての思考に頭を切り替かえた。

　オルキヌス星系は、対銀河連合を主眼とした防衛拠きよ点てんである。簡単に陥かん落らくさせられるはずがなかった。星系の地方自治政府が居を構える惑星ダリアには、星を包み込む重力子フィールドがあるのだ。地上制圧は容易ではない。侵しん攻こう開始から、ここに情報が届くまでの数日の期間で、どうやって攻略したというのだ。

　独立を目の前にした企業連盟にとって、これが何を意味するかは、口に出すまでもなかった。言葉として意識する前に、体が絶望的な状じよう況きようを先に理解していた。

　銀河連合の狙ねらいは共和国の制圧にあるのは明白だった。今の共和国に、銀河連合と戦うだけの戦力は残されていない。たとえ、戦力が五分であったとしても、敵の司令官が軍神である以上、結果は同じになるのではないだろうか。

　そして、共和国の敗北は、そのまま企業連盟の敗北に繫つながる。戦力比は五倍以上だ。

『臨時作戦会議をリトル・アルプにて行いますので、皆みな様はダインスレイフに一度お戻もどりください。すでに軍務局長および、艦かん隊たい総司令官から指示は出ております』

　だが、叙じよ勲くん式典の会場に満ちた不ふ審しんを、そのまま放置していくこともできない。この事態をどう切り抜ぬけるのか。異常な状況であることは、列席者の誰だれもが感じていることだろう。報道に身を置く人種であればなおさら鼻が利きくはずだ。下手な説明では、納なつ得とくを得られない。

　そんなネリーの懸け念ねんは、突とつ如じよ壇だん上じように姿を現した電子妖よう精せいコーデリアによって払ふつ拭しよくされた。会場内のあちらこちらで、驚おどろきの声が上がった。目の錯さつ覚かくかと、瞬まばたきを二度、三度と繰くり返す列席者の姿があった。それが夢でないとわかったとき、目に映る少女が電子妖精であると気づいたのだろう。人々の注意はコーデリアに引きつけられ、その可か憐れんな姿に幾いくつもの感かん嘆たんが零こぼれ落ちた。

　慎つつましく清せい楚そに一礼をしたのち、コーデリアが列席者に言葉をかけた。

『ご来場の皆様、突然の訪問をお許しください』

　顔を上げると、コーデリアは隣となりに立つロイを見上げた。その視線の意図を察し、ロイはさもコーデリアを待っていたかのような語り口で彼女を紹しよう介かいした。カメラのフラッシュが星の数ほどたかれ、コーデリアの登場を歓かん迎げいするように、拍はく手しゆが巻き起こった。それが静まるのを待って、ロイは平然とスピーチを開始した。

　話が終わるまでの約五分間、会場は静かにロイの言葉に耳を傾かたむけた。最後には再び割れんばかりの拍手がロイとコーデリアには贈おくられた。その光景は、ネリーに契けい約やくの典礼を思い出させた。

　叙じよ勲くん式典は、予定よりも三〇分早く終わったが、列席者に文句を並べる者は現れなかった。電子妖よう精せいという思わぬ収しゆう穫かくが、列席者の気持ちを十分に満たしていた。

　その裏側で、三人の司令官と、各艦かん隊たいの参さん謀ぼうたちは、早々にシャトルに乗り込み、再び冷たい宇宙へと飛び立った。




　　　　　　　　２




　従兵のロレッタ・ミアーズ少しよう尉いが緊きん張ちようした声で報告を読み上げると、マスターズは真っ先に失笑をもらした。それから大声で豪ごう快かいに笑った。ミアーズが伝えたのは、企業連盟と共和国が、軍事同盟を締てい結けつしたという内容だった。両勢力は、先日まで独立戦争を戦っていた間あいだ柄がらだった。

「威い勢せい良く独立を宣言したのはいいが、企業連盟とやらは、随ずい分ぶんと節操のない真ま似ねをするもんだな。まあ、意地を通して兵を殺すよりは好感が持てるが」

　マスターズはもう一度鼻で笑うと、ゆっくりと目を閉じた。それを見て、ミアーズは報告を再開した。

　オルキヌス星系の第五惑わく星せいダリアにある防衛本部は、今や共和国の所有物ではなく、銀河連合統合軍により占せん拠きよされている。本来、防衛本部長が座っていた椅い子すには、軍神スタンリー・マスターズの巨体があった。その脇わきに、ミアーズ少尉を含ふくむ、三人の従兵が控ひかえている。愛想のない電子妖精エルメスの姿はない。

　部屋の様子を確かく認にんしたのち、銀河連合事務次長のジェフ・ベネットは、勧すすめられる前に来客用のソファに座ろうと歩き出した。室内の誰だれもがベネットに注意を払はらわない。座ると思わず口からため息が零こぼれた。自覚はなかったが、ダリアの陥かん落らくに続くオルキヌス地方自治政府との交こう渉しようで、予想以上に疲ひ労ろうしていたようだ。だが、休きゆう憩けいもろくに挟はさまずに話し合いを進めたおかげか、自治政府との平和協定の合意は三日前に取れ、正式な調印も二時間前に無事終しゆう了りようした。その時点で、オルキヌス星系は、正式に銀河連合の一部として記録された。

　銀河連合が惑星ダリアを制圧したのは、ここを人民共和国侵しん攻こうの拠点とするためである。本土から送られてくる補給物資の中ちゆう継けい点であり、場合によっては物資の調達にも利用するのだ。それらを円えん滑かつに行うためには、民衆の不安を取り除のぞき、銀河連合に対する反発を極力減らさなければならない。

　そのため、マスターズからの将兵に対する命令も徹てつ底ていされている。略りやく奪だつや暴行は固く禁じられ、命令を破った者は厳げん罰ばつに処すとマスターズ自身の言葉で語られた。

　現在までに何件か民間人との衝しよう突とつの報告が上がってきているが、どれも規き模ぼは小さく、すぐに鎮ちん圧あつできるレベルのものだった。銀河連合の将兵が起こした問題はひとつも上がってきていない。銀河連合に対する反乱分子の存在も確かく認にんされていない。

　ベネットは両膝ひざに肘ひじをつき、顔の前で手を組むと、観察するような目つきでマスターズを見据すえた。

　以前から名前も姿もよく見ていたが、事務次長に就任する前は、軍神と同室に身を置くような経験はなかった。写真やＴＶで見ていたよりも、実物のマスターズは一回り大きく思えた。

　その屈くつ強きような見た目以上に、ベネットが着目したのは、軍神の統とう率そつ力だった。

　緊きん張ちようしながらもきびきびと報告を続けるミアーズを含ふくめ、まだ若じやく輩はいの士官ですら、マスターズの周囲ではよく動く。民間人の不安を抑おさえるために出された厳命も、奇き跡せきとも思える精度で行き届いていた。

　いかに上からの命令を絶対とする軍であれ、規律を破る者は必ずいる。ましてや、参加将兵の数が約三二〇〇万人ともなれば、大規模の騒そう動どうがひとつやふたつ起こるものだ。人の集団とはそういう性質を持っているとベネットは思っていた。ある一定以上の人数が集まれば、諍いさかいや不和が生じる方が健全ですらある。それなのに、各部隊、各部署からの情報がすべて集まる軍神の側そばにいても、将兵が不ふ祥しよう事じを起こしたという報告は上がってこない。

　軍神の姿を観察していたベネットの口元が忍しのび笑いに歪ゆがんだ。

　銀河連合に加盟する約三〇〇の国のトップでさえ、軍神ほどの統率力と支持率は期待できなかった。自分の手にした好機に、ベネットは身み震ぶるいを感じていた。

　床ゆかの一点を見つめながら、数ヶ月後の自分の姿を思い描えがいた。その未来図の中で、ベネットは共和国に引導を渡わたした代表者として、高らかに演説をしていた。

　銀河連合、人民共和国、それに中立宗教国ノウスベルン。この三つの強国が長きに渡り繰くり広げてきた資源と領土の奪うばい合いの歴史に、今度の遠えん征せいで幕を引くのだ。

　その瞬しゆん間かん、銀河系の全域に彼の名は報じられるだろう。

　顔の厚い皮の下に、ベネットはこみ上げてくる愉ゆ悦えつを押し隠かくした。

　ミアーズの報告は、企業連盟と共和国の同盟の話から、天才用兵家クラウディオ・アレティーノを撃うち破ったとされるふたりの提てい督とくの話題へと移行していた。

　メインスクリーンに映し出されたのは、企業連盟の叙じよ勲くん式典の様子だった。それは先日民間の報道機関がニュースで流した映像である。その様子は大々的に報じられ、今朝の新聞記事にもなっていた。

　どれも、ふたりの若き提督を賛美する内容が並べられている。若き英えい雄ゆうの誕たん生じよう。企業連盟の救世主。真の天才用兵家。個性のかけらもない見出しがベネットの目に入った。

　退たい屈くつそうに映像を見ていたマスターズは、特別な感情を差し挟はさまずに、もういいと言って映像を止めさせた。

「情報操作で英えい雄ゆうを作ろうって魂こん胆たんが、嫌いや味みなほどに見えてくる。どこも上の考えることは同じようだな」

　そう言って、マスターズの目がベネットを捉とらえた。

　ベネットは年ねん齢れいにそぐわない大げさな動作で両肩かたをすくめ、やわらかい表情でおどけてみせた。

「企業連盟の若いふたりがどうかは存知ませんが、元げん帥すいの武勇に関しましては、特別大げさに報道する必要がなかったかと、私は思っております」

　半分は軍神の言葉を受け流す方便だが、もう半分は真理をついた言葉でもあった。事実、ここ四十年ほどの銀河連合の戦史は、マスターズによって作られたといっても過言ではないのだ。

「臆おく面めんもなく世辞を並べる狸たぬきめ。事務次長になるだけのことはある」

「私は常々、狐きつねであろうと思っています。元帥に狸と評価されたのであれば、まずまず努力が実っていると思ってよさそうですね」

　ベネットは口の渇かわきを潤うるおすために、ミアーズが淹いれてくれたコーヒーに口をつけた。程ほど好よい苦味が、寝ね不ぶ足そくの体によく染み渡わたった。カップをテーブルに戻もどすと、マスターズはもうベネットを見てはいなかった。

　来客を知らせる電子音が部屋に響ひびき渡る。ミアーズがインカム越ごしに外とやり取りをしたのち、来訪者の名をマスターズに知らせた。

「ザグニス中将とオーエンス大佐がお見えになりました」

　軍神が頷うなずいた直後、防衛本部長室のドアがスライドして開き、恰かつ幅ぷくのいい女性の師団長と、それとは対照的に線の細い師団長が姿を見せた。

　ふたりはまず入り口で敬礼すると、出頭をマスターズに宣言した。それから、並んでマスターズの前に進み出た。

「首都機能の掌しよう握あくは完全に済みました。残すところは、この防衛本部を含ふくむ基地システムの書き換かえのみです」

　従兵の報告とは違ちがい、オーエンスの口調は落ち着き払はらっていた。

「先ほど、残存艦隊の追つい撃げきを行っているシリング中将とギャノン准じゆん将しようからも、作戦は順調に進行していると定時連絡がありました」

「狙ねらい通り、カストル星系の方に、共和国軍を追い込んだのか？」

　はいっとオーエンスが若い声で答えた。

　ベネットは手持ちの端たん末まつで宙域状じよう況きようを確かめた。ここオルキヌス星系とメトロゲートで繫つながる星系は全部で三つある。

　ひとつはカプレオラ星系に繫がる銀河連合領内に向かう道。残りふたつは、共和国領内を行き来するための道だ。

　この残りふたつの道には大きな違ちがいがあった。概がい念ねん図ず上、オルキヌス星系の左に位置するカストル星系を経由した場合、共和国の首星系であるリュンクス星系に行くには、残りふたつの星系を跨またがなければならない。逆に、もう一方のポルゴ星系を経由する場合は、残りひとつの星系を通過するだけで残存艦かん隊たいは首星系に帰き還かんできる。時間にして、六日ほどの差が生じる。カストル星系に追い込まれたというのは、撤てつ退たい中の共和国軍残存艦隊にとって、本ほん拠きよ地ちまでの道のりが長くなったのと同義だ。追つい撃げきする立場の統合軍にとっては、攻こう撃げきの機会が必然的に増加したことを意味する。

　マスターズの目が今度はザグニスに向けられた。その意図を察したのか、ザグニスは確かく認にんの言葉もなく、報告を始めた。

「カプレオラ星系を発たったラウス大将と、エベレット中将の到とう着ちやくですが、現時刻より十二時間後の午前八時には間に合うとのことです」

「ほう、思ったよりも早いな。ラウスめ、年とし甲が斐いもなく、気負っておるようだな」

「そのようです」

　微かすかに笑えみを浮かべて軍神の言葉を受けると、ザグニスはベネットを振ふり向いた。

「事務次長殿どのご待望の銀河連合特使団も、同行しているとのことです」

「それは助かります。いつまでも自治政府の相手をしていたのでは、皆みな様に従軍できませんからね。取り残されたら、追いつくのが大変そうだ」

「本当に我々に同行されるのですね」

　少し意外といった表情をオーエンスは見せた。言葉の裏に、ベネットは政治家に対する偏へん見けんを感じ取った。危険な前線に立つのはいつも命令を受けた軍人であり、安全な本土から無理難題を押しつけるのが政治家の仕事だと思っているのだろう。

　確かにそうした政治家は多い。ベネットにしても、軍神という利用できる大きな駒こまがいなければ、今回の職務を事務次長補に預けて後方で静観を決め込んでいたかもしれない。そうしなかったのは、ひとえに胸に野心があったからだ。政治家として共和国という大国を滅ほろぼす仕事をして、周囲に圧あつ倒とう的な差をつけておきたかった。事務総長が従軍を辞退してくれたのは、ベネットにとって本当にありがたい話だった。

「あとは基地システムの書き換かえ次し第だいですね。それが明日の朝までに完かん了りようすれば、シリング中将とギャノン准じゆん将しようのあとを追えます」

　オーエンスの意識は、すでに次の戦場へと向いているようだった。

「全システムの書き換えともなれば、さすがのエルメスでも明日の朝までには終わらないんじゃないかね」

　たしなめるように、ザグニスがオーエンスの肩かたを叩たたいた。

　自分の焦あせりに気づいたのか、オーエンスが小さく頭を下げた。

　そんな中、マスターズだけは防衛本部長室の入り口を見ていた。何気なくベネットがその方向に目を向けると、ひとりの女性が物音ひとつ立てずにそこにいた。

　電子妖よう精せいエルメスは、一いつ瞬しゆんにして姿を消し、その直後には、マスターズの脇わきに控ひかえていた。リスの尾おっぽのように揺ゆれる長い髪かみの先せん端たんが、ふわりと床ゆかを撫なでた。

『基地システムの書き換かえは完かん了りようしました。以後は銀河連合のコードで基地システムの運用が可能です』

「手間をかけたな」

　マスターズが労ねぎらいの言葉をかけると、大人っぽい知的な笑えみを浮かべた。それがまたベネットに新たな驚おどろきの波となって押し寄せてきた。

　従軍を始めてすでに一ヶ月は経過している。その間、エルメスが表情を崩くずす場面など一度も見たことがなかった。エルメスに対する評価は、愛想のない無表情の電子妖精。所しよ詮せん、電子の存在などその程度だと決めつけていた。だが、エルメスが一瞬だけ見せた笑顔は、女性らしいやわらかさと人間味を含ふくんだ、とても魅み力りよく的てきなものだった。そして、それは軍神にだけ向けられていた。

「システムの書き換えは完了したそうだぞ」

　軍神の悪戯いたずらっぽい話題の振ふり方に、ザグニスは苦笑いで応じた。予想よりも半日以上早く仕上げられては、コメントのしようもなかったのだろう。

『以後の作戦は予定通り進めて問題はありませんね？』

「ああ、ラウスとエベレットの到とう着ちやくを待ち、引き継つぎが完了次し第だい、追つい撃げき部隊のあとを追う」

　主の言葉を受け止めたのち、エルメスはふたりの師団長に向き直った。無感動な顔で、ふたりの師団長を見上げて言った。

『ザグニス中将、オーエンス大佐は、出撃の準備に移行してください。出撃時刻は、明日四月十四日、１ヒト２フタ０マル０マルとします』

　ふたりの師団長は、敬礼をすると同時に、下された命令を復唱した。

　本格的な共和国領内侵しん攻こうが始まる。それを思うと、ベネットは体に不思議な浮遊感を感じた。腹の中にぽっかり穴が空いたような感覚に導かれ、手を添そえていた。その手が、震ふるえているのに気づいて、ようやくベネットは体の異変の正体を知った。それは、久しく忘れていた興こう奮ふんを伴ともなった緊きん張ちようだった。

　これでは遠足を明日に控ひかえた子供と同じだと思いながらも、ベネットは今この状じよう況きようを間ま違ちがいなく楽しんでいた。

　そして、こう思うのだ。早く明日になれと。
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　銀河星せい暦れき九九一年四月十七日──共和国と同盟を結んだ企業連盟の宇宙艦かん隊たいは、ビソン星系に駒こまを進めるため、その通り道となるポルスレ星系を航行していた。

　航路図を自室のコンソールに表示すると、ネリーは進軍が順調であることを確かく認にんした。遅おくれも殆ほとんどない。これならば予定通りにビソン星系に到とう達たつできる。

　席を立つと同時に、コンソールを落とすと、ネリーはベッドに仰あお向むけに倒たおれた。白い天てん井じようが視界を埋うめた。

　大きく吐はき出したため息が、部屋中によく響ひびいた。航行中は仕事もなく、時間を持て余してしまう。進軍を開始して五日目ともなればなおのことだった。

　それは他ほかの将兵も同じで、ダインスレイフの艦内は、戦せん闘とう前の鋭するどさから程ほど遠とおいのんびりした雰ふん囲い気きに包まれていた。

　ネリーはベッドの上で体を捻ひねり、うつ伏ぶせの体勢になった。枕まくら元もとに置いてあった日記帳が手に当たった。真っ白の表紙の右下に、小さく四葉のクローバーが描えがかれている。

　日記帳を引き寄せると、ネリーはページをめくった。昨日のページには、退たい屈くつであることが遠回しに長々と綴つづられていた。それが再びネリーにため息を吐つかせた。

　ネリーは日記帳の今日の日付をじっと見つめた。他の日とは違ちがい、小さな丸印がつけられている。

　両目をぎゅっと瞑つぶると、ネリーは勢いよく日記帳を閉じた。それと同時に、コンソールが電子文書の着信を告げる電子音を鳴らした。さっと起き上がり、端たん末まつを立ち上げる。送信相手は兄のロイだとわかった。

　文章を見た瞬しゆん間かん、ネリーは口元に笑えみを浮かべた。

　送られてきた電子文書には、ネリーの誕たん生じよう日びを祝いわう内容が書かれていた。簡潔な文面だったが、それがかえってロイ自身の言葉であることをネリーに感じさせた。

　父や他の兄たちから、誕生日を祝うメールが届くことはない。元首の継けい承しよう権を捨てた日から、母親とロイ以外は誰だれもネリーの相手をしなくなったのだ。

　気持ちを切り替かえるために、ネリーはコンソールを離はなれると、シャワールームに足を向けた。この先に待ち受けているのは、戦地であることを思い出していた。

　誰にも見られていないのをいいことに、軍服の上着を床ゆかに脱ぬぎ捨てた。シャワールームに到とう達たつする頃ころには、下着も含ふくめて着ていたものすべてが床に散乱していた。

　自動的にシャワーが流れ出し、ネリーの体を温めていく。目を閉じ、全身を委ゆだねた。頭の中では、ビソン星系での敵との遭そう遇ぐうに備え、シミュレーションを始めていた。

　時々零こぼれる吐と息いきが、熱を帯びた室内に響ひびき渡わたった。遠くの方で来客を知らせる電子音が鳴った気がした。耳に意識を集中させる。

　やはり、鳴っている。

　誰だれだろうと疑問に思いながら、ネリーはシャワールーム内の端たん末まつを開いた。部屋の前の様子が小さなモニターに映し出される。そこにいたのは元コックの司令官、レン・エバンスだった。

　手には小さめのトレイを持っている。蓋ふたがされているために、中身が何かは、ここからではわからなかった。

「提てい督とく、何か御用ですか？」

「今、時間があれば、出てきてほしいんですが」

　ネリーは今の自分の状態を、わざわざ目で見て確かく認にんした。当然、このまま出ていくわけにはいかない。

「少し、待っていただけるのなら」

「少しくらいでしたら、いくらでも待ちますよ」

　レンの言葉を聞き届けると、ネリーは端末を落とした。それから、体と髪かみを乾かわかし、急いでシャワールームを出る。着き替がえを済ませ、鏡の前で髪を整えた。ドアの方に歩きかけて、思い出したように後ろを振ふり向く。ネリーの視界には、先ほど無造作に脱ぬぎ捨てた衣服があった。慌あわてて拾い集めると、それをシャワールームに投げ込んだ。

　部屋の様子を一通り見回してから、ゆっくり息を吐はき、ようやくドアを開けた。

　少しくらいならいくらでも待つと言った割には、レンは待ちくたびれたような顔をしていた。

「出てくると言って、出てこないという嫌いやがらせをされているのかと思いましたよ。まあ、それはいいとして、これをどうぞ」

　レンが両手に持ったトレイを差し出した。ネリーの目がレンとトレイの間を二度ほど行き来した。

「これはなんですか？」

「開けてみてください」

　悪戯いたずらっぽい少年のような笑えみをレンが浮かべている。それだけで、開けたくない気持ちが強まった。だが、拒きよ否ひしたところで引き下がるはずもない。

　覚かく悟ごを決めてトレイの蓋を開ける。すると、そこには切り分けられていないホールのケーキが載のせられていた。

　二二個のイチゴが並び、中央にはチョコレートで、ハッピーバースデイと書かれている。

　喜びも、驚おどろきもなく、ネリーは虚きよをつかれたように、無防備な表情を見せた。完全な不意打ちだった。

「どうして提督が……」

「五九点のままでは悔くやしいので、リベンジですよ」

　予想外の返答に、ネリーはさらに困こん惑わくした。五九点。それは以前にレンの料理を食べた際に、ネリーがつけた点数だ。

「普ふ通つう、リベンジなら、同じ料理でしませんか？」

　動どう揺ようを押し隠かくすように、ネリーは極力冷静なふりをした。周囲に視線を走らせ、誰だれにも見られていないことを確かく認にんする。

「もしかして、甘いもの嫌きらいでした？」

「いえ、好きですけど……」

　リズムがどんどん崩くずされていくのをネリーは自覚した。

　通路の曲がり角の向こうから、誰かの話し声が聞こえてきた。こっちに近づいてきている。ネリーはケーキを受け取ると、レンを室内に促うながした。

「どうぞ。ひとりでは食べきれませんから、提てい督とくも付き合ってください」

　躊躇ためらうレンの腕うでを摑つかみ、ネリーは部屋の中に引き込んだ。誰だれかにこの場面を見られるよりはずっとましだった。

　ネリーはテーブルにケーキを置くと、カップをふたつ用意した。その背後で、レンは部屋の入り口に立ち尽つくしている。

「座ってください」

　振ふり向きもせずにネリーが言うと、レンはようやくテーブルに着いた。部屋をぐるりと一周見回す。それから考え事でもするように天てん井じようを見上げた。

「不思議ですね。部屋の形や置いてある物は同じなのに、使っている人の違ちがいで緊きん張ちようするなんて」

　カップに紅茶を注ぎ、ネリーはテーブルに戻もどった。レンの正面に座ると、すぐにケーキは切り分けられ皿に移された。

　レンの目が真まっ直すぐにネリーの髪かみを見ていた。それから、ああ、なるほどと、ひとりで納なつ得とくしたような声を上げた。

　視線だけで、ネリーが説明を求めた。それを受けて、レンはすごく困った顔をした。

「戦せん闘とう参さん謀ぼうが部屋から出てきたときに、いい香かおりがしたものですから」

　今度はネリーが視線を逸そらす番だった。面と向かって言われると、相手が誰であれ、さすがに羞しゆう恥ち心しんを覚える。

　髪に触ふれると、まだ少し湿しめっていた。急いだために、完全には乾かわいていなかったらしい。そのせいで、部屋を出る直前までのネリーの行動が、レンにはわかったのだろう。

「ケーキ、いただいてもよろしいですね」

　少しでも気持ちを落ち着かせるために、ネリーは注意をレンからテーブルの上へと向けた。

「トムズ料理長も認めた自信作ですから、どうぞどうぞ」

　真っ赤なイチゴと一いつ緒しよに、ネリーはケーキを口に運んだ。甘あま酸ずっぱさが広がっていく。

「おいしい……」

　目の前にレンがいることも忘れて、思わず素すの感想が零こぼれた。レンがしてやったりの顔をしている。

　勝ち誇ほこられるのも面おも白しろくないので、ネリーは一度紅茶に口をつけた。レンが大きな口を開けて自分で作ったケーキを頰ほお張ばっている。自分で自分を誉ほめている姿がおかしかった。

　そのあとで、レンがカップに伸のばした手は、目的地のほんの少し手前で止まった。不自然な動作は、ネリーの注意を引いた。

　レンは二回瞬まばたきをすると、わずかに目を細めて、ようやくカップを摑つかんだ。その一いつ瞬しゆんだけ、表情が強こわ張ばっていた。血色もよくなかった。

「提てい督とく？」

　その短い言葉には、不ふ審しんの念が込められていた。

　レンは何かあった様子もなく、再びケーキを口に運び、今度は自然な動作でカップを手に取った。

　ネリーの視線での問いかけにも、気づかない素そ振ぶりをしている。それが演技なのか、そうでないのか、判別ができなかった。

　しばらくすると、レンは完全にいつも通りに戻もどっていた。だから、それ以上、ネリーは言げん及きゆうしなかった。違い和わ感を上う手まく説明する自信もなかった。

　切り分けられた分を、最後まで食べると、ネリーは口元を拭ふき、それからレンを見た。元コックの司令官は期待の眼まな差ざしでネリーを見ていた。

「合格点を六〇点とするなら、八〇点といったところですね」

「思ったよりも低いですね」

「トムズ料理長の味を真ま似ねるだけでは、これ以上の点数はあげられません」

「さすが戦せん闘とう参さん謀ぼう、手厳しい」

　どこかやり取りを楽しむようにそう言うと、レンはよしと声を上げながら立ち上がった。

「そろそろ、持ち場に戻ります」

　レンの発言を聞いて、ネリーは疑問の表情を浮かべた。それから、はっとなって元コックの司令官を睨にらんだ。今、レンはＣＩＣでの待機任務中のはずだ。

「あ、先に弁解しておきますが、ケーキを届けたらすぐにＣＩＣには戻るつもりでしたので」

　その言葉は冗じよう談だんめかしに、半分はネリーの責任だと語っていた。

　ネリーが口を開く前に、レンは逃にげ出すように背中を向けた。思い出したように、出口で振ふり向くと、真まっ直すぐにネリーを見た。

「誕たん生じよう日び、おめでとうございます」

　では、と敬礼をして見せると、レンはドアの向こうに消えた。不意打ちの連続に、ネリーはもう文句を言う気分でもなくなっていた。

　レンがいなくなると、ようやくここが自分の部屋であるように思えた。何気なく見回すと、日記帳が目に入った。

　今日の日記は、退たい屈くつしない内容になりそうだった。
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　出しゆつ撃げきから一週間が経過した四月十九日、同盟軍はビソン星系に駒こまを進めていた。

　ビソン星系は、別名で『星の墓はか場ば』とも呼ばれている。その理由は、同星系を訪おとずれた者であれば、一様に納なつ得とくするだろう。すでに恒こう星せいの寿じゆ命みようが尽つき、生命の滅ほろびた星系なのだ。恒星が死ぬ際に撒まき散らしたガスや塵ちり、それから惑わく星せいの残ざん骸がいが無造作に漂ただよっている。光はどこにもない。あるのは深い暗くら闇やみだけだ。

　共和国領とされてはいるが、ビソン星系に人の姿はない。恒星どころか周回軌き道どうを通る惑星も失われているため、安心して人が住める環かん境きようではなくなっている。索さく敵てき用の探査衛星と、メトロゲート監かん視し用の無人施し設せつがあるだけだ。カストル星系とポルスレ星系を繫つなぐ航路としてだけ存在しているに等しかった。

　その星の墓場の中に、鮮あざやかな赤色を放つ戦せん艦かんの姿があった。企業連盟所属のクローバー艦隊の旗艦、アロンダイトである。

　艦隊を預かる司令官のロイ・クローバーは、司令官室の中で沈ちん黙もくを守っていた。どこか重苦しい空気が流れている。司令官室を訪れたデュムラン参さん謀ぼう総長も押し黙だまっていた。すでに入室から八分が経過しているが、発した言葉は最初の挨あい拶さつだけだ。部屋の主の沈黙に威い圧あつされ、口を噤つぐんだ様子だった。

　ロイは強く奥歯を嚙かみ締しめた。歯が擦こすれ、ぎりっと嫌いやな音が室内に聞こえた。誰だれの目にも部屋の主の不ふ機き嫌げんは明らかだった。コーデリアが心配そうな顔をしている。それに気づいていながらも、ロイは自分の態度を改めようとはしなかった。いや、できなかった。

　銀河連合を相手にすることなど、独立戦争の作戦の中には含ふくまれていない。まさに、想定外の出来事だった。銀河連合に対する布石は、カプレオラ星系に派は遣けんされた共和国軍で十分だと考えられていた。

　共和国軍は八個艦隊の大軍であり、天才用兵家クラウディオ・アレティーノも遠えん征せい軍には加わっていた。たとえ、銀河連合が軍神スタンリー・マスターズを派遣したとしても、アレティーノがいれば、対たい抗こうできるはずだった。

　だが、予想していない事態が起こった。それは、企業連盟の鎮ちん圧あつのため、アレティーノが共和国領内に戻もどってきたことだ。それでも、カプレオラ星系には、共和国の七個艦隊が残っており、銀河連合と渡わたり合えるだけの戦力は揃そろっていたといえる。それがわずか一週間ほどで壊かい滅めつ状態にされるなど、誰が考えようか。

　企業連盟存続のためとはいえ、アレティーノを撃げき破はしてしまったことが、今回の銀河連合による共和国侵しん攻こうに拍はく車しやをかけている。

　もし、アレティーノが存命なら、銀河連合も共和国侵攻を躊躇ためらっただろう。

　今さら言ったところで仕方のないことだが、方々からそうした声は上がっていた。

　だが、ロイの苛いら立だちの根本は、もっと別のところにあった。人民共和国との同盟そのものが気に入らないのだ。

　共和国とは、先日まで刃やいばを交え合った間あいだ柄がらである。そもそも、共和国のやり方を見限ったからこそ、企業連盟の樹立に至り、そして、独立を宣言したのだ。これでは何のための独立戦争であったかわからない。数多くの命がすでに失われている。このクローバー艦かん隊たいに配属され、散っていった命も数え切れないほどあった。その彼らに、共和国との同盟を、どう説明しろというのだろうか。これが人心を先導したクローバーの責任の取り方として、正しい選せん択たくであるのか。その点に、ロイは深い疑問を感じていた。

　命より尊いものはない。だが、時として、矜きよう持じが命に優先されることもある。

　共和国との同盟締てい結けつの知らせが届けられたとき、ロイを含ふくむ企業連盟の三提てい督とくは、対統合軍の作戦会議の最中にあった。全参さん謀ぼうも召しよう集しゆうされ、電子妖よう精せいを含めて、会議の席には二十一名の顔が並んでいた。議題は共和国領内に侵しん攻こうを開始した銀河連合にどう対たい抗こうするかである。

　切せつ迫ぱくした事態を打開する名案は、簡単には出てこなかった。戦力差がありすぎるのだ。まともな策など、誰だれの口からも語られることはなかった。

　その不毛な話し合いを終わらせたのが、共和国との同盟締結の報告だった。その話を耳にしたとき、各おの々おのが複雑な感情で反応した。

　総司令官のクライスラーは、表現しがたい微び妙みような笑えみを浮かべた。普ふ段だん、思考を読ませない温和なクライスラーにしては珍めずらしい表情だった。

　元コックの司令官レン・エバンスは、これは格好悪いことになりましたね、と毒づいて呆あきれて見せた。

　ロイは表情こそ崩くずさなかったが、右の拳こぶしをきつく握にぎり締しめた。そして、この宇宙の暗くら闇やみよりも冷たい目で、虚こ空くうを見つめた。

　同盟の締結は、作戦会議の場に、新たな選せん択たく肢しを与あたえた。行き詰づまっていた企業連盟にとっては救いの風ではあった。だが、誰もが素す直なおに喜ぼうとはしなかった。

　作戦会議の方向転てん換かんを前に、クライスラーが同盟に対する考えを口にしたのは、やはり感情的には納なつ得とくしていなかったせいだろう。

「必要なことであれ、私が軍務局長の立場にいれば、首を縦には振ふらなかったでしょう」

　温和な口調から零こぼれた本音は、クライスラーの人ひと柄がらをよく表現していた。そして、その言葉が、作戦会議の参加者に、この場での同盟締結への批判を許した。各艦隊の参謀たちは、口々に不満をもらした。

　軍務局長という言葉に、ロイの心臓は過か敏びんに反応した。深呼吸をして激しく脈打つ鼓こ動どうを鎮しずめた。そのわずかな変化に、作戦会議室の誰だれも気づかなかった。たったひとり、妹のネリー・クローバーを除のぞいて。

　顔は正面に向けたまま、ネリーは視線だけでロイの様子を確かく認にんしてきた。妹の反応に気づいても、ロイは応じなかった。

　心が乱れた理由ははっきりしていた。軍務局長の正体にあるのだ。

　グスターヴ・クローバー。それが軍務局長の名であり、ロイとネリーの一番上の兄だった。ふたりとは歳としが離はなれており、グスターヴは今年で四十一歳さいにもなる。元々、共和国軍の作戦司令本部に席を置き、国防の一いつ端たんを担になっていた責任感の強い人物だった。部下からの信しん頼らいも厚く、仕事もよくできた。ただ、同時に打算的でもあり、極度に現実的でもあった。必要なものは受け入れ、不要なものは切り捨てることのできる人間なのだ。

　そして、ロイもグスターヴの人生に不要なものとカウントされ、この世から抹まつ消しようされそうになった過去がある。今から七年も前の話だ。そうした因いん縁ねんが、軍務局長との間にはあるのだ。

　口々に同盟に関する想おもいを、会議の参加者が吐はき捨てる中、最後までレンとロイだけが何も言わなかった。やがて、自然な成り行きで、そのふたりに視線が集まっていく。

　それに気がつくと、レンは椅い子すにもたれかかったまま、普ふ段だんの口調で素そっ気けなく言った。

「どうせ同盟を結ぶのであれば、もっと戦力を持っているところにしてほしかったですね。例えば、中立宗教国ノウスベルンとか。共和国と組んだところで、勝敗を決定づける要因にはならないでしょう」

　感想ではなく状じよう況きように対する別の意見をレンが述べたことで、同盟に反対していた各参さん謀ぼうの意思は、一いつ瞬しゆんにして鎮ちん静せい化された。そのせいで、ばつの悪い空気が流れた。

「クローバー提てい督とくはどうお考えです？」

　室内の雰ふん囲い気きを気にした様子もなく、レンは自然にそう聞いてきた。

　冷たく凍こごえた瞳ひとみはそのままで、ロイは真まっ直すぐにレンを見た。

「同盟の締てい結けつは決定事じ項こうだ。それについて意見を述べる意味はない。上の決定に従うのが嫌いやならば、自らが上に行き、決定する立場になればいい」

　それはレンにぶつけた言葉でも、会議の参加者にかけた言葉でもなかった。ロイが自身の苛いら立だちに対して言い聞かせた言葉である。

　ロイの心境を知ってから知らずか、レンは興味深そうにロイを見据すえていた。

「実にクローバー提督らしい意見だと思いますよ」

　そのレンの目は、初めてロイと会ったときに見せた挑ちよう戦せん的な色をたたえていた。だが、ロイは取り合おうとはせずに、あっさりと視線を逸そらした。肩かた透すかしを食らったレンは肩をすくめ、大人しく引き下がった。

　そう、自らの意志を貫つらぬき通したければ、上に行って企業連盟を動かす立場になればいい。会議の席で、自分が口にした言葉を反はん芻すうし、ロイは体内に渦うず巻まいていた苛立ちを吐はき出すように、深く息を吐はいた。それからコーデリアに視線で合図を送った。

　すると司令官室のほぼ中央に立体映像のスクリーンが表示される。

　映し出されているのは、銀河連合がオルキヌス星系の第五惑わく星せいダリアを攻こう略りやくした際の記録だった。監かん視し衛星から共和国軍の本部に送られてきたものを受け取ったのだ。

　惑星ダリアは長らく銀河連合の侵しん攻こうに対する盾たてとしての役割を果たしてきた。それを可能としていたのが、惑星を包み込む巨大な重力子フィールド『イージスの盾』だった。これがある限り、地上を含ふくめた惑星ダリアの攻略は不可能とされていた。

　ダリアは地球型惑星としては極きよく端たんに小さいという特とく徴ちようを持つ。有人惑星の中でも、群を抜ぬいており、人類発はつ祥しようの惑星、地球の衛星である月とほぼ同じ直ちよつ径けいしかないのだ。それでも、質量は地球に匹ひつ敵てきするため、大気を留とどめておけるだけの重力が存在する。

　同時に、高密度のダリアは、その圧力により、惑星内部に高熱化した地層を持っている。その熱を重力子フィールド発生のための膨ぼう大だいなエネルギーに転化している。これにより、イージスの盾は半永久的に発動が可能となった。

　この特異な環かん境きようがなければ、イージスの盾という兵器は実用化されなかっただろう。

　惑星ダリアは銀河系で唯ゆい一いつ、重力子フィールドに守られた星なのだ。最も安全な星といわれていたほどだ。

　だが、その惑星ダリアは陥かん落らくした。

　誰だれもが事の真しん偽ぎを疑ったが、ダリア陥落は、目を閉じようが耳を塞ふさごうが変わりようのない事実だった。

　そして、その夢のような出来事が、映像として司令官室で再現されていた。果たして銀河連合はどのような策を取ったのか。その答えのすべてが示されていく。

　映像が進むにつれて、デュムランは息を吞のんだり、啞あ然ぜんとしたようなうめき声を上げた。

　カプレオラ星系から撤てつ退たいした共和国軍の残存艦かん隊たいは、真っ先に惑星ダリアに逃にげ込もうとしていた。統合軍の追つい撃げき部隊はふたつの星空師団という編成だった。それぞれ、第三一、第三五の数字を冠かんしている。

　途と中ちゆう、第三五星空師団は、共和国軍残存艦隊の反撃を受けて後退した。その引ひき際ぎわの良さに惑星ダリアの防衛本部は気づくべきだった。

　第三五星空師団が戦線から離り脱だつしたことで、統合軍の追撃部隊の勢いは確実に弱まった。そこを狙ねらって、共和国軍は残りの第三一星空師団への反撃に転じた。第三一星空師団の足は鈍にぶり、統合軍による追撃戦の勢いは完全に止まった。

　それで安心した共和国軍の残存艦隊は惑星ダリアへと接近していく。当然、惑星ダリアにある防衛本部は、味方艦隊を受け入れるために、イージスの盾を解かい除じよした。

　その瞬しゆん間かんを狙ねらって、再度、統合軍のふたつの星空師団は牙きばを剝むいた。第三一星空師団は共和国軍の残存艦隊を後方から追走した。第三五星空師団は戦場となっていた周回軌き道どうの外側から、内側に回り込み、惑わく星せいダリアを挟はさんだ反対側に現れた。

　第三一星空師団は、イージスの盾たてが作り出せる重力子フィールドの限界点直前で、残存艦かん隊たいに再度追いついた。

　地上の防衛本部は、目の前まで逃にげてきた味方を見捨てることができず、イージスの盾の発動タイミングが遅おくれた。

　そしてそのわずかな遅れが、背後から現れた第三五星空師団による絶対防衛線の突とつ破ぱを許した。重力子フィールドの大きさ調整能力にも限界があり、ある一定以上は小さくできない。そのため、極きよく端たんに惑星に接近された場合、フィールドは敵艦隊を閉じ込める形でしか展開できなくなる。そして、その距きよ離りにまで第三五星空師団は見事に入り込んでいた。その直後から、惑星ダリアへの降下作戦が開始された。

　大気圏けんに突入する軌き道どう降下部隊が、船体を真っ赤に燃やしながら惑星に降り注いでいく。

　高度な兵器ほど、それを使用する人間の心理をついた作戦が有効となる。まさにその典型といっていい見事な作戦展開だった。

　破ることのできない『イージスの盾』をどう攻こう略りやくしたのか。

　その答えは実にシンプルだった。銀河連合はイージスの盾を使わせなかっただけなのだ。いかに鉄てつ壁ぺきを誇ほこる盾とはいえ、構えなければその効果は得られない。

　惑星ダリアに逃げ込むことに失敗した残存艦隊は、辛かろうじてカストル星系に退たい避ひした。その数は約二万隻せき。難しい状じよう況きようばかりが報告される中で、これは唯ゆい一いつの明るい知らせだった。この艦隊がなければ、数で圧倒的に劣おとる同盟軍に勝ち目はない。

　そして、その約二万隻の残存艦隊を救出し、合流するために、同盟軍はビソン星系にやってきたのだ。

　企業連盟側からは、クライスラー艦隊、クローバー艦隊、エバンス艦隊。共和国側からは第七艦隊、第九艦隊。それが同盟軍の全艦隊である。その総数は約四万隻程度で、艦隊の数に比べて、些いささか艦かん艇てい総数が釣つり合っていなかった。

　ロイの眼前のスクリーンでは、ようやく惑星ダリア攻略の映像が終しゆう了りようした。デュムラン参さん謀ぼう総長は、最後までじっと見据すえていた。ロイは机に肘ひじをついて、退たい屈くつしている様子だった。

『初めから再生しなおしますか？』

　相手を安心させるやさしい声こわ音ねでコーデリアが聞いてきた。それにロイは、首を左右に振った。一度見れば十分だ。それに、同じ手段で惑星ダリアを攻略することはできない。同じ状況を作るには、まず統合軍の本隊を破り、敗走させなければならないのだ。

　それができるくらいなら、最初から惑星ダリアの攻略などに意識は向けない。

　ようやくスクリーンから視線を外すと、デュムラン参謀総長は険しく歪ゆがんだままの表情で口を開いた。

「銀河連合に強力な拠きよ点てんを与あたえてしまいましたな」

　デュムランは難しい顔で考え込んだ。今回の救出作戦が成功したとしても、約四万隻せきの戦力差があるのだ。数の差を考えれば、正面衝しよう突とつだけは絶対に避さけなければならない。

　敵の拠きよ点てんを叩たたき足元から崩くずすにしても、イージスの盾たてを擁ようする惑わく星せいダリアは、容易には落とせない。

　窮きゆう地ちとも呼べる状じよう況きようが、重苦しい長い沈ちん黙もくを呼び込んだ。そして、それはコーデリアの心ここ地ち良い声こわ音ねによって終わりを迎むかえた。

『ロイ様、レーダーに共和国軍の残存艦かん隊たいを捉とらえました。接せつ触しよくまであと一時間半ほどです』

「その中に、電子妖よう精せいを乗せた旗艦は？」

　ロイの質問に、コーデリアは目を瞑つぶって首を左右に振ふった。カプレオラ星系に遠えん征せいしていた共和国軍は全部で八個艦隊あった。そのうちのひとつ、第一一艦隊の旗艦グングニルは、リュンクスの決戦において、ロイたちの手によって葬ほうむられた。コーデリアの報告で、残り七つの艦隊の旗艦も、すでに失われていることがわかった。それは、それと同じ数の電子妖精が散さん華げしたことを意味する。

　デュムランはＣＩＣに向かいますと断りを入れると、司令官室を出ていった。ロイも立とうとしたが、足が鉛なまりのように重く、すぐには動けなかった。理由は自覚していた。言葉でどう言い繕つくろおうとも、心が共和国との同盟締てい結けつを納なつ得とくしていないのだ。だが、この感情をどこにぶつけたところで現実は変わらない。

　変えたければ作戦会議の席でロイ自身が言ったように、企業連盟を動かす地位にまで上のぼり詰つめるしかない。それがどこであるかは、はっきりしていた。

　クローバー元首の座。

　そこまで到とう達たつできれば、自分の意志が企業連盟の意志となるだろう。絶対に手の届かない場所ではない。次期元首の継けい承しよう権を巡めぐる争いにおいて、ロイは一一番目につけている。上にいる十人を超こえればいいだけの話だ。そこには実の父や、兄の名が連なっている。軍務局長であるグスターヴもいる。だが、相手が誰だれであれ、ロイには関係のないことだった。

　生まれたときから、肉親の愛情など受けたことはない。命を奪うばわれかけたことはあるというのに。

　顔を上げるとコーデリアがすぐ側そばにいた。ロイの顔を心配そうに見上げている。

「コーデリア、私は……」

　途と中ちゆうまで言いかけて、ロイは言葉を吞のみ込んだ。他人に答えを求めるのは、自分の柄がらではないと気づいたからだ。

『ロイ様が目指そうと思う場所が、ロイ様の正しい居場所だとわたしは信じています』

　逸そらしていた視線を、ロイは再びコーデリアに向けた。

　コーデリアは先ほどと変わらぬ姿勢で、ロイを真まっ直すぐに見上げていた。

『わたしは何があろうとも、ロイ様にお仕えします。だから、どうか迷わずに、道をお進みください。その道に立ち塞ふさがる者がいるのなら、わたしとアロンダイトが撃うち砕くだきます。たとえ、幾いく千、幾万、幾億の人の血で、この身を染めたとしても……。わたしは、戦うために存在しているのですから』

　最後まで、コーデリアの瞳ひとみはロイを映していた。

『出すぎたことを言いました。お許しください』

　銀色の髪かみに、ロイの手が伸のびる。その手は当然のように空を切った。だが、それでもロイの表情から迷いは消えていた。

「ＣＩＣに移動する」

　そう言って歩き出したロイの足取りは、力強く自信に溢あふれていた。少なくとも今やるべきは他ほかにある。軍神スタンリー・マスターズという脅きよう威いが、目前に迫せまっているのだ。これを退けることができなければ、明日のことなど考えるだけ無む駄だである。

　ロイの心はすでに戦場へと向かっていた。




　　　　　　　　５




　共和国の残存艦かん隊たい約二万隻せきを、同盟軍のＩＦＦが確かく認にんした九分後、その後方に銀河連合統合軍の影かげが捕ほ捉そくされた。オフィーリアの事務的な報告を、ネリー・クローバーはダインスレイフの司令官室で聞くことになった。統合軍によるオルキヌス星系攻こう略りやくのデータを確かく認にんするために、ネリーは司令官室を訪問していたのだ。
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　室内には参さん謀ぼう総長のシュトロブルの姿もあった。すでに還かん暦れきを迎むかえ、落ち着き払はらったシュトロブルからは、統合軍捕ほ捉そくの報告に対する焦あせりは感じられなかった。それよりも惑わく星せいダリア陥かん落らく時のデータを神しん妙みような面おも持もちで確認していた。

　向かい合ってソファに座るネリーとシュトロブルの間には、重苦しい空間が生まれていた。たとえ、ここで共和国軍の残存艦かん隊たいの救出に成功したとしても、事態が飛ひ躍やく的に好転するわけではない。不利な状じよう況きようが覆くつがえるわけではないのだ。

　沈しずんでいく空気を入れ替かえるために、ネリーは部屋の主に視線を向けた。シュトロブルも横目でレンを見ていた。

　レンは何やら長細いものを無言で口に運んでいた。それが何であるかは見ればわかる。パンの耳だ。執しつ務む用の机の上には、透とう明めいな袋ふくろの中に、まだ大量のパンの耳があった。それを、定期的にレンはもさもさと食べていた。

　ずっと気にはなっていたが、口を挟はさむタイミングをネリーは逃のがしていた。統合軍のデータ解かい析せきに意識を集中しなければならなかったし、それが一段落した直後には、残存艦隊の艦かん影えいが確認された。そして今さっき、統合軍の追つい撃げき艦隊までやってきた。

　ネリーの凛りんとした瞳ひとみが、真まっ直すぐにレンの口元に向けられた。視線に気づいたレンは、食べますか、と場ば違ちがいな返答をしてきた。

　逆立つ感情を抑おさえつつも、ネリーは我が慢まんできずに口を開いた。

「提てい督とく、あなたはどういうつもりなのですか」

　なるべく平静を装よそおったつもりだが、元々強気な性格のためか、攻撃的な感情がその声には多分に乗っていた。細められた鋭するどい目と、今のような感情をネリーに向けられた場合、男女問わず大たい抵ていの人間が萎い縮しゆくする。クローバーの名に恐おそれるのだ。

　だが、レンの反応はまるで違っていた。

「食べられるのに捨ててしまうのは、勿もつ体たいないと思いませんか？」

　論点の違った返答に、さらにネリーの温度が下がった。レンは気にもせず口を開いた。

「それにこれには恩もありますしね」

「パンの耳に、ですか？」

「何も食べるものがなかったときには、よくこれで空腹を凌しのいだものですよ。パン屋の裏口に置いてあるのをもらってね」

　表情も口調も、懐なつかしい思い出を語るときのものだった。だが、その中に、酷ひどく脆もろくて、暗い影かげが宿っているようにネリーには思えた。一いつ瞬しゆんだけ、レンの表情が翳かげり、視線が落ちたのを、ネリーは見逃さなかった。

「この世にパンの耳がなければ、僕は今日まで生きてこられなかったでしょう」

　ネリーは黙だまるしかなかった。レン・エバンスの過か酷こくな過去に理解を示すことなどできない。食べるものがない状じよう況きようなど、ネリーには想像もできないのだから。

　反論がないとわかると、レンはそろそろ行きますかと言って立ち上がった。のんびりとした足取りで、ネリーの近くまでやってくる。それから、パンの耳をネリーに差し出した。

　ネリーは反射的にパンの耳を受け取ってしまった。

「では、僕は先にＣＩＣに向かいますので」

　それだけ言って、言葉通りにレンはさっさとひとりで部屋を出ていった。そのレンの背中にオフィーリアが優ゆう雅がに頭を下げた。

　ネリーは手渡わたされたパンの耳とレンの背中を見比べて、何か言おうとしたが、結局言葉を吞のみ込んだ。

　シュトロブルは司令官に続いて部屋を去った。統合軍の接近に備えなければならないのだ。

　部屋には美しいふたりの女性だけが残った。

　ネリーは司令官と参さん謀ぼう総長を追わずに、オフィーリアと向き合った。

『わたくしになにか？』

　首を傾かしげるかわいらしい仕し種ぐさに合わせて、艶つやのあるオフィーリアの黒くろ髪かみがふわりと揺ゆれた。「なぜ、あなたは……」

　零こぼれ落ちたのは、少女のようにか細い音色だった。自分の声がどこか、他人のもののようにネリーには思えた。
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　ずっと胸に秘ひめていた疑問を、ネリーはようやく口に出す機会を得た。いや、オフィーリアに問いただす機会は以前からあった。無意識下で、ネリーはこの質問を避さけてきたのだ。

　目の前で聡そう明めいな表情を見せるオフィーリアは、ネリーの言葉の続きを、理解しているように思えた。だから、引き下がることもできず、ネリーは臆おくすることなく最後まで言葉を紡つむいだ。

「なぜ、あなたはレン・エバンスを主に選んだの」

　潮が引くように、オフィーリアの表情から穏おだやかさが消えた。代わりに、真しん剣けんな目がネリーを見据すえていた。視線を逸そらしたい気持ちに駆かられながらも、ネリーはオフィーリアを見続けた。今、ここで逃にげてはならないと思った。

「私を選ばなかったことを責めるつもりはないわ。相応ふさわしくない面も多々あるけれど、レン・エバンスに艦隊司令官としての素質があるのは認めています」

『仰おつしやる通りですね』

「あなたの目に、レン・エバンスはどう映っているの？」

　透すき通った目がネリーを見ていた。

『その質問にはお答えしない方がよろしいでしょう』

「なぜ？」

　鋭するどさの増した目で、ネリーはオフィーリアを睨にらみつけた。

『わたくしの答えはわたくしの答えでしかありません。クローバー戦せん闘とう参さん謀ぼうのものではありませんゆえ、お話ししたところであまり意味はないかと存知ます』

　そう言って、オフィーリアは目を伏ふせた。

　ネリーは電子妖よう精せいの言葉に、心を見透すかされた思いがした。

　今度はネリーが目を伏せる番だった。

『ひとつ申し上げるなら、わたくしはレン・エバンスに出会わない限り、こうして誰だれかに仕えることなどなかったでしょう』

　ネリーが顔を上げると、そこにはオフィーリアの穢けがれのない純じゆん粋すいな微笑ほほえみがあった。どこまでも眩まぶしかった。正視することすら躊躇ためらわれた。

　レン・エバンスと電子妖精オフィーリア。ふたりの出会いは運命だったとでもいうのだろうか。

『では、先にＣＩＣに行きます。戦闘参謀もお急ぎください』

　小さくお辞じ儀ぎをすると、オフィーリアはその場から消えていなくなった。ＣＩＣに先回りをして、レンを迎むかえ入れるつもりなのだろう。

　ひとり残されたネリーは、手の中の違い和わ感を思い出し、視線を右手に向けた。そこには、レン・エバンスを今日まで生き延びさせたというパンの耳があった。じっと見つめたあとで、ネリーは恐おそる恐る口に運んだ。ぱさついたパンの耳はお世辞にも、おいしいとは言いがたかった。そして、やはり、そんなことをしてもレン・エバンスを理解するには至らなかった。




　戦せん闘とう参さん謀ぼうのネリーが着席すると、旗き艦かんダインスレイフのＣＩＣのシートはすべて埋うまった。すでに統合軍接近の知らせは、全員の耳に届いている。

　シートに座る際、ネリーはオフィーリアを一いち瞥べつした。すると、美しい電子妖よう精せいは目礼を返してきた。雑念を払はらい、ネリーは接近してくる敵に集中した。

　持ち場に着いたことで、戦闘を目前にした緊きん張ちよう感が一気に膨ふくれ上がった。

　それに合わせて、ＣＩＣの中は、真空に溶け込むような静せい寂じやくに包まれた。人だけではなく機関までもが息を殺している。

　現在、銀河連合の索さく敵てきから逃のがれるため、同盟軍の全艦かん艇ていは機関を停止しているのだ。駆く動どう音も聞こえない。

　物静かなダインスレイフと同調するかのように、機関参謀のファルコは物音を立てないように厳いかつい体を縮ちぢめていた。航行参謀のギュネスも、動作に気をつけているように見えた。ＣＩＣで物音を立てたところで、敵に見つかるわけでもないのに。

　下部ブロックにいるもうひとりの参謀であるモンティーユも、ゆっくりと慎しん重ちように呼吸を繰くり返していた。緊きん張ちようをほぐそうとしているのだろう。

　ネリーは下部ブロックの様子を確かく認にんし終えると、横目にレンを映した。

　張り詰つめた静寂の中で、レンだけが場の空気に取り込まれることなく自然体でいた。いや、そのレンを主と決めたオフィーリアも同様だった。ふたりを取り巻く空気の色が違ちがって見える。そこには、緊張も焦しよう燥そうも感じられない。無色透とう明めいで、ネリーには何の感情も見つけられなかった。それなのに、レンの体は戦いを前に小刻みに震ふるえている。そのギャップがなんとも不自然だった。

　いつものように、突とつ然ぜん、レンは口を開いた。

「敵艦隊の詳しよう細さいを教えてください」

　主の指示を聞き終えるのとほぼ同時に、オフィーリアはレーダーに銀河連合艦隊を表示した。すでに用意してあったのだろう。表示に合わせて口頭での報告が続いた。

『総数は約三万六〇〇〇隻せき。ＩＦＦ照合の結果、第三一星空師団と第三五星空師団と判明しました』

　艦隊名を示すタグの下に、各星空師団の師団長の名前、電子妖精、それから旗艦の名が刻まれた。

　第三一星空師団師団長リッチ・シリング中将、電子妖精カルティエ、旗艦フィッシュライア。

　第三五星空師団師団長ケン・ギャノン准じゆん将しよう、電子妖精ベルベット、旗艦エルスタア。

　どちらの師団長の名にも、ネリーは聞き覚えがあった。近年、戦場で功績を上げている統合軍の注目株ふたりだ。手て強ごわい相手である。

　それぞれの師団には約一万八〇〇〇隻せきの艦かん艇ていが揃そろっている。内訳は突とつ撃げき艦が一万六〇〇〇隻で、砲ほう撃げき艦が二〇〇〇隻。編成は、両星空師団共に同じだった。

　統合軍の極きよく端たんな編成に、参さん謀ぼう総長のシュトロブルは唸うなった。腕うでを組み、眉まゆを寄せて困ったような顔をしている。

　同じように、ネリーの表情にも陰かげが落ちた。突撃艦だけでも約三万二〇〇〇隻。

　このビソン星系は、ガスや塵ちり、惑わく星せいの残ざん骸がいなどが散らばり、重力子フィールドを持たない砲撃艦は、あまり自由が利きかない。浮遊する隕いん石せきに激突する危険があるからだ。

　銀河連合統合軍の編成を見ると、ビソン星系での大規模戦せん闘とうを見越こしているようにも取れる。本当にそうであれば、同盟軍の作戦が、統合軍に読まれている可能性も考えに入れておく必要がある。

　同盟軍の全五艦隊は、ビソン星系の中心部にある筒つつ状の小惑星帯内うち側がわに張りついている。この筒には『蛇へびの巣そう穴けつ』という異名がつけられていた。直径は一〇〇万キロにも及および、全長に至っては、一億二〇〇〇万キロにもなる。

　その巨大な筒の上部に、元コックの司令官が率いるエバンス艦隊は潜ひそんでいた。艦隊の総数は約一万隻。すべてが突撃艦だった。

　筒の中央を軸じくとした反対側、すなわち、筒の下部には、クローバー艦隊が同様に息を潜めて隠かくれていた。

　エバンス艦隊の後方には、クライスラー艦隊約一万隻の姿が見られ、クローバー艦隊の後方には、共和国軍第九艦隊の約一万隻が同じように待機していた。その四艦隊を合わせた総数は約四万隻。それが同盟軍の全戦力だった。

　残りの第七艦隊の旗艦ブリューナクには、残存艦隊を拾い上げる任務が与あたえられている。残存艦隊の約二万隻が電子妖よう精せいの遠えん隔かく操作圏けん内に入ったのち、即そく座ざにデータリンクを行い、有効戦力として組み込む予定だ。

「提てい督とく、クライスラー総司令官から、最後の作戦確かく認にんをしたいと連れん絡らくが入っています」

　情報参謀のモンティーユが上部ブロックを振ふり向きながら言った。レンが頷うなずくと、即座に他ほか四つの旗艦と通信が繫つながった。正面のスクリーンが四つの画面に分割された。四人の提督の顔が映し出された。

　左下にいるのは、共和国軍第七艦隊のエディ・グラント中将だ。彼はルトラ星系でクローバー艦隊に敗やぶれ、企業連盟の捕ほ虜りよとなっていたが、今回の同盟の締てい結けつを受けて解放されていた。

　右下にいるのは第九艦隊のダビド・ヴィエラ中将である。彼は共和国軍では最も日の浅い提督だ。契けい約やくの典礼で電子妖精に選ばれてから三年しか経たっていない。すでに五十六歳さいで、提督になるまではデスクワーク主体の後方支し援えんの任務ばかりについていた。そのせいか、いかにも軍人らしいグラントとは違い、ヴィエラはどこか温和で、クライスラー総司令官に通じるものがあるとネリーは思った。

「我々の目的を再確かく認にんしておきます。ひとつはカプレオラ星系に遠えん征せいしていた艦かん隊たいを、銀河連合の追つい撃げき部隊から救出すること。そして、もうひとつは、追撃部隊の足を止め、このビソン星系から全艦隊が無事に撤てつ退たいすることです」

　そのための作戦はすでに決行されている。暗くら闇やみの中で息を潜ひそめているのは、クライスラーの言ったふたつの目的を果たすためである。

「現在、残存艦隊は統合軍の星空師団より先行しています。ですが、我々が待機するこの宙域に到とう達たつする頃ころには、恐おそらく追いつかれるでしょう。たとえ、残存艦隊が敵軍の攻こう撃げきを受けても、我々は動けません」

　残存艦隊の中には、破損し推すい力りよくの低下した船もある。統合軍の方が足は速い。

　その上、残存艦隊の約三割は、突とつ撃げき艦に比べ足の遅おそい砲ほう撃げき艦であることも、状じよう況きようをより困難なものにしていた。敵が突撃艦のみを先行させれば、早々に追いつかれる。

　敵を十分に引き寄せた上での奇き襲しゆう攻撃。この作戦が最大効力を発はつ揮きするには、敵艦隊を懐ふところに誘さそい込む必要があった。そのためには、残存艦隊が敵に追いつかれ、攻撃を受けようとも動くわけにはいかないのだ。この旨むねはすでに最大船速でこちらに向かってくる残存艦隊には伝わっている。

　救出しなければならない事情もあるが、統合軍の追撃部隊を叩たたく必要もあった。どちらかだけを成功させればいい作戦ではない。同盟軍が今後も銀河連合統合軍と戦い続けるためには、作戦を両立させるのが絶対条件なのだ。

「さて、何か質問は？」

　しばらく待っても、誰だれからも発言はなかった。

「では、攻撃開始まで、今後一いつ切さいの通信を禁じます」

　通信が遮しや断だんされると、また話し声がなくなり、ダインスレイフのＣＩＣに息苦しい空気が戻もどってきた。レンは手の震ふるえを鎮しずめようとしているが、上う手まくはいかない様子だった。

　そのレンを見ていて、ネリーは妙みような違い和わ感を覚えた。照明が暗いせいもあるが、それでもレンの顔色がよくないように思えた。

　取り巻く空気も普ふ段だんと違ちがって、存在がおぼろげで、どこか儚はかなく感じた。触ふれた瞬しゆん間かんに泡あわとなって消えるのではないかと、ネリーを不安にさせた。

　確認の意図で、オフィーリアに視線を向けた。

　電子妖よう精せいは主のバイタルを常にチェックしている。睡すい眠みん不足ひとつとっても、電子妖精を欺あざむくことはできない。だから、オフィーリアになら、ネリーの感じた違和感が本物なのかどうか、わかっているはずなのだ。

　オフィーリアがネリーに気づき、ふたりは顔を見合わせた。ネリーの視線が一瞬だけレンへと向けられる。それだけでオフィーリアになら意図が伝わったはずだ。

　ネリーの思おも惑わく通り、オフィーリアの黒い瞳ひとみが、主の横顔を見つめた。それから、ほんのりと赤く染まったオフィーリアの唇くちびるが動いた。

『あと三〇秒で、残存艦かん隊たいは統合軍艦隊に追いつかれます』

　美しい電子妖よう精せいが紡つむいだ言葉は、ネリーの期待したものではなかった。だが、ここが戦場であるという現実に、ネリーを引き戻もどすには十分だった。

　レーダーに意識を戻すと、楕だ円えん形の陣じん形けいで航行する残存艦隊の後方に、ふたつの円えん錐すい陣形が迫せまっていた。統合軍の第三一星空師団と第三五星空師団だ。

　残存艦隊が同盟軍の潜ひそむ宙域に逃にげ込むには、あと七分が必要だ。その間、後方に配置された艦かん艇ていは、背後から無抵てい抗こうのまま攻こう撃げきを受けることになる。

　果たして、カプレオラ星系からの撤てつ退たい行動で疲ひ弊へいした艦艇に、七分間逃げきるだけの体力が残っているのか。

「オフィーリア、機関始動の準備だけは整えておいてください」

『はい、マスター』

　主の指示をオフィーリアがやわらかい声で受け止めた。

　ネリーはきつい目でレンを見た。元コックの司令官が出した指示は、場合によっては作戦を無視して予定より早く行動することを意味していた。

　本作戦はエバンス艦隊の単独任務ではない。ひとつ艦隊の不用意な行動は、全軍に不利益をもたらしかねない。そして、その不利益は、同盟軍の敗北に繫つながる。行き着く先は、企業連盟の解体だ。

『敵艦隊、接せつ触しよくします』

　先ほどオフィーリア自身が宣告した三〇秒丁ちよう度どのことだった。レーダーを見ているだけで、残存艦隊の足が鈍にぶったのがわかった。合流までの時間をオフィーリアが再計算して提示する。

　残り八分二〇秒。

　ネリーは予想した以上の速度の低下に眉まゆを寄せた。そのネリーの視界の片かた隅すみで、レンは考え事をするように目を瞑つぶった。

　今この時点で飛び出しても、残存艦隊の救出だけなら成功するだろう。だが、その後に待っているのは、統合軍三万六〇〇〇隻せきとの艦隊戦だ。それも正面からの。

　損害が軽けい微びで済むわけがない。下手をすれば、救った残存艦隊よりも多くの損害を出すことになる。そうなってはオルキヌス星系に残った統合軍と渡わたり合うことはできない。

　だが、それは残存艦隊の救出にここで失敗しても同じことである。どちらが正しい選せん択たくか、ネリーはすぐに答えを出せなかった。

　その間にも、残存艦隊を示すレーダー上の光点の数は、時間の経過と共に減少した。

　ファルコ機関参さん謀ぼうが額の汗あせを拭ぬぐいながら、司令官のレンを振り向いた。目の前で無む抵てい抗こうに沈しずめられていく船を見ているのが辛つらくなったのだろう。それは、ギュネスやモンティーユも同じだった。

　何か手はないのかと、彼らの目は語っていた。

「今は耐たえるほかに手段はありますまい」

　参さん謀ぼう総長のシュトロブルが重苦しい結論を出した。

　ネリーが作戦時計を見ると、残りは五分を切っていた。だが、その五分が無限の時間に思えてくる。

　約二万隻せきあった残存艦かん隊たいも、接せつ触しよくからわずか三分程度で、一割がレーダーから消えていた。

　各参謀の目は、ただじっと作戦時計の刻みを見据すえていた。早く進めと願いを込めながら。

　そんな中、レンは目を見開きレーダー上の同盟軍と残存艦隊の位置を見比べた。それから傍かたわらに控ひかえたオフィーリアを肩かた越ごしに見上げた。

「オフィーリア、残り二分で機関を始動。同時に重力子フィールドを展開し、敵艦隊に突とつ撃げきしてください」

　ネリーの肩が跳はねるように揺ゆれた。

「提てい督とく、それでは他ほかの艦隊との足並みが崩くずれます」

　反射的にネリーは反対意見を述べていた。

「ここまで引きつければ奇き襲しゆうとしての効果はある程度期待できます」

「ですが、敵の突撃艦は三万二〇〇〇隻いるのです。私たちの数をお忘れですか？」

　エバンス艦隊は敵の三分の一にも満たない一万隻。奇襲という好条件があるとはいえ、戦力差は圧あつ倒とう的だ。数の差でねじ伏ふせられてしまう。

「多分、三万二〇〇〇隻対一万隻にはなりませんよ。こちらは二万隻です」

　前を見ていた航行、情報、機関の三参謀が、レンの発言を受けて振ふり向いた。もう一万隻はどこから調達するつもりなのか。それを疑問に思ったのだろう。

　彼らの疑問に答えるように、レンは事もなげに自分の考えを口にした。

「クローバー少将なら動きますよ。挟きよう撃げきにもなりますし、二万隻いれば十分です」

　レンのその発言に、全参謀が沈ちん黙もくで応じた。

　ネリーが口を開いたのは、長い沈黙のあとだった。

「連れん絡らくを取れず、確証が持てない以上、作戦時間より前に動くのは危険です」

　後押しするように、シュトロブル参謀総長が続いた。

「そうですな。クローバー艦隊が動かなければ奇襲攻こう撃げきは失敗します。そうなれば、敵艦隊と正面から交戦することになり、被害も甚じん大だいなものとなるでしょう。ここは作戦時間を待ち、全艦隊で奇襲を仕し掛かけるべきかと思いますが」

　レンは左右にいる参謀総長と戦せん闘とう参謀の顔を見比べたあとで、ネリーにだけ質問をぶつけてきた。

「この状じよう況きよう下で、クローバー少将が大人しく作戦時間を待つと思いますか？」

　試ためすようなレンの言い回しに、ネリーの目が鋭するどく光った。上官であることも関係なく、レンを睨にらみつける。こうも感情的になるのは、レンの指し摘てきともいえる質問が、ネリーの本音を捉とらえていたせいだった。

「打てる手があるのに、何もせずにいられる人ではないでしょう」

　レンと同様、ネリーも兄ならば動くかもしれないと思っていた。指を咥くわえて味方の戦力が葬ほうむられていくのを、黙だまって見ている人ではない。作戦時間を待って救出するよりも確実な方法があるなら、それを実行に移す行動力と決断力も秘ひめている。

　司令官と戦せん闘とう参さん謀ぼうのやり取りを最後に、鋭するどく行き来をしていた人の意識が、落ち着きを取り戻もどした。レンの判断に同意するという結論を得て。

　その頃ころ合あいを見計らい、ＣＩＣの様子を見守っていたオフィーリアが機関始動一〇秒前を告げた。

　涼すずしげな声こわ音ねでカウントダウンが始まる。

『機関始動、五秒前……四……三……二……一……始動します』

　対消しよう滅めつ機関が唸うなりを上げ、ＣＩＣに本来の息吹いぶきが戻っていく。駆く動どう音が小さな振しん動どうを伴ともなって胃の中を揺ゆさぶった。

　すぐさま、オフィーリアは重力子フィールドを展開させた。推すい進しん部に火が灯ともる。この時点で、統合軍はこちらの存在を察知したはずだ。ネリーの脳裏に、クライスラー総司令官、グラント中将、それにヴィエラ中将の動どう揺ようする姿が浮かんだ。レンの考えに賛同し、即そく座ざに艦かん隊たいを動かしてくれることも期待していたが、そう上う手まくはいかないとネリーは決めつけた。あまり楽観的に考えては、裏切られたときに立ち直れなくなる。

『マスター、どうぞ』

　準備が整うとオフィーリアは最後の一言をレンに預けた。

「敵艦隊の真上に、突とつ撃げきしてください」

　レーダー上の敵艦隊に、レンの指が振ふり下ろされた。統合軍の第三一、第三五星空師団は円えん錐すい陣じん形けいで後方から共和国軍の残存艦隊を攻こう撃げきしている。その頭上を狙ねらって、エバンス艦隊は突進を開始した。

　ＣＩＣの注意は敵艦隊よりも、クローバー艦隊に向けられていた。レンの言葉を信じれば、クローバー艦隊は動く。だが、その保証はどこにもない。レン個人が動くと判断したに過ぎないのだ。

　クローバー艦隊が動かなければ、三万二〇〇〇隻せきの敵突撃艦に対して、一万隻で挑いどまなければならない。圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きように、ネリーの体は緊きん張ちようで強こわ張ばっていた。だが、その緊張の本質は、敵の数に対する恐きよう怖ふよりも、レンの予想の正否に向けられたものだった。

　確かく認にんが取れるまでのわずかな時間に、ネリーの目の前に座るシュトロブルは、二回喉のどを鳴らした。ファルコは足を組み替かえた。モンティーユが後ろを振り向き、ギュネスもそれにつられていた。ネリーの喉はからからに渇かわいていた。

　そして、参さん謀ぼうたちの視線を浴びせられながら、オフィーリアが結果を伝えた。

『クローバー艦かん隊たいも突とつ撃げきを開始しました』

　驚おどろきと安あん堵どが、吐と息いきとなって一いつ斉せいに吐はき出された。

　捕ほ捉そくにかかるまでの時間を考こう慮りよすれば、クローバー艦隊は、エバンス艦隊とほぼ同時刻に動いた計算になる。中央にいるふたつの統合軍艦隊に対して、企業連盟の二艦隊は、完全に上下を取っていた。エバンス艦隊が上方から降り注ぎ、下方からクローバー艦隊が突つき上げていく。完かん璧ぺきな挟きよう撃げきが完成していた。

　予定よりも早く動いたが、奇き襲しゆう攻こう撃げきは成功するとネリーは確信した。それは司令官シートに座るレンの顔からも窺うかがい知れた。

　だが、そのわずかな安心は、突とつ如じよ鳴り響ひびいたアラートによって消し飛ばされた。

「オフィーリア！」

　真っ先にレンが声を上げた。

　ネリーも跳はね上がる心臓の鼓こ動どうを押さえつけながらオフィーリアを見た。

『重力子レーダーが統合軍艦隊の後方に艦かん影えいを捉とらえました』

　続けて敵味方識別の照合が始まる。その数秒間、ＣＩＣは緊きん張ちようで縛しばられた。ネリーの頭の冷静な部分が、味方ではないと結論を下した。だが、味方艦隊かもしれないという淡あわい期待を、捨て去ることはできなかった。

『ＩＦＦ照合終了。銀河連合統合軍と判明。総数約六万四〇〇〇隻せきです』

　数が衝しよう撃げきとなって、ＣＩＣを揺ゆさぶった。本当に足元が揺れているような錯さつ覚かくすら、ネリーは感じた。

　六万四〇〇〇隻。絶望的な数だった。目の前には三万六〇〇〇隻の敵もいるのだ。合流したあとの銀河連合統合軍の総数は約一〇万隻に膨ふくれ上がる。

　オフィーリアの報告がどこか遠くに聞こえた。

『第三二星空師団、第三三星空師団を特定。残りひとつは……』

　レーダーに三つの敵艦隊が新たに登場した。ひとつだけは、まだ、艦隊名を示すタグが記されていない。

　だが、確かく認にんするまでもなく、ネリーにはわかっていた。全身を駆かけ抜ぬけた悪お寒かんが、その正体を確定づけていた。

『第一星空師団と判明。旗艦パラディースフォーゲルの信号を確認しました』

　ＣＩＣの空気が瞬しゆん時じに凍こおりついた。

『電子妖よう精せいはエルメス』

　共和国に侵しん攻こうした銀河連合統合軍の総数は約一〇万隻。その情報が正しければ、攻せめ込んできた統合軍の艦かん艇ていすべてが、この星系に揃そろっていることになる。

　そして、その大軍を指し揮きしている者の名は……。

『師団長は、統合軍最高司令長官、スタンリー・マスターズ元げん帥すいです』

　残ざん酷こくな宣告がなされた中でも、時間は刻一刻と刻まれる。残存艦かん隊たいの追撃を行っていた第三一、第三五星空師団が足を止めた。同盟軍の全艦隊を、彼らだけで相手にするのは危険と考えたのだろう。

　後方からやってきた銀河連合の三つの星空師団は、味方に合流するとぴたりと動きを止めた。

　銀河連合統合軍約一〇万隻せきの艦かん艇ていが、じっと同盟軍を見据すえた。

　その視線に射抜ぬかれたかのように、残存艦隊と合流した同盟軍の全艦艇の推すい進しん部からも火が消えた。

　時が止まった。

　両軍の間に、緊きん張ちようの風が吹ふき込んでくる。

　蛇へびの巣そう穴けつの中で、同盟軍の約五万隻と、銀河連合の約一〇万隻は、向かい合ったまま、静かに立ち止まった。
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　旗艦ダインスレイフの料理長を務めるトムズは、誰だれもいない空っぽの食堂の景け色しきをぼんやりと眺ながめていた。トムズの目め尻じりは下がり、物悲しさが表情から窺うかがえた。

　将兵が食事に訪おとずれる時間帯になれば、軍艦の中とはいえ、この食堂もかなりの賑にぎわいを見せる。料理を口に運びながら談笑し、今日の出来事を何気なく語り合う。戦友と共有するありきたりのやり取りが、いつもの食堂には溢あふれていた。

　時計の針はすでに午後七時を回っていた。平時であれば、席の半分が埋うまっている時刻だ。だが、何度見回しても、食堂に人の影かげはない。

　トムズは誰もいない椅い子すとテーブルをじっと見つめた。

　こうして、感かん慨がいに耽ふけっていられるのも、あとどれほどの時間か。この静せい寂じやくは、現在、ダインスレイフを含ふくむ全艦艇が停船しているからに過ぎない。

　戦せん闘とうが始まれば、激しい揺ゆれが艦内を襲おそうだろう。たとえ、重力制せい御ぎよと慣性制御の恩おん恵けいを受けても、衝しよう撃げきのすべてをなかったことにはできないのだ。調理場に入り、料理を作るなどもってのほかだ。

「料理長、このワゴン、機関室に運びますよ？」

　カウンターの奥から、白い調理服に身を包んだ青年が顔を覗のぞかせていた。固形食の積まれたワゴンを指差している。

　ああ、と大きな声でトムズが答えた。ふと、トムズの脳裏にダインスレイフの責任者の顔が思い浮かんだ。確か、先ほどの青年と、ここの司令官レン・エバンスは同い年だったはずだ。

　調理服の青年はワゴンを押して、慌あわただしく飛び出していった。戦せん闘とうが再開されるわずかの隙すき間まに、兵たちに食事を届けようとしているのだ。状じよう況きようが切せつ迫ぱくしているだけに、普ふ段だん、食堂で振ふる舞まっているような手の込んだ料理は用意できない。包みを開けて、ただ食べるだけの固形食を配給するのが、今のトムズの仕事だった。

　栄養のバランスを取るという意味では十分な食事だ。だが、やはり楽しんで食べるものではない。トムズ自身はあまり好きではなかった。その好きではないものを、他人に出すという行こう為いにも思うところはあった。

　トムズは食堂の壁かべに設置されたコンソールに触ふれた。立体映像のレーダーが表示され、状況が映し出される。ここからでも、戦況を確かく認にんすることはできるのだ。

　トムズの視界の中で、無数の光点が星の群れとなって輝かがやきを放っている。その群れはふたつあり、そのふたつは向かい合わせに並んでいた。

　一方は企業連盟と共和国の同盟軍。

　もう一方は銀河連合統合軍だった。

　一隻せきでも動き出せば、この均きん衡こうは崩くずれる。巨大な群れ同士が正面から衝しよう突とつするだろう。だから、安易に行動を起こすことはできない。息を吞のむような緊きん張ちよう感が、ビソン星系の蛇へびの巣そう穴けつを完全に支配していた。

「嵐の前の静けさ、か」

　ぽつりと零こぼれたトムズの独ひとり言ごとは、客のいない食堂にやけに響ひびいて聞こえた。それがまたこの場の静けさを強調した。

　コンソールを消すと、トムズは誰だれもいない食堂を再び見回した。

　じきに、両軍合わせて一五万隻が命を奪うばい合う。望む、望まないにかかわらず、その結末は時の流れが教えてくれる。そこから逃のがれる術すべはない。だが、結末を待っているだけというのもトムズの性には合わなかった。

　トムズは黙だまってテーブルを拭ふき始めた。明日にはこの食堂が賑にぎわいを取り戻もどしていることを願いつつ、将兵の顔をひとりずつ思い浮かべながら。




　トムズと同様に、普ふ段だんとは違ちがった空気を、広報部のジョン・セラーズも感じていた。今、彼はクライスラー艦かん隊たいに所属する突とつ撃げき艦かんの中にいた。白はく兵へい戦指し揮き官の指示で、半ば強引に自室待機をさせられていたが、長すぎる沈ちん黙もくに耐たえ切れず、カメラを持って通路に飛び出した。

　セラーズの足は三歩前に進んで、ぴたりと止まった。本人の意思に反して、足がまったく動かなくなっていた。足の指先から、震ふるえが這はい上がってきた。

　部屋を出たとたん、刃は物もののように研とぎ澄すまされた空気をセラーズは肌はだに感じた。通路はしんと静まり返り、冷ややかに凍こおりついていた。冬の明け方を連想させる厳しさがそこにはあった。

　セラーズは何も考えずに、反射的にカメラを構えた。シャッターを二度切った。

　レンズを向けた先にあるのは、何の変へん哲てつもないただの通路だ。部下に指示を飛ばす士官の顔もなければ、船体の揺ゆれに耐たえる兵の姿もない。忙せわしく駆かけ回る機関士もここにはいない。あるのは、無機質な空間だけだった。

　それでも、セラーズには人の意思が漂ただよっているように思えた。数え切れないほどの人の意思が混ざり合っている。厳しさと鋭するどさ、不安と恐きよう怖ふ。様々な感情が入り乱れ、ひしめき合い、そして、打ち消し合っている。

　セラーズはまたシャッターを切った。目は見えない何かを探るように細められた。この場の雰ふん囲い気きも含ふくめて、写真に収めたいと思っていた。ここに、生々しい感情を剝むき出しにする人間の姿はない。それでも、これこそが戦場を知らない人間に伝えなければならないことのような気がした。

　ここは最も天国に近い場所であり、最もこの世から離はなれた場所だ。生きて帰れる可能性は極きわめて低い。それでも、セラーズは貧びん乏ぼうくじを引かされたとは思っていなかった。

　すでに、自分は二度死んだ人間だとセラーズは考えていた。

　一度目は、エルガー艦隊の旗艦コルタナに搭とう乗じようしていたときだ。天才用兵家クラウディオ・アレティーノに艦隊を強きよう襲しゆうされ、旗艦が被ひ弾だんしたため起きた急減圧で意識が飛んだ。結果的には、救きゆう援えんに駆かけつけたクローバー艦隊に助けられ、一命を取り留めた。

　二度目は、リュンクスの決戦だ。エバンス艦隊所属の突撃艦ミールに乗り込み、アレティーノに挑いどみかかったときは、今度こそ生きては帰れないと覚かく悟ごした。その旨むねをしたためた遺書を妻に送ったくらいだ。結局生き残り、遺書を破は棄きするように妻に伝えることになった。ルトラ星系に戻もどった際に、妻と連れん絡らくを取ると、激しく泣かれた。最後の方はただ、よかったと繰くり返していた。その声は、まだ耳の奥の方に消えずに残っている。生きていてよかったと、心の底から思えたのは妻の言葉を聞いた瞬しゆん間かんだった。いや、あの瞬間に、生せい還かんしたのだと実感が湧わいた。

　命が惜しくないわけではない。だが、これから始まる大規模な戦せん闘とうを、最前線で見届けたいという欲求は、緊きん張ちようで悲鳴を上げる胸の中にあった。そして、その想おもいも含めて、戦場の姿を誰だれかに届けなければならない。広報部の仕事だからではなく、人として語り継つぐべきことがあるのではないか。幾いくつかの戦場を越こえた今、セラーズはそう思うようになっていた。

　だから、セラーズは無言でカメラを構えた。無人の通路でフラッシュがたかれた。




　統合軍との睨にらみ合いを終わらせるために行われた同盟軍の作戦会議は、もうひとつ小さな睨み合いの戦場を生み出すことになった。

　話は根本の戦略構想の段階から真っ二つに割れた。すなわち、交戦か、撤てつ退たいか、である。共和国軍のグラント中将および、ヴィエラ中将は、このビソン星系からの撤退を強く主張した。対して、企業連盟のロイ・クローバー少将と、クライスラー元げん帥すいは戦うべきだと意見を述べた。

　この件に関して、元コックの司令官レン・エバンス准じゆん佐さは明確な判断を口にはしなかった。それを戦せん闘とう参さん謀ぼうのネリー・クローバーは心底意外そうに見ていた。

　今日まで、戦略、戦術に関かかわる議論に、レンが口を出さなかったことはない。じっと黙だまっていても、突とつ然ぜん予想外の発言をしてきた。そのレンが今回に限っては、他ほか四人の提てい督とくの意見に賛同も反対もしなければ、まったく別の意見を語り始めたりもしていないのだ。

　ネリーの視界の中で、レンは両手で肘ひじ掛かけを摑つかむと、軽々と自分の体を宙に浮かせた。座り位置を直して、すぐに体を落とす。そのとき、反動で再び少しだけ全身が浮いた。明らかに不自然な動きだ。だが、それはあくまで重力下であればの話である。

　今、ダインスレイフのＣＩＣは、重力制せい御ぎよを解かい除じよし、無重力状態となっている。作戦会議が始まる前に、レンが解除するようにオフィーリアに指示を出したのだ。長く座っているのは体に負ふ担たんになるからという理由で。

　この様子だとレンの予想は的中しそうだった。グラント中将の語気は徐じよ々じよに荒あら々あらしいものになっている。それをロイが冷ややかにかわした。そのせいで、場はさらに白熱した。

　会議の主題は戦略構想を実現させるための手段へと発展していた。口火を切ったのは、共和国第七艦かん隊たいのグラント中将だった。

「意味を持った撤退であれば、企業連盟のお二方も納なつ得とくされるのですね？」

　グラントの低音には相手を威い圧あつする意思が含ふくまれていた。スクリーンに映し出された無骨な軍人の瞳ひとみは、反論を待ち構えるように鋭するどい光を放っている。一呼吸の間をおいて、誰だれも何も言わないのを見ると、さらに自分の考えを並べた。

「私の考えた戦術を提示いたします。これで撤退する理由をご理解いただけるかと」

　会議の最中に電子妖よう精せいのクレシダに用意させていたのだろう。第七艦隊の旗艦ブリューナクから、作戦データが転送されてきた。レンの無言の合図で、オフィーリアが展開し、レーダー上で実行した。

　蛇へびの巣そう穴けつの中に展開した同盟軍の艦隊が、即そく座ざに反転し、撤退を開始する。目指しているのはポルスレ星系へと繫つながるメトロゲートの入り口だ。

　それに合わせて、グラントが作戦の根本的な趣しゆ旨しだけを説明する。

「隣となりのポルスレ星系に到とう達たつ後、ゲート出口を囲むように、同盟軍の艦隊を配置します」

　グラントの言葉通り、メトロゲートの出口を同盟軍の五艦かん隊たいが包囲している図がレーダーには表示された。

「その後、順にゲートアウトしてきた銀河連合艦隊を各個撃げき破はします」

　安全性の問題から、メトロゲートを一度に通過できる質量には基準値が設定されている。現在、話題に上がっているゲートでは、約三万隻せきの艦かん艇ていがその基準値となる。それ以上の質量を同時に通過させようとすると、ゲート内の重力歪ゆがみが不安定となり、航行中の物質が消失する現象が起こる。確率としては小さな数字だが、有人船でのメトロゲート航行は、基準値を守るのが常識とされているのだ。

　銀河連合が素す直なおに従った場合、三万隻ずつしか、ポルスレ星系には送り込めないのだ。

「数の差による不利は、この布ふ陣じんによって解消されるでしょう」

　自信を含ふくんだ言葉を証明するように、順次ゲートアウトしてきた銀河連合の艦隊を、同盟軍が包囲状態から各個撃破していく。

　それが終わると、グラントは他ほかの提てい督とくの反応を待った。

　グラントの発言に対して、ロイもクライスラーもすぐには何も言わなかった。

　その沈ちん黙もくを埋うめるように、ヴィエラがグラントに賛同した。

「メトロゲートを利用した包囲作戦には、私も賛成です。包囲作戦となれば、現在の戦力差を覆くつがえすことも可能でしょう」

　男性にしては高音なヴィエラの声は、よく耳に絡からみついてくる。無視をしようとしても、どうしても聞いてしまう声だった。

「この策ならば、撤てつ退たいすることに、大きな意味があると私は思いますが」

「失敗するとわかっている作戦に出るなど、私の趣しゆ味みではありません」

　ヴィエラの言葉に返された意思は、冷静かつ理性的で、何よりも冷たかった。声の主は探すまでもなかった。

　スクリーンの中のロイは、トゲのある口調以上に、攻こう撃げき的な鋭するどい目つきをしていた。他者に有無を言わせない力強さが秘められている。

　グラントもヴィエラも、戦略を真っ向から否定されているにもかかわらず、すぐには何の反応もしなかった。だが、何を言われたのか理解したのか、グラントの顔が苦々しく歪んだ。

「数の差はあれども、十分に勝算のある策だ」

　そのグラントの反論を、ロイは冷ややかな態度で受け止め、最後にこう付け加えた。

「その発言は、やってみなければわからないと言っているのと同じに聞こえますが。策とは言いがたいものです」

　苛いら立だちに任せてグラントが肘ひじ掛かけに拳こぶしを叩たたきつけた。

　ふたりは一ヶ月ほど前に、ルトラ星系で刃やいばを交えた因いん縁ねんがある。結果はロイの勝利。グラントは白旗を上げ、ロイの前に投降した。

　グラントは次にぶつける言葉を探すように視線を泳がせた。同じく、ロイも視線を正面から外した。だが、当てもなく彷徨さまよっているグラントの両目とは違ちがい、ロイは明確な意思を持って、ＣＩＣの誰だれかを見ていた。

　スクリーン越ごしの兄の反応から、ネリーは相手がコーデリアだとわかった。ＣＩＣの構造からも、視線が向かった先に座る参さん謀ぼうはいない。

「今、データを送りました。私が敵の司令官なら、ゲートアウト後は送ったデータのように艦かん隊たいを動かします」

　グラントの提示した作戦データが、旗艦アロンダイトから届いたデータにより上書きされる。ゲート出口を包囲していた同盟軍艦隊の中心地点に、約一〇万隻せきの銀河連合統合軍がゲートアウトして現れた。

　銀河連合統合軍の動きに、スクリーンの中のグラントとヴィエラの表情が曇くもった。危険は伴ともなうが、約一〇万隻の艦かん艇ていを同時に通過させることも可能ではあるのだ。軍事活動においては、リスクを伴った超ちよう次じ元げん航行の例は過去にも存在している。

　共和国軍の両提督の反応を尻しり目めに、レーダー上の銀河連合統合軍は、全戦力を一いつ斉せいにクライスラー艦隊にぶつけた。十倍の戦力差に飲み込まれて、クライスラー艦隊は壊かい滅めつ。包囲網もうを簡単に突とつ破ぱされ、同盟軍は慌あわてて艦隊を合流させようと動き出した。それを銀河連合は、一艦隊ずつに全軍で襲おそいかかり、各個撃げき破はに成功した。同盟軍の完敗だった。

　ネリーは特に驚おどろきもせずにシミュレーションを見ていた。それは元コックの司令官も同様だった。スクリーンの中で、グラントとヴィエラが言葉を詰つまらせた。

　誰だれも気き遣づかうような言葉はかけない。必要もなければ、無む駄だなことに時間を費やしている余よ裕ゆうもないのだ。

「では、ここで戦えば勝てるというのか？」

　辛かろうじて搾しぼり出されたグラントの言葉には、若じやく輩はい者ものであるロイに対する苛いら立だちが含ふくまれていた。それをロイは涼すずしげな顔で受け流し、コーデリアに声をかけた。直後、また別のデータが届いた。

　レーダーの表示がポルスレ星系から、このビソン星系に戻もどった。

「同盟軍約五万隻、対する敵は約一〇万隻。正面からぶつかれば勝ち目はありません。ですが、このビソン星系の地形を利用すれば約一〇万隻いる敵を、三万隻程度まで減らすことが可能です」

　ロイの説明に合わせて、レーダーの表示が切り替かわった。現在、同盟軍がいる宙域より後方、時間にして約七分の地点が拡かく大だいされた。そこは蛇へびの巣そう穴けつの中でも道みち幅はばが最も狭せまい宙域だ。この場所には名前がつけられており『蛇の首』と呼ばれている。先ほどロイが言ったように、三万隻が通れるくらいの広さしかない。動きの激しい突撃艦による戦せん闘とうともなれば、二万隻同士をぶつけ合うのが限界となるだろう。

　それを見て、ロイの思おも惑わくに気づいたのか、クライスラーが確かく認にんの言葉を挟はさんだ。

「なるほど、その狭せまい宙域を利用して、同時に交戦する敵の数をコントロールするのですね」

　ロイがはっきりと頷うなずいた。そこにヴィエラが疑問を持ち出す。

「確かにその策なら、数の差は無視できましょう。ですが、通用するのは短時間だけではありませんかな？　消しよう耗もう戦になれば先に疲ひ弊へいするのは数の少ない私たちのはずです。それに、あの軍神が消耗戦になど応じるとは思えません」

「勝てる手にはなっていないではないか」

　責め立てるようにグラントが言葉をかぶせた。

　挙がった質問や疑問に答えるのではなく、ロイはただ作戦の説明を続けた。

「まずはこちらの策が敵に悟さとられないよう陽動を仕し掛かけます」

　説明が始まると、それと同時にレーダー上でシミュレーションが行われる。視覚的に作戦を理解できるため、イメージを摑つかみやすい。

　現在、同盟軍の五つの艦かん隊たいは、五角形に布ふ陣じんされている。前衛として、エバンス艦隊、クローバー艦隊が配置され、最も奥にはクライスラー艦隊がいる。そして、その総旗艦の両りよう翼よくを担になっているのが、グラントの第七艦隊と、ヴィエラの第九艦隊だ。攻こう守しゆに優すぐれ、バランスの取れた隊形といえた。

　対する銀河連合統合軍も同じ布陣で構えていた。前衛に第三一、第三五星空師団がおり、最も奥に軍神が師団長を務める第一星空師団の姿があった。その斜ななめ前方に控ひかえているのが、第三二、第三三星空師団だった。

　同盟軍の五つの艦隊が、一いつ斉せいに前進を開始する。

　対応するために、敵艦隊もほぼ同時に動き出した。頃ころ合あいを見計らって、ロイの言っていた陽動が始まった。前衛が接せつ触しよくする約六〇秒前に、同盟軍の艦隊の並びが変へん更こうされた。横一列に並んだ。横列隊形と呼ばれる布陣だ。それぞれが円えん錐すい陣形を取り、最大船速で前進を続ける。

「散さん弾だん攻こう撃げきをするのか？」

　驚おどろきを含ふくんだグラントの感想が小さく聞こえてきた。

　散弾攻撃とは守ることを無視した攻撃特化型の戦法で、主に明確な攻撃目標を撃破する際に用いられる。今回のように数で劣おとる同盟軍が使用する場合、ターゲットは総旗艦パラディースフォーゲルと考えるのが自然だろう。その一点を崩くずすためだけに、全艦隊が撹かく乱らんと突撃を同時に行う戦法なのだ。

　同盟軍の突然の散弾攻撃に対処するために、銀河連合の第三二、第三三星空師団は速度を落として、第一星空師団を守るように少し下がった。その銀河連合の動きには、敵である同盟軍の一部を懐ふところに誘さそい込み、前後に分断しようという狙ねらいがある。当然、彼らも艦隊をふたつに分けることになるが、元々の数で勝まさっているために、さほど気にはならない。

　そう敵にも考えさせ、後衛を少し後ろに下がらせることが、ロイの言っていた陽動なのだと、ネリーは即そく座ざに理解した。そして、同時に、兄の狙ねらいがわかったような気がした。幅はばの狭せまい場所で交戦することが最終的な目標ではないのだ。

　同盟軍が散さん弾だん攻こう撃げきに出たことで、銀河連合統合軍の前衛と後衛の距きよ離りが少し開いた。そのまま、グラントの第七艦かん隊たいは統合軍の第三一星空師団と衝しよう突とつ。ヴィエラの第九艦隊は、同じように第三五星空師団とぶつかった。企業連盟の残りの三艦隊は、敵と交戦することなく、最前線を突破していく。

　その間、数で劣おとる第七、第九艦隊は、徐じよ々じよに押され始めた。特に第三五星空師団を相手にした第九艦隊の後退は、はっきりしたものとなっている。

　そのまま第九艦隊の後退は続き、ついには、蛇へびの首を通り抜ぬけてしまった。それに合わせて、企業連盟の三艦隊は即座に後退を開始する。グラントの第七艦隊も、第三一星空師団に押し込まれるように、蛇の首まで下がった。

　やがて、ロイの立案は完成形を見せた。狭い蛇の首をクライスラー艦隊と、グラントの第七艦隊で蓋ふたをしていた。唯ゆい一いつ、銀河連合統合軍の第三五星空師団の突撃艦だけが、蛇の首を突破した位置にいる。その第三五星空師団を、ヴィエラの第九艦隊と、クローバー艦隊、それからエバンス艦隊が囲んでいた。その戦力差は、第三五星空師団が約一万六〇〇〇隻せきに対して、同盟軍の三艦隊は約三万隻となっている。

　クライスラー艦隊と、グラントの第七艦隊は防ぼう壁へきとなり、最前線に突つっ込んできた軍神率いる本隊を、蛇の首で完全に足止めしていた。最初の散弾攻撃に対処するために後退していたため、第三二、第三三、そして第一星空師団の行動は遅おくれていた。

　狭い蛇の首では身動きが取れず、銀河連合統合軍は、約六万四〇〇〇隻が戦力として活いきていなかった。同盟軍は全五万隻が戦いに参加していた。

「これにより、敵艦隊より分離した第三五星空師団を撃破します」

　なぜ、ふたつある前衛のうち、第三一星空師団ではなく、第三五星空師団を選んだのかについては誰だれも質問をぶつけなかった。第三一星空師団の師団長であるシリング中将は安定した指し揮きをすることで知られている。それに比べ、第三五星空師団のギャノン准じゆん将しようは、敵てき陣じん突破を主とする戦いを好む。過去のデータが裏づけていた。

　誘さそい込むのであれば、ギャノン准将の方がよい。誰もがそう思ったのだ。

「第三五星空師団を一いつ掃そうしてなお、敵が撤てつ退たいしないようであれば、蛇の首の防衛ラインに穴をあけ、再び敵の一個艦隊だけを招き入れます。こちらの陣を突破しない限りは、敵にこの策を破る方法はありません。だから、誘さそい込むのは容易です。そして、第三五星空師団と同様に、三艦隊で包囲殲せん滅めつを目指します」

　二個艦隊が全滅すれば、銀河連合統合軍も侵しん攻こうを諦あきらめて撤退をするだろう。すでに銀河連合の手に落ちたオルキヌス星系は戻もどらないが、ここでの戦いに勝利したのち、二年程度の停戦協定にでも持ち込めれば同盟軍としては言うことはない。

　そして、それが夢物語ではない策が用意された。

　作戦の内容に、異論を唱える者はいなかった。今、打てる最上の策であると誰だれもが思ったのだろう。ネリーも兄の語った作戦であれば、この状じよう況きようを打破できると思えた。

　約一〇万隻せきという大軍を前にした危機的状況に、希望の光が見えた。

　だが、それでもネリーの表情はどこか冴さえなかった。原因はすぐ側そばにいる元コックの司令官の反応にあった。

　レンの様子を見る限り、全面的に賛成しているようでもない。う～んとうめき声を上げたり、口をへの字に曲げて考え込んだりしている。

　クライスラーが作戦を決定する段になっても、レンは会議に口を挟はさまなかった。

「クローバー提てい督とくの策に、何か異論がある方はいますか？」

　白はく髪はつの総司令官が穏おだやかな目で、各提督の顔を確かく認にんしていく。グラントとヴィエラは了りよう承しようの意思を頷うなずいて返した。ロイはすでに作戦会議に興味をなくしている様子だった。

「エバンス提督」

　総司令官の声には、わずかな呆あきれが含ふくまれていた。

「問題はありません」

　予想に反して、レンの返答は早かった。聞いていないようで、話にはきちんと耳を傾かたむけていたようだ。

　それを受けて、クライスラーが同盟軍の意思を宣言した。

「では、この地で銀河連合と一戦交えることとします」

　全員が一いつ斉せいに敬礼をした。レンひとりだけが少し遅おくれた。

「作戦の決行は２フタ０マル３サン０マルとします。何か異論は？」

　作戦時計をネリーが確認すると、八時を少し回っていた。残された時間は三〇分を切っている。

「各人の武運を祈いのります」

　そう言い残してクライスラーからの通信は遮しや断だんされた。続けて、スクリーンから各提督の姿が消えた。代わりに映し出されたのは、銀河連合統合軍の約一〇万隻の艦かん艇ていだった。

　作戦の決定を受けて、ファルコが深く息を吐はいた。目を閉じ、大軍に立ち向かう決意を固めている様子だった。敵は二倍。その上、軍神までいる。気持ちが折れないようにと、全員が自分に何かを言い聞かせているようだった。

　スクリーンの敵軍を見て、ネリーは改めてその数に圧あつ倒とうされ息を吞のんだ。敵の船が、きらきらと光を放っている。その光は、とても人の命を奪うばうようなものには見えなかった。

　作戦会議の張り詰つめた空気が晴れても、ＣＩＣの緊きん張ちようが途と切ぎれることはなかった。ずっと黙だまっていた下部ブロックの三人の参さん謀ぼうは、未いまだに声を発しない。

　全員が一様に周囲の顔色を窺うかがう中、レンひとりが突とつ然ぜん立ち上がった。参謀たちの視線が自分たちの上官に釘くぎづけになった。

　しばらくして、レンは見られていることに気づき、疑問の表情を浮かべた。その顔は、なぜ注目されているのか、わかっていない様子だった。

　だが、自分の疑問に誰だれも答えてくれないとわかると、構わずにＣＩＣを出ていこうとする。咄とつ嗟さに、ネリーがその背中を呼び止めた。

「提てい督とく、どちらに？　すぐに作戦時間になります」

「ちょっと、手洗いに行くだけですよ。どうせ、２フタ０マル３サン０マルまでこちらは動きませんし、今のうちに済ませた方がいいでしょう」

「銀河連合がこちらの作戦時間を待たずに動くかもしれません」

「その可能性は極きわめて低いでしょう。敵がここでの戦せん闘とうを望んでいるなら、もう仕し掛かけてきていたはずですよ。向こうの方が有利なんですから。敵が立ち止まったのも、戦わずしてこちらが降こう伏ふくするのを期待していたからだと思いますよ」

　平然とネリーの質問に答えて、レンはＣＩＣから出ていった。その背中を、五人の参さん謀ぼうが見送った。ファルコが難しい顔で頭を搔かき、モンティーユは困ったように苦笑いを浮かべた。参謀総長のシュトロブルは深いため息を落とし、ギュネスは黙だまって肩かたをすくめた。それからレンに対する感想を口にした。

「相変わらず、考えていることの読めない人ですよね。うちの提督は」

　それにモンティーユとファルコが深く頷うなずいて同意した。

　レンが戻もどってくるまでの短い時間、誰もそれ以上口を利きかなかった。あと十数分で、大軍を投入した戦いが繰くり広げられるのだ。

　同盟軍の艦かん艇てい数は約五万隻せき、参加将兵は約一五〇〇万人にも及およぶ。対する銀河連合統合軍の艦艇数は約一〇万隻、参加将兵は約三二〇〇万人にもなる。大戦と呼ぶに相応ふさわしい両軍の大勢力だった。

　作戦開始の一〇分前に、レンはＣＩＣに戻ってきた。その目が一度、各参謀に向けられた。どこか釈しやく然ぜんとしない顔をしている。

　それが気になったネリーは自然に質問していた。

「何か、作戦に問題でもありましたか？」

「いえ、今はまだわかりません。動けばすぐにわかると思いますが」

　含ふくみを持ったレンの発言を聞いて、ネリーは質問を後こう悔かいした。大規き模ぼな戦せん闘とうを前に、心配事を増やしただけのような気がした。そのすっきりしない感情を、視線に込めてぶつけても、レンはそれ以上答えずに司令官シートに座った。

　余計な雑音に耳を傾かたむけている場合ではない。今は目の前に集中すべきだった。

　やがて、静せい寂じやくの時は終わりを迎むかえ、同盟軍の五万隻の艦艇が、五万の咆ほう哮こうを上げながら、統合軍に向かって前進を開始した。

　銀河星せい暦れき九九一年四月十九日午後八時三〇分丁度のことだった。
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「同盟軍の全艦かん隊たいが前進を開始しました！」

　情報幕ばく僚りようの補佐官が緊きん張ちようで上ずった声を上げた。その一言で、統合軍総旗艦パラディースフォーゲルのＣＩＣは、一いつ瞬しゆんで臨戦態勢の空気を作り上げた。淡たん々たんと行われていた将兵のやり取りは、鋭するどさと迅じん速そくさを増し、自分たちを奮ふるい立たせるような熱気が放たれた。

『撤てつ退たいでも、降こう伏ふくでもなく、死を選んだようですね』

　電子妖よう精せいエルメスは上昇した温度を下げるように言った。ＣＩＣの中央に立ち、赤い髪かみを揺ゆらしながら、静かに後ろを振ふり向いた。

　エルメスの視線の先には、目を瞑つぶったまま規則正しい呼吸を繰くり返す軍神の姿があった。司令官シートにどっかりと座り、圧あつ倒とう的な存在感を示している。

　その軍神を、従兵のロレッタ・ミアーズ少しよう尉いは背後から見ていた。

　統合軍の艦かん艇ていのＣＩＣは、企業連盟や共和国のものより広く作られている。ＣＩＣに身を置く将兵の数も二倍以上だ。師団長と電子妖精は当然として、各分野の幕僚と補佐官が七名ずつ配属される。すなわち、幕僚長、次席幕僚、戦せん闘とう幕僚、機関幕僚、航行幕僚、情報幕僚、衛生幕僚。それらにひとりずつ補佐官となる士官が配置されていた。

　この十四人が師団長のバックアップを行うのだ。彼らは、師団長であるマスターズをＣＩＣの中心に据すえ、半円で取り囲むように座っている。マスターズから見ると、目の前に電子妖精エルメスの背中があり、その先に、全幕僚の背中が見えるようになっている。

　軍神の後方には、ミアーズを含む三人の従兵が小さくなって座っていた。戦闘を目前にした緊きん張ちよう感も当然ある。それに加えて、錚そう々そうたる面々が揃そろったＣＩＣに身を置くこと自体が、身を引き締しめていた。

　ＣＩＣを取り巻く空気など意にも介かいさず、エルメスは小さな唇くちびるを動かした。

『元げん帥すい』

　エルメスの呼びかけに、マスターズは首を回してから目を開いた。動き出した同盟軍を映したレーダーをマスターズが捉とらえた。

　その表情には何の変化もない。状じよう況きようを深刻にも見ていなければ、楽観的にも捉えていない様子だった。ただ、現実を現実として認にん識しきしたに過ぎないのだろう。

「さて、即そく席せきの同盟軍に、どこまで本格的な艦隊戦ができるのか、まずは手並みのほどを拝見といこうか」

　マスターズが頭をさすった。それから、口の端はしを持ち上げて、エルメスに視線で意見を求めた。
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『元げん帥すい、戯たわむれをされては困ります』

　返ってきたのは、同盟軍の動向をどこか楽しんで見ていた軍神に対する訓告だった。この船はおろか、統合軍の全将兵を探しても、マスターズにこうも直接的な意見を言える者はいない。ミアーズの知る限り、電子妖よう精せいエルメスだけだ。

　魔ま女じよとまで呼ばれる電子妖精は、無表情のまま視線でも軍神をたしなめていた。

「兵の命を使って遊ぶつもりはない」

　エルメスに向けられていた軍神の目が、レーダーに引き寄せられる。戦力差こそあれ、奇くしくも両軍共に、五つの艦かん隊たいから構成されている。

「ただ、同盟軍の力を知る必要はあろう。艦隊同士の連れん携けいが優すぐれていれば、二倍の戦力差がひっくり返ることもある」

　電子妖精が実戦配備されて以降、各艦隊の統制は極きよく端たんに高いレベルで、ほぼ横一線となった。それ以前は、艦隊運用の熟じゆく練れん度に差があり、同じ陣じん形けいをとった艦隊同士が衝しよう突とつしても、精度の良し悪しに幅はばがあり、戦局に大きな影えい響きようを与あたえていた。すべては電子妖精が誕たん生じようする前の話だ。

『同盟軍がどのような策を用いてきても、すべては無む駄だなことです。どうせ、私が撃うち砕くだいてしまいますから』

　感情を差し挟はさまないエルメスの物言いはどこか冷れい淡たんで、頼たのもしさよりも恐おそろしさを見る者に感じさせた。愛想のない電子妖よう精せいの発言に対し、マスターズだけが声を上げて豪ごう快かいに笑った。おっかない女だと言いながら。

　笑いが収まると、軍神は表情を引き締しめ、最初の指示を飛ばした。

「エルメス、こちらも全軍前進だ」

　小こ柄がらな電子妖精は無言で頷うなずくと、機関を始動させ、指示通りに艦かん隊たいを前に進めていく。情報幕ばく僚りようから他ほか四つの星空師団にも指示が飛んだ。

　艦が動き出すと、ミアーズは足元に震ふるえを感じた。約一〇万隻せきの艦かん艇ていが同時に動き出したのだ。その全ぜん貌ぼうは、前後左右、三六〇度をカバーするＣＩＣのスクリーンでも確かく認にんすることはできない。ただ、大軍の足音をミアーズは聞いた気がした。一歩、また一歩と前進していく。まるで巨大な山が大地を引きずっているかのような音だった。

　やがて、その足音は駆かけ足となり、蛇へびの巣そう穴けつに溜たまったガスを巻き上げる。ガスは土つち煙けむりのように艦隊を包み込んだ。そこを突つき破って、次々に各艦艇が勢いよく飛び出していく。

　これが大戦と呼ばれるものであることを、カプレオラ星系での戦いを経験したミアーズの体は知っていた。背筋にも震ふるえが走った。

　隣となりにいるあとふたりの従兵も、言葉を失っていた。

　それなのに、各幕僚やその補佐官たちは、緊きん張ちようを感じさせながらも、自分の役割を確実にこなしている。

　特に、電子妖精エルメスの安定感は絶大だった。

『元げん帥すい、隊形はこのままでよろしいですね？』

　軍神が大きく頷く。

　統合軍の隊形は、前方に二艦隊を置き、後方に三艦隊が配置されていた。五角隊形と呼ばれ、攻せめにも守りにも転じやすい安定感のある隊形として知られている。

　前衛は、共和国の残存艦隊を追つい撃げきしていたシリング中将の第三一星空師団と、ギャノン准じゆん将しようの第三五星空師団。後衛三艦隊の中央には、このパラディースフォーゲルを旗艦とする第一星空師団がいる。その右側がわには女性提てい督とくのザグニスが師団長を務める第三三星空師団がおり、左側には遠えん征せい軍最若じやく年ねんの師団長であるオーエンスが指し揮きする第三二星空師団が脇わきを固めていた。

　前衛のふたつ、第三一、第三五星空師団は立方陣じん形けいを取り、後衛の三つは円えん錐すい陣形で構えていた。

　その約一〇万隻の船の群れが、一いつ斉せいに行動を開始したのだ。正面のスクリーンには、迫せまり来る同盟軍艦隊約五万隻の姿が映し出されている。

　同盟軍も現在のところ布陣は統合軍とまったく同じだった。その大軍が発生させた重力子フィールドが、宇宙の塵ちりに接せつ触しよくし、摩ま擦さつで赤い光を発していた。不吉な星が群れを作って押し寄せてくるように見えた。

　ミアーズはぎゅっと手を握にぎり締しめ、恐きよう怖ふに耐たえていた。不ふ沈ちん艦かんという異名を持つ、この旗艦パラディースフォーゲルが撃げき沈ちんされるとは思っていない。だが、だからといって、戦場の圧力を体に感じないわけではないのだ。何者かに心臓を握られているような不安が全身を支配し、息苦しかった。

　従兵の緊きん張ちようなど構いもせず、マスターズは足を組み、状じよう況きようを見守っていた。

　幕ばく僚りよう長のバーンズ准じゆん将しようが疑問を含ふくんだ声をマスターズにかけた。

「同盟軍の隊形に変化がありませんね」

「何を仕し掛かけられたところで、見てから反応して間に合わないということもなかろう」

「敵を一気に押し潰つぶすため、第三二、第三三星空師団のオーエンス大佐とザグニス中将を、前に出しますか？」

　幕僚長が神しん妙みような面おも持もちで、マスターズを窺うかがった。確かく認にんに対する返答はせずに、マスターズはエルメスを見た。

　軍神が自分を見るのをわかっていたかのようなタイミングで、エルメスは振ふり向いた。ほんの数秒間、ふたりが視線でやり取りをした。

『指示は交戦開始の六〇秒前までお待ちください。まだ、同盟軍が小細工を仕掛けてくる可能性があります』

　エルメスの判断に幕僚長のバーンズは頷うなずくと、自分の提案はあっさり退けた。ここにいる誰だれもが知っているのだ。軍神と魔ま女じよは常に正しいことを。

　そのとき、同盟軍の動きに多少の変化が出た。

　なんとか意識だけは保ちつつ、ミアーズは作戦時計を血走った目で見ていた。視界が狭せばまり、作戦時計しか見えていなかった。エルメスの通告した六〇秒前まで、もう一〇秒を切っていた。

　一秒ずつ、心の中で数を数えた。そして、最後のひとつを読み上げた。

「敵艦隊との接せつ触しよくまで六〇秒！」

　再び、情報幕僚の補佐官が声を張った。そのとき、レーダー上の同盟軍艦隊に動きが見られた。同盟軍の五角隊形が崩くずれ始めた。後衛が前進し、前衛と横一列に並ぶ。ミアーズは士官学校時代に学んだ教本の内容を思い出していた。同盟軍が作った隊形は、一般に横列隊形と呼ばれるものだった。

　さらに、同盟軍の立方陣じん形けいを取っていた前衛の二個艦隊は、突とつ破ぱ力に優すぐれた円えん錐すい陣形に再編された。これにより同盟軍は全五艦隊が円錐陣形で構えたことになる。

　レーダーには横に並んだ三角のコーンが五つ表示されていた。

「散さん弾だん攻こう撃げきだと!?」

　敵の変化に対する統合軍の動きは素す早ばやかった。

「第三二、第三三星空師団が少し後退しました」

「ザグニスとオーエンスは、同盟軍の狙ねらいがこのわしの首だと思ったか」

　自分は別の判断を下しているというマスターズの口ぶりだった。

　その意味がミアーズにはわからなかった。同盟軍が散さん弾だん攻こう撃げきに出てきた以上、その標的の最有力候補である第一星空師団を含ふくむ後衛を後退させるのは正しい戦術に思えた。

　統合軍の後衛が下がれば、必然的に同盟軍が突とつ破ぱしなければならない距きよ離りは長くなる。すると、同盟軍の艦かん隊たいは縦に伸のび、そこを上下左右、または後方から攻こう撃げきすれば、簡単に駆く逐ちくできるのだ。数では統合軍が圧あつ倒とうしているのだから。

「同盟軍の突進、なおも止まりません！」

「本当にこのまま散弾攻撃を仕し掛かけるつもりか!?」

　熱気の篭こもった報告や疑問の声など気にも留めず、マスターズはその巨体を動かしてシートに座り直した。それから胸ポケットから煙草たばこを取り出し口に咥くわえた。火をつける寸前で、エルメスの視線に気づいて動きを止めた。無機的な表情で佇たたずむエルメスの目は、ＣＩＣは禁きん煙えんであると語っていた。

　一本だけだと言い訳すると、マスターズは煙草に火をつけ、煙けむりを燻くゆらせた。大きく吸い込んだ煙がゆっくりと吐はき出される。煙はすぐに排はい気き口こうに吸い込まれていった。

　師団長と電子妖よう精せいの何気ないやり取りに、ミアーズは感情の落ち着け場所が、わからなくなった。戦場は目の前にある。いや、ここもすでに戦場という枠わくに組み込まれている。なのに、今の一いつ瞬しゆんだけ、軍神と呼ばれる司令官と、魔ま女じよと呼ばれる電子妖精の間には、日常が垣かい間ま見みえたのだ。

　吸い込んだ煙草の煙を堪たん能のうするようにマスターズが目を閉じた。ゆっくりと煙を吐き出すと、目を開いてエルメスに指示を飛ばした。

　その指示に、幕ばく僚りようたちが少し意外そうな反応をした。それを尻しり目めに、電子妖精エルメスは、第三二、第三三星空師団に対して、それ以上は下がるなと命令を下した。

　その意図が、未み熟じゆくなミアーズにはまるで理解できなかった。

　軍神は自らの吐き出した煙の向こう側がわに見えるレーダーを凝ぎよう視ししていた。頃ころ合あいを見計らうように、エルメスが声をかける。

『シリング中将と、ギャノン准じゆん将しように、指示を与あたえてもよろしいですか？』

　第三一、第三五星空師団が敵と接せつ触しよくするまで、残された時間は二〇秒を切っていた。

「ああ、敵てき陣じんを突破し、蛇へびの首を塞ふさぐように伝えろ」

『突破の方法は、両提てい督とくの判断に任せますが』

「それで構わん。手はいくらでも仕込んである」

　エルメスから即そく座ざに指示が飛ばされた。交戦を目前に控ひかえ、戦場の速度は一瞬にして増した。第三一、第三五星空師団が敵と接触するまで残り五秒を切った。

　ミアーズは声には出さず一秒ずつを刻んだ。そして、時計はゼロを示した。

「第三一、第三五星空師団、同盟軍と交戦！」

　情報幕ばく僚りようの補佐官の声と同時に、前面のスクリーンを爆ばく発はつの光が照らした。

　レーダーを見れば、第三一星空師団が同盟軍の第七艦かん隊たいとぶつかり、第三五星空師団が第九艦隊と激げき突とつしたのがわかった。戦争が始まったのだ。
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　共和国軍第七艦隊を預かるグラント中将は、作戦を実行に移すため、敵の第三一星空師団との交戦を前に、陣じん形けいを円えん錐すい陣形から立方陣形に切り替かえた。

　電子妖よう精せいクレシダが冷静に約一万隻せきの突とつ撃げき艦を、全部で十層からなる立方陣形に整えた。完成したのは、最前列が敵と衝しよう突とつする一二秒前だった。

　最初の段階は上う手まくいった。あとは数の差による劣れつ勢せいを利用して、敵に悟さとられないように徐じよ々じよに蛇へびの首まで後退すればいい。そう思い、グラントがわずかに気を緩ゆるめた瞬しゆん間かんに、敵の艦隊が目の前で弾はじけた。

　約一万六〇〇〇隻の第三一星空師団の突撃艦は、約四〇〇〇隻ずつに分散し、第七艦隊を取り囲むように上下左右に分かれた。四つすべてが円錐陣形を即そく座ざに形作り、そのひとつずつが獣けものの牙きばのように第七艦隊に襲おそいかかってくる。

　グラントは反射的に立ち上がり、指示をクレシダに飛ばしていた。

「各艦かん艇ていを、立方陣形の面方向に向けろ！」

　その命令に対する復唱はなかった。返答もなかった。ただ、電子妖精のクレシダは、最大限の速度で、四方から迫せまる危機に対処するために、船の頭を可能な限り敵の方へと向けた。

　間に合ったのは、旗艦ブリューナクがいる中心点から近い位置にいた、約三〇〇〇隻の艦艇だけだった。

　四箇か所しよから同時に攻こう撃げきを受けた第七艦隊は一気に崩くずれた。立方陣形を取る第七艦隊に四つの楔くさびが深々と打ち込まれた。

「一気に中央まで到とう達たつされます！」

　情報参さん謀ぼうが叫さけび声を上げた。

「クレシダ！　敵の旗艦はどこだ!?」

『上方から突撃してきた部隊の中心です』

「突破された船は、上方の敵後方に回らせろ！」

　だが、グラントの指示が形になる前に敵はさらに動いた。四つに分散した第三一星空師団は、対処の間に合った中央の突破をあっさりと諦あきらめた。円錐陣形の先せん端たんを外に向けると、統制の崩れた部分を狙ねらって、第七艦隊の立方陣形を食い破った。第七艦隊は穴の空いたチーズのような姿になっていた。

「敵の波状攻撃、なおも来ます！」

　情報参さん謀ぼうの報告は叫さけび声に近いものだった。ようやく、艦かん隊たいを建て直そうと、グラントが冷静さを取り戻もどした矢先のことだった。

　容よう赦しやなく四つの刃やいばが、再度襲おそいかかってくる。

「クレシダ！　最大船速で後退だ！」

　もはや作戦のことなどグラントの頭にはなかった。艦隊を一隻せきでも多く守ることに集中していた。だが、そう思って出した指示も結果には繫つながらない。

『水平方位０９０より敵艦隊来ます！　さらに、垂すい直ちよく方位３００からも』

　側面から爆ばく発はつの衝しよう撃げきが訪おとずれたかと思うと、今度は旗艦ブリューナクの上方で閃せん光こうが走った。

　四つに分散した敵艦隊の動きすべてを認にん識しきすることが、グラントにはできなかった。第三一星空師団の攻撃は変へん幻げん自じ在ざいで型やパターンが存在しない。敵の行動を見た上で、四方向からの波状攻こう撃げきすべてに対処するには、人間の脳では到とう底てい追いつかなかった。

　グラントの第七艦隊は、優すぐれた連れん携けいを見せる第三一星空師団によって切り刻まれていく。側面からの攻撃に対たい抗こうしようとすれば、今度は上面から別の部隊が突つっ込んでくる。そして、上方からの突とつ撃げきを阻そ止ししようとすれば、次は前面を食い破られた。

　すでに立方陣形は原型を留とどめておらず、四つに寸断されていた。損害も接せつ触しよくからわずか数十分で二〇〇〇隻を超こえた。

　それでも、辛かろうじて艦隊としてまとまった行動ができたのは、電子妖よう精せいクレシダのおかげだ。だが、この場合、無様であったとしても、各自の判断で四散して逃とう亡ぼうした方が、被ひ害がいは少なかったかもしれない。

　旗艦ブリューナクの船体が揺ゆれた。グラントはシートの肘ひじ掛かけに脇わき腹ばらを打って悶もだえた。

　第三一星空師団のシンボルである二ふた股またの槍やりが、旗艦ブリューナクの高周波対たい艦かん刀とうと接触して火花を散らした。

　スクリーンが白く焼けた。

　痛みと光でグラントの視界も焼けた。それでもレーダーからは目を逸そらさなかった。

「左さ舷げん後方に損傷！」

『第八と第九区画を閉へい鎖さします。両区画にいる将兵は速すみやかに移動を』

　冷静なクレシダの口調にも明確な焦あせりが見えた。それが痛つう烈れつにグラントの脳を揺さぶった。もはや打つ手はないように思えた。

　なおも、第三一星空師団の攻撃の手が、休まることはなかった。




「よし、第一部隊で敵の上方から中央を破るぞ！」

　師団長であるシリングの声を合図に、旗艦フィッシュライアを中心とした約四〇〇〇隻の突撃艦が駆かけた。目には見えない山を登り切ると、勢いを殺すことなく山頂から駆け下りていく。

「高周波対艦刀を前方に構えろ！　艦かん艇ていを密集させ敵てき陣じんを突っ切る！」

　約四〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦かんが、刃は先さきが二ふた股またに割れた槍やりを構えた。突とつ破ぱ力を高めるために、密集した円えん錐すい陣じん形けいで同盟軍の艦隊に向かって雪な崩だれ込んでいく。勢いで圧あつ倒とうする第三一星空師団の突撃艦からは、無数の騎き馬ばの足音と、雄お叫たけびが聞こえてくるようだった。

　旗艦フィッシュライアのＣＩＣに爆ばく音おんが轟とどろく。それはすぐに後方に消えていった。その位置関係からシリングは敵艦の爆ばく発はつだと判断した。

「前方、左右に敵艦がそれぞれ一隻ずつ！」

　幕ばく僚りよう長補佐官が叫さけんだ。

　スクリーンに、二股の槍が突き出された。敵艦が刀とう剣けんを振ふり下ろしてきた。二股の槍が刀剣を挟はさんで止めた。その瞬しゆん間かん、船体が激しく揺ゆれた。ＣＩＣも、そして、シリングの体も揺れた。

　直後にはさらに大きな揺れがシリングを襲おそった。敵艦が爆発したのだ。旗艦フィッシュライアで攻こう撃げきを防いだ矢先に、他ほかの味方艦が敵艦隊の腹を槍で貫つらぬいたためであった。

　光がスクリーンを赤く染めた。

　それでもシリングが戦場から目を背そむけることはなかった。すぐに次の敵艦隊が右方向から迫せまっていた。高周波対艦刀が振ふり下ろされる。それを再び、旗艦フィッシュライアは自らを象しょう徴ちょうする二股の槍で受け止めた。先ほどと同じように即そく座ざに別の味方突撃艦が、敵艦を討うった。

　計算し尽つくされた連れん携けい攻撃だった。

　そして、そのすべてを取り仕切っているのは、シリングに背中を向けて立っているひとりの女性だ。女性にしては長身で、引き締しまった印象を与あたえる黒の軍服がよく似合っていた。

「カルティエ！　中央突破で乱れた敵艦隊の両側面に、第三と第四部隊をぶつけろ。敵を完全に寸断する！」

『お任せください』

　熱を帯びた戦場の中で、電子妖よう精せいカルティエの後うしろ姿すがたは冷静だった。三十歳さいを越こす見た目の年ねん齢れいも手伝い、カルティエは落ち着き払はらっているように見える。おかげで、シリングは安心して彼女に艦隊運用を任せることができた。

　旗艦フィッシュライアを含ふくむ第一部隊と同様に、約四〇〇〇隻からなる第三、第四部隊が敵艦隊の両側面に突撃した。殆ほとんど何の抵てい抗こうを受けることもなく、立方陣形を取っていた敵艦隊の懐ふところに切り込んでいった。

　もはや、敵はシリングの猛もう攻こうに耐たえることも、対処することもできなくなっている。撃げき沈ちんした敵突撃艦の数が、二五〇〇隻を超こえた。勝敗は決まっていた。

　そこに情報幕僚の緊きん迫ぱくした声が上がった。

「水平方位１８０より、敵艦隊が接近！」

　補佐官が詳しよう細さいのデータを追加する。

「数、約一万隻。突撃艦のみの編成。クローバー艦隊です！　接せつ触しよくまで約三〇〇秒！」
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「第七艦かん隊たいの救きゆう援えんに来たと見て間ま違ちがいありません。いかがなさいます？」

　データを聞き届けたのち、幕ばく僚りよう長が確かく認にんのために振ふり向いた。

　電子妖よう精せいのカルティエは、それよりも前にシリングを見ていた。その目はシリングをより冷静にさせた。

「私たちが動く必要はない。すでに手は打ってある」

　シリングの口調は自信に満ち溢あふれていた。それに納なつ得とくしたのか、カルティエも幕僚長も、目の前の戦せん闘とうに意識を戻もどした。いや、初めから意識は戦場に残してあった。短い会話の最中にも、カルティエは四つの部隊すべてを、ここから遠えん隔かく操作しているのだから。

　両側面から突とつ撃げきした第三、第四部隊が敵てき陣じんを突つっ切った。敵艦隊は、この蛇へびの巣そう穴けつに溜たまった惑わく星せいの残ざん骸がいのような姿になっていた。

　シリングは静かに新たな命令を出した。

「カルティエ、敵の前面に逃にげ道を作ってやれ」

　はい、とカルティエが答えると、四つの部隊で作っていた包囲網もうに穴が空いた。

　シリングの目は、少し離はなれた戦場に向けられていた。そこには第三五星空師団の姿があった。そちらも作戦を予定通りにこなしている様子だった。

「ギャノンも順調のようだな」

　あと少しでここでの戦せん闘とうは終しゆう了りようするとシリングは確信した。




　戦場全体をレーダーで見ていたロイの顔に、小さな苛いら立だちが含ふくまれていた。注視していたのは、グラントの第七艦かん隊たいと、ヴィエラの第九艦隊だった。それぞれが第三一、第三五星空師団と交戦中にある。それも圧あつ倒とう的てきに劣れつ勢せいだった。

　このままでは敵の猛もう攻こうに耐たえられない。ロイは即そく座ざにコーデリアに指示を出すと、艦隊の針路を変えさせた。作戦から逸それる行動にも、コーデリアは異を唱えなかった。他ほかの参さん謀ぼうたちも同じだった。放ほうっておけば、作戦は失敗となるのだ。

　クローバー艦隊が転進すると、ヴィエラの第九艦隊の救きゆう援えんには、クライスラー艦隊が動いた。第七、第九艦隊の窮きゆう地ちに、何の行動も見せなかったのは元コックが司令官を務めるエバンス艦隊だけだった。

　ロイの見据すえるレーダーの中で、同盟軍の艦隊が次々に数を減らしていく。肘ひじ掛かけの上で、焦じれたようにロイが指を鳴らした。

『あと二四〇秒で到とう達たつします』

　作戦時計を見ればわかることを、コーデリアがあえて口にした。

　その直後、アラートが鳴り響ひびいた。

「水平方位１８０に高エネルギー反応！　艦かん砲ぽう射しや撃げき来ます！」

「コーデリア！　水平方位０９０に旋せん回かいだ！」

　名前を呼ばれた時点でコーデリアは艦隊の頭を進行方向の右に向けていた。コンマ数秒遅おくれてレーザー砲撃が飛来した。攻撃的な熱を帯びた光は、重力子フィールドに阻はばまれ、湾わん曲きよくしながら前進し、虚こ空くうの彼方へと消えていった。

　反応があと一秒でも遅おくれていれば、クローバー艦隊はレーザー砲撃の餌え食じきとなっていただろう。

　エネルギーの充じゆう塡てんに必要な数秒の間を空けて、第二射がクローバー艦隊を真横から襲おそった。全砲撃がフィールドに阻まれて散った。

　艦砲射撃の射線軸じくから計算して、コーデリアがレーダーに敵砲撃艦の位置を表示した。撃うってきたのは、第三三星空師団に属する約四〇〇〇隻せきの砲撃艦だった。旗艦を含ふくむ突とつ撃げき艦とは別行動している。

　敵の艦砲射撃を凌しのぎ、ＣＩＣに一いつ瞬しゆん、安あん堵どの空気が流れた。だが、それで危機が去ったわけではない。艦隊の置かれた状じよう況きようを真っ先に理解したのは、司令官であるロイだった。奥歯を嚙かみ締しめながら、静かに次の指示をコーデリアに与あたえた。

「再度、水平方位０９０に」

　参謀総長のデュムランが疑問に顔を顰しかめた。戦闘参謀のサロも同様だった。即座に、クローバー艦隊は針路を変えた。救援に向かおうとしていた第七艦隊に背を向ける形になっている。その理由は、コーデリアの口からＣＩＣに告げられた。

『水平方位０００より、第三三星空師団が急速接近。あと一八〇秒で接せつ触しよくします』

　真正面に敵を捕ほ捉そくした。

「高周波対たい艦かん刀とうを用意！」

　そのロイの指示に、コーデリアはすぐには従わなかった。困こん惑わくの表情で、主であるロイを見つめていた。その目が、ゆっくりとレーダーに向けられた。

　第三三星空師団の前進速度が低下した。突とつ破ぱ力が武器である突とつ撃げき艦の速度を落とすなど、愚ぐ策さくでしかない。それに合わせて、クローバー艦隊も現宙域で足を止めた。ロイからの指示は出ていなかった。

　ロイはコーデリアを咎とがめなかった。ただ、状じよう況きようをじっと確かく認にんしていた。

　戦場全体を見回したとき、ロイはコーデリアの沈ちん黙もくの意味を理解した。敵艦隊が停船した理由も、何もかもを把は握あくした。

　グラントの第七艦隊と、ヴィエラの第九艦隊は、敵の艦隊に切り刻まれている。無残な姿だった。敗北感が艦隊全体から漂ただよっている。短い時間で艦隊の三割を失った。だが、ロイの胸中を搔かき乱した理由は、もっと別のところにある。

　第七、第九艦隊を駆く逐ちくした銀河連合統合軍の二艦隊が、ある宙域に到とう達たつしていた。

　蛇へびの首。

　同盟軍の退路は完全に閉ざされた。

　そして、前方には軍神が率いる第一星空師団に加え、第三二、第三三というふたつの艦隊がいる。総数にして約六万四〇〇〇隻せき。何よりも高く険しい山が聳そびえ立っていた。

　完全に前後を挟はさまれていた。蛇の巣そう穴けつという地理的な条件を、銀河連合統合軍は、手本でも見せるように使いこなした。バラバラに動いているように見えた敵艦隊は、この瞬しゆん間かんを作るために連れん携けいしていたことが、今になってわかった。見事なコンビネーションだった。即そく席せきの同盟軍には絶対に真ま似ねできない。

　逃にげ道はない。冷静なロイの脳は瞬時にその答えを導き出した。ここでこれ以上の戦せん闘とうをしたところで勝ち目はない。戦えば、無む駄だに将兵が命を失うだけだ。

　戦場全体が勝敗の行方ゆくえを理解した。だから、戦いの熱気を全部忘れて、戦場は動きを止め、静まり返ったのだ。

　それでも、ロイの目は何かを探すようにレーダーを見据すえた。

　せめて自分の艦隊が自由に動ければと思う。だが、何をするにも、正面にいる第三三星空師団が邪じや魔まだった。何らかの行動に出れば、必ず阻そ止しされる。自由は与あたえられない。敵の司令官の能力も、第三一、第三五星空師団の動きを見たあとでは、高く見ておく必要があった。

　身動きが取れないのはクライスラー艦隊も同じだった。クローバー艦隊と同様に、正面を第三二星空師団に抑おさえられている。

　ロイの目が、レーダー上のエバンス艦隊を捉とらえた。エバンス艦隊のもっとも近くにいるのは軍神の率いる第一星空師団だ。だが、他ほかの艦かん隊たいとは違ちがい、まだ距きよ離りがある。少しだが自由が利きくはずだった。

　それに気づいたとき、ロイは再度コーデリアに指示を出していた。

　その内容に、五人の参さん謀ぼうは、五人とも表情を強こわ張ばらせた。
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　時の止まった戦場を、ネリーはゆっくりと見回した。戦せん端たんを開いた直後の怒ど号ごうは、どこからも聞こえてこない。

　静せい寂じやくの意味を理解したとき、ＣＩＣには敗北の二文字が流れた。再度戦端を開き、果か敢かんに敵に立ち向かったところで勝敗に大きな影えい響きようはない。

　冷たい現実だけが目の前にはあった。

　散さん弾だん攻こう撃げきを仕し掛かけた直後に、レン・エバンスは、嫌いやな予感がすると独ひとり言ごとをもらした。それはこういう意味だったのだろうか。

　そのレンの独断で、予定よりも艦隊を後方に配置したことも意味をなさなかった。

　もはや同盟軍に勝利の可能性はない。撤てつ退たいすることもできない。唯ゆい一いつやれることは、これ以上戦死者を増やさないように、白旗を上げることくらいだろうか。

　誰だれもが諦あきらめていた。

　その中にいて、レンだけは未いまだに戦場を見ていた。左手が恐きよう怖ふに震ふるえている。眼球が目まぐるしい速度で、上下左右に動いた。独り言を幾いくつも口にした。ひとつとして、ネリーには理解できなかった。

　ただ、レンにはまだ戦う意志と策があることだけはわかった。諦めた人間の顔ではなかった。激しく移動を繰くり返していた視線が定まった。手の震えが止まった。

　その直後、レンは勢いよく立ち上がった。

「これより撤退戦に移行します」

　司令官の宣言にネリーを含ふくむどの参謀もただ驚おどろくだけだった。

　レンは構うことなく指示を飛ばした。まるで歴戦の司令官のような態度で。

「情報参謀、これから僕が出す指示をすべて全艦隊に伝えてください。それと、先に退たい避ひした艦隊が持っている光こう子し魚ぎよ雷らいの数の確かく認にんを。終わり次し第だい……」

　続けて出されるレンからの指示は、すぐにオフィーリアが簡潔な文面にまとめ、担当者の視界に網もう膜まく投とう影えいを使って表示した。何を優先して行うかもタスクの順番でわかるようになっている。

「参謀総長は、オートクレールのクライスラー元げん帥すいから、撤退戦の許可をもらってください。作戦内容と理由に関しては、追ってオフィーリアが送ります。それと戦闘参謀は……」

　ネリーの視界にも複数の指示が飛ばされ、視界はレンから与あたえられたタスクで埋うめ尽つくされた。とても人間の処理で追いつく量ではない。それは他ほかの参さん謀ぼうに出された指示も同じだ。それでもレンの口が閉ざされることはなかった。

「航行参謀は、同盟軍艦かん隊たいの退路の計算を最優先で。当然、蛇へびの首を経由し、ポルスレ星系に逃にげるための道です」

　指示を続けるレンをネリーは見据すえていた。いや、ネリーだけではない。すべての参謀がレンを見ている。

「機関参謀は小惑わく星せいの質量値から、必要な光こう子し魚ぎよ雷らいの数の割り出しを。オフィーリアにデータを引き継ついだあとは、破損した艦かん艇ていの出力値を確かく認にんしておいてください」

　指示出しに夢中になっていたレンの目が、止まったままの各参謀に向けられた。ネリーとも目が合った。

「はやく！」

　最後の指示は簡潔で、明確だった。

　レンの短い言葉に、ネリーは明確な焦あせりと、苛いら立だちを感じた。焦りは状じよう況きように対して向けられており、そして、苛立ちは間ま違ちがいなくネリーたち参謀に突つきつけられていた。

　止まっていた時間が流れ出すように、ファルコが顔を手ではたく。前を向くとレンの指示に沿って動き出した。それから約一秒遅おくれて、モンティーユとギュネスも動き出す。

　参謀総長のシュトロブルだけはいち早く手を動かしていた。それに、ネリーも続いた。

　次から次へと、視界の中を情報が飛び交かう。レンの目が左右に揺ゆれ、報告の内容を確認していた。膨ぼう大だいなデータを見ながらでも、レンの口が休まることはない。さらに参謀たちへの指示出しは続いた。

「機関参謀、質量値の演算が遅おくれています。急いで！　それと、航路計算はまだですか？　終わったら、敵の追つい撃げき予測針路を出してください！」

　全参謀がレンの思考速度に置いていかれた。ＣＩＣに身を置く彼らは、参謀の名を与あたえられた選ばれた存在である。一般的に見て、有能とされる人物しかいない。能力の低い者は、ひとりとしていないのだ。それなのに誰だれもレンについていけなかった。レンだけが、二歩も、三歩も先を行っている。

　レンと同じ速度でタスクをこなしたのは、電子妖よう精せいのオフィーリアだけだった。大量の指示にも忙ぼう殺さつされることなく、落ち着いた様子で迅じん速そくにあらゆる演算を終えた。その後、各参謀のフォローに回る。

『各艦隊の退路演算はわたくしが受け持ちます。航行参謀は敵の予測針路をお願いいたします。それと小惑星の移動に必要なエネルギー演算もこちらでしますので、機関参謀は次のタスクに移行してください』

　的確で無む駄だのないオフィーリアの対応が、ＣＩＣを動かしていた。結果的に出された指示の約八割はオフィーリアが引き取り、そして速すみやかに片付けた。美しい電子妖よう精せいだけが、元コックの司令官と同じ世界に立っていた。ネリーでさえ、到とう底てい追いつかなかった。撤てつ退たい戦がどのような全ぜん貌ぼうを示すのかも、まるで見えていなかった。

　そして、すべての処理が完かん了りようすると、レンは高らかに叫さけんだ。

「エバンス艦かん隊たい、全速前進！　目標、統合軍第一星空師団！」




　動き出した敵艦隊を見たとき、軍神スタンリー・マスターズは、感心したような声を上げた。その直後に、珍めずらしく怪け訝げんな顔をした。

　真っ先に動き出したのはエバンス艦隊だった。約一万隻せきの突とつ撃げき艦がふたつに分かれた。ひとつは旗艦を含ふくんだ約二〇〇〇隻。残りの八〇〇〇隻は、旗艦から離はなれると、ある一点に向けて真まっ直すぐに飛んだ。その先にいるのは、ザグニスが指揮する第三三星空師団の砲ほう撃げき艦約四〇〇〇隻だ。

「ザグニスに通達だ！　砲撃艦を下がらせろ！」

　軍神の指示で情報幕ばく僚りようの補佐官が、即そく座ざに連絡を入れる。すると、第三三星空師団の砲撃艦約四〇〇〇隻が後退した。

「エバンス艦隊の本隊が突つっ込んできます！」

「何をする気だ？」

　幕僚長のバーンズが驚おどろきを伴ともなった疑問の声を上げた。

　その直後、ＣＩＣの計器がけたまましく鳴り響ひびいた。それもひとつやふたつではない。幾いくつもの警告音が同時に鳴ったのだ。

　理由はレーダーを見ればわかった。エバンス艦隊の行動に合わせて、すべての敵艦隊が一いつ斉せいに動き出したのだ。

　第三一、第三五星空師団に撃うち破られた第七、第九艦隊は、クライスラー艦隊と合流するような針路を取った。乱れた艦列も徐じよ々じよに整っていく。クライスラー艦隊は、オーエンスが率いる第三二星空師団と正面から決戦に踏ふみ切った。残りのクローバー艦隊も、睨にらみを利きかしていたザグニスの第三三星空師団に円えん錐すい陣形で突撃していく。

　戦場の空気が一いつ瞬しゆんにして切り替かわった。敵の意図がわからずに、ＣＩＣの幕僚たちは困こん惑わくの吐と息いきをもらした。

　電子妖精のエルメスが小さく振ふり向いた。その視線にマスターズは言葉で答えた。

「敵の指し揮きが変わったようだな」

　長年の経験が、体にそう訴うつたえかけていた。戦場におけるすべての速度が上がった。

　マスターズの言葉にエルメスが声もなく頷うなずいた。その短いやり取りに、誰だれも言葉を挟はさまなかった。

「エバンス艦隊の本隊約二〇〇〇隻！　なおも接近してきます！　接せつ触しよくまで一二〇秒！」

　名前の挙がった艦かん隊たいの動きを、マスターズはレーダー上で追った。本隊から分かれ、第三三星空師団の砲ほう撃げき艦を狙ねらう約八〇〇〇隻からも目を離はなさなかった。

　同盟軍の艦隊運用の中心に、エバンス艦隊がいると感じた。これも長年の経験が教えてくれたことだった。

　前に向き直っていると思ったエルメスは、まだマスターズを見ていた。その小さな電子妖よう精せいの態度は、マスターズに自分の感覚が正しいことを教えた。

　この世で最も多くの戦場を知る電子妖精が、エバンス艦隊を気にしているのだ。エルメスが以前に同じ反応を見せたのは、マスターズが知る限り、たったふたりしかいない。

　ひとりは共和国軍の天才用兵家クラウディオ・アレティーノ。もうひとりが、中立宗教国の法王、ソウハク・コウユウだ。そこに三人目が加わるというのだろうか。

「面おも白しろい動きをする艦隊だ」

　動じた様子もなく、マスターズは淡たん白ぱくに感想を言い放った。

『戦場を駆かけ回るだけでは、子供と大差ありません』

　無感動な瞳ひとみがレーダー上のエバンス艦隊を見ていた。視線を逸そらすように、エルメスは前を向いた。その後うしろ姿すがたを見ていたマスターズが鼻で笑った。

「子供と吐はき捨てたにしては、少し気になっているようだが？」

　それにもエルメスは無反応で応じた。表情に変化はない。だが、それでもマスターズにだけはわかった。小さな差でしかないが、エルメスの気持ちが逆立っている。

　それを証明するように、エルメスは言い訳を口にした。

『嫌いやな人を思い出しただけです』

　感情を覗のぞかせない短い答えだった。

「それは奇き遇ぐうだ。わしもひとり思い出していた。ノウスベルンのソウハク・コウユウを。少し飛び方が似ておる」

『すべては杞き憂ゆうでしょう』

　エルメスはそう断定すると、軍神の指示を待たずに陣じん形けいを変へん更こうし始めた。円えん錐すい陣形の頭と尻尾しつぽが反転し、前方が広がっている逆円錐陣形を作り上げた。円錐陣形と違ちがうのは、陣形の中は空くう洞どうになっているということだ。その一番奥には、旗艦パラディースフォーゲルが配置された。旗艦を餌えさに敵艦隊を誘さそい込み、包囲殲せん滅めつする陣形だ。約二〇〇〇隻せきの敵に対して、第一星空師団の突撃艦は約二万二〇〇〇隻いる。逆円錐陣形には抜ばつ群ぐんの効果が期待できた。

　第一星空師団の陣形が整った瞬しゆん間かん、今度は情報幕ばく僚りようの補佐官が声を上げた。

「蛇へびの首のさらに奥で、莫ばく大だいなエネルギー反応を感知！　メトロゲートのすぐ近くです！」

　その矢先、遠くから巨大な衝しよう撃げき波が伝わってきた。小さな地じ震しん程度に、旗艦パラディースフォーゲルのＣＩＣが揺ゆれた。各幕僚たちが、目配せをして、今のはなんだと、疑問を飛ばし合っている。だが、銀河連合統合軍随ずい一いちの頭脳が集まるＣＩＣでも、答えを導き出すことはできなかった。

「何の影えい響きようだ？」

　マスターズの顔が訝いぶかしげに歪ゆがんだ。

「こ、これは！」

　次席幕ばく僚りようが手元のデータに驚おどろきの声を上げた。マスターズへの報告も忘れている。代わりに答えたのはエルメスだった。

『ポルスレ星系に繫つながるメトロゲート付近で、大出力の爆ばく発はつを検出しました。検出したエネルギー数値から逆算した結果、数千発の光こう子し魚ぎよ雷らいを使用したものと推すい測そくされます』

　説明に合わせて、エルメスが爆心地の宙域をレーダーに表示した。それを見た瞬しゆん間かん、マスターズの顔が大きく歪んだ。小惑わく星せいのひとつが時間の経過に合わせてじりじりと移動している。

　光子魚雷を使用したのはカプレオラ星系から撤てつ退たいしてきた残存艦かん隊たいだ。破損の激しい約六〇〇〇隻せきの艦かん艇ていを、同盟軍は戦線に残さず、先にメトロゲートの方へ逃にがしていた。

『重力歪みの発生領域を青で表示します』

　まだ状じよう況きようを理解していない幕僚たちのために、エルメスが気を利きかせた。小惑星の移動に伴ともない、重力歪みの発生している領域が徐じよ々じよに狭せまくなっている。このままではやがて重力歪みはその宙域からなくなるだろう。そして、それが何を意味するのかを理解した幕僚たちは一いつ斉せいに息を吞のみ込んだ。考えもしなかったことが起こっているのだ。

『約四九分後に、このビソン星系とポルスレ星系を繫ぐメトロゲートは消しよう滅めつします』

　エルメスによって事実が言葉に変へん換かんされる。それが幕僚たちに更さらなる衝しよう撃げきを与あたえた。圧あつ倒とう的戦力でねじ伏ふせ、まともな撤退も許さない戦局を統合軍は作っていた。その隙すきのない統合軍の戦術に、同盟軍が切り込んできたのだ。

　同盟軍の秘策を知った上で、軍神と魔ま女じよの視線が絡からまった。

「杞き憂ゆうでは済まされないかもしれんぞ」

『元げん帥すいの心を煩わずらわす存在など、ソウハク・コウユウひとりで十分です。かの艦隊には、ここで星ほしの屑くずとなってもらいます』

　火のついていない煙草たばこを指でもてあそびながら、マスターズはすべてを見透すかすような目で敵軍の動きを観察した。

『私の手で、かの艦隊を葬ほうむりますが、何か、問題はありますか？』

　淡たん々たんとした口調でエルメスがマスターズに確かく認にんした。

「ない」

　その答えを待って、第一星空師団は逆円えん錐すい陣じん形けいのまま前進した。エバンス艦隊を正面から喰くらい尽つくすように。




　エバンス艦隊と第一星空師団との接せつ触しよくまで残り二〇秒を切った。

　それを通達してきたオフィーリアの声は、落ち着いていた。

　ネリーは緊きん張ちようした面おも持もちで、司令官のレン・エバンスを見上げた。作戦を通達してから、レンは座らずに立ったままなのだ。

　スクリーンに映った敵の大群を見ていた。視線の先にいるのは軍神スタンリー・マスターズのはずだ。

「オフィーリア！　白はく兵へい戦の用意を！」

　熱気のこもった主の声にも、オフィーリアは穏おだやかに応じた。約二〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦かんが一いつ斉せいに高周波対たい艦かん刀とうを掲かかげた。一度振ふり上げ、そして、前に突つき出すように構える。

　その直後、眼前に迫せまる約二万二〇〇〇隻の敵突撃艦も、約二万二〇〇〇本の剣けんを抜ぬき放った。白はく刃じんが光を伴ともなって煌きらめいた。第一星空師団の高周波対艦刀は、エバンス艦隊のそれよりも刃は渡わたりがあり、三割ほど長い。その威い圧あつ感が肌はだを突き刺さしてくる。

　スクリーンに敵の突撃艦の群れが映った瞬しゆん間かん、ネリーの背中を悪お寒かんが走った。下部ブロックにいる三人の参さん謀ぼうはもっと前から言葉を失っていた。

『第一星空師団との接せつ触しよくまで、残り五秒です』

　感情が敵艦隊との交戦を拒こばんだところで、もはや後あと戻もどりをできる段階は過ぎていた。目の前にする約二万二〇〇〇隻の敵艦隊の圧力は圧あつ倒とう的だった。ネリーは恐きよう怖ふ以外の感情が死んでいくのを感じた。

　オフィーリアのカウントダウンが始まり、やがてそれが終わりを迎むかえる。

　エバンス艦隊の約二〇〇〇隻は、軍神の腹の中に弾だん丸がんとなって飛び込んだ。スクリーンの左右に第一星空師団の突撃艦が映る。それがすぐに通り過ぎた。

　過ぎ去った敵突撃艦は、即そく座ざに旋せん回かいし、開いていた口を徐じよ々じよに塞ふさぎ始めた。

「後方、退路を閉ざされます！」

　航行参謀のギュネスが悲鳴を上げた。報告が真実であることは、レーダーが証明していた。広がっていた逆円えん錐すい陣じん形けいの正面、すなわち、ネリーの背後が突撃艦の分ぶ厚あつい壁かべによって遮さえぎられた。完全にエバンス艦隊は飲み込まれたのだ。

『敵艦隊の重力子フィールドの影えい響きようで、包囲網もうの外の捕ほ捉そくが不可能となります』

　オフィーリアの報告が終わると同時に、第一星空師団以外の敵艦隊はおろか、同盟軍の味方艦隊の姿も見えなくなった。敵の真まっ只ただ中なかで孤こ立りつしたことを、改めて認にん識しきさせられた。

　元コックの司令官は、いつの間にか座っていた。膝ひざに両肘ひじをつき前かがみになって、スクリーンとレーダーを見据すえている。参謀たちの動どう揺ようが伝わっている様子はなかった。ひとり隔かく絶ぜつされた世界の中にレンはいた。

　なおも上下左右、それに前後の壁かべが押し寄せてくる。

「このままでは押し潰つぶされます！」

　ネリーは真まっ直すぐにレンを見た。元コックの提てい督とくは反応しなかった。

　後方の第一星空師団にだけ動きがあったわけではない。エバンス艦かん隊たいを押し潰つぶすように、敵突とつ撃げき艦が作る壁かべが、全方位から迫ってくるのだ。

「背後から敵が猛もう追はくしてきます！　いえ、後方からだけじゃない！」

　情報参さん謀ぼうのモンティーユが髪かみを乱しながらレンを振ふり向いた。このままでは本当に潰されるだけだった。

「最大船速で前進してください」

　向かう先にいるのは軍神スタンリー・マスターズだ。ネリーは体の震ふるえを止めることができなかった。まさか、レン・エバンスは全方位を囲まれるとわかっている状じよう況きよう下で、軍神に挑ちよう戦せんするために突撃を選んだとでもいうのだろうか。事前に作戦を確かく認にんしたときには、第一星空師団の自由を奪うばうのが目的だとレンは語った。他ほかの同盟軍艦隊が逃にげる時間をほんの少しだけ稼かせぐのが目的だと。

「提てい督とく！」

「今は、撤てつ退たいすることしか考えていませんよ」

　返答があるとは思っていなかった。ネリーが驚おどろきに目を見開く。レンは背中を丸めたままの姿勢で、スクリーンとレーダーをじっと見つめていた。




『約九〇秒後に、敵艦隊がここへ到とう達たつします』

　電子妖よう精せいエルメスからの報告に、旗艦パラディースフォーゲルのＣＩＣが動どう揺ようした。幕ばく僚りよう長バーンズの額にも汗あせが粒つぶとなって浮かんでいる。

　完全に包囲されてなお、エバンス艦隊の勢いは止まらなかった。それが想定外のことであると、従兵のミアーズは周囲の反応から理解した。

　緊きん迫ぱくしたＣＩＣの中心で、マスターズは鼻で笑った。

「このわしに刀かたなを抜ぬかせるか」

　言い終えると、威い圧あつ感がＣＩＣを満たした。軍神の放つ覇は気きに、ミアーズは体を強こわ張ばらせた。カプレオラ星系で共和国軍と戦ったときには、見なかった軍神の表情だった。

『元げん帥すいが刀を取る必要はありません』

　魔ま女じよと呼ばれる電子妖精は振ふり向かなかった。真まっ直すぐにスクリーンの先にいるはずの敵を見ている。

「敵艦隊、残り三〇秒で到達します！」

　情報幕僚が叫さけんだ。

　スクリーンには駆かけ込んでくるエバンス艦隊の約二〇〇〇隻が映し出された。剣けんを構えて全速力で駆け込んでくる。怒ど号ごうが聞こえてくるようだった。

　とたんにＣＩＣが慌あわただしくなった。戦せん闘とう幕僚が白はく兵へい戦の準備をするかどうかを迷っている。補佐官が指示を仰あおぐように勢いよくマスターズを振ふり向いた。

　そのマスターズの目は電子妖よう精せいの小さな背中に張りついていた。

「残り二〇秒！」

「元げん帥すい、指示を！」

　戦せん闘とう幕ばく僚りようの補佐官が声を上げた。額から汗あせが飛び散った。

　スクリーンの中では、こちらを撹かく乱らんするように、エバンス艦かん隊たいが螺ら旋せん軌き道どうを描えがいた。

「刀かたなは必要ない」

　戦闘幕僚が高周波対たい艦かん刀とうの準備を取りやめた。目の前に敵が迫せまっているにもかかわらず。

　ミアーズの視界は極度の緊きん張ちようで狭せばまっていた。もはや、軍神の背中を見ていることしかできなかった。

「敵艦隊に動きあり！　陣じん形けいが変化します！」

　次席幕僚がレーダーを見て吼ほえた。

　マスターズの視線はスクリーンに向いていた。レーダーに頼たよらずとも、敵艦隊の動きは把は握あくできた。

「分散して突とつ破ぱする気か？」

　バーンズが敵艦隊の動きに疑問を挟はさんだ。

　エバンス艦隊は無む駄だのない流れるような動きで、約二〇〇〇隻せきの突とつ撃げき艦を四つに分散させた。それぞれが円えん錐すい陣形を作る。そのまま、四つの円錐陣形は縦に並んだ。縦列隊形だ。

「馬ば鹿かな！　わずか五秒で艦隊の再編だと!?」

　航行幕僚の顔は敵艦隊の行動で、一いつ瞬しゆんにして青ざめた。なおも、信じられないと言葉を続けた。補足するように、情報幕僚が敵の電子妖精の高い演算能力を無意識に誉ほめた。

「接せつ触しよくまで残り五秒！」

　幕僚たちは、顔を強こわ張ばらせ、驚おどろきに目を見開き、敵艦隊の動きを見守った。

　電子妖精のエルメスは冷れい淡たんな目つきで、エバンス艦隊を見た。

　軍神の目は、どこか状じよう況きようを愉たのしんでいるように思えた。

　わずか二〇〇〇隻ばかりの敵艦隊は、様々な視線の中心にいた。旗艦パラディースフォーゲルを守る突撃艦の目の前に迫っていた。

　誰だれもが逆円錐陣形の最深部まで敵艦隊が来ると思った。

　だが、予測は裏切られた。エバンス艦隊は突とつ如じよとして針路を変へん更こうした。

「敵艦隊転進！　垂すい直ちよく方位２７０！」

　四つの連なった円錐が、滝たきにでも上のぼるように上じよう昇しようした。

　それを待っていたかのように、軍神が左腕うでを払はらった。

「追撃だ！」

　短い軍神の命令は即そく座ざに実行された。旗艦パラディースフォーゲルを護衛するためにいた突撃艦約三〇〇〇隻が、敵艦隊の後方に襲おそいかかる。巨大な化け物が腕を振ふり上げているようだった。

「どの道、包囲網もうの突とつ破ぱはできないでしょうな」

　幕ばく僚りよう長のバーンズが言葉をもらした。それにはミアーズも同感だった。どのような目的があって敵が艦かん隊たいを四つに分割したのかはわからない。だが、何をしたところで、全方位を囲まれた状じよう況きようは変わらないのだ。

「分散したところで、各個撃げき破はして終わりです」

　次席幕僚が真ま面じ目めな声で、バーンズに答えた。




「どうなっても知りませんよ！」

　レンの指示を受けて、航行参さん謀ぼうのギュネスは語気を荒あらげた。危機的状況の連続に、司令官に対する礼れい儀ぎは失われていた。

　それは何もギュネスだけではない。ネリーも感情的に言葉をぶつけることが増えていた。

　円えん錐すい陣じん形けいを四つ連ねた形で、エバンス艦隊は第一星空師団の包囲網の上方に向けて前進していた。

　旗艦ダインスレイフはその一番先頭の部隊の中にいる。

　壁かべの方からもこちらに迫せまってくる。左右を見れば、その左右の壁も同じだった。

　接せつ触しよくまで五秒を切った。

「第一部隊、突とつ撃げき！」

　レンの言葉を合図に、オフィーリアが縦列隊形の一番先頭を加速させた。重力圏けんから飛び出すロケットのように、再度加速のかかったダインスレイフを中心とした約五〇〇隻せきの部隊は、軍神の作る包囲網の壁に激突した。スクリーンの前方と左右で同時に火花が散った。

　ダインスレイフもすぐさま何隻かの敵突撃艦とすれ違ちがった。距きよ離りがあると思って油断していると、左さ舷げん方向から大剣が振ふり下ろされた。オフィーリアが事前に気がつき、二本ある高周波対たい艦かん刀とうで防いだ。

　だが、その接触によってダインスレイフの足は殆ほとんど止まった。ダインスレイフだけではない。同時に突撃した約五〇〇隻が包囲網の壁に阻はばまれて足止めされた。

「第二波を！」

　即そく座ざにレンが叫さけんだ。

　狙ねらい澄すましたタイミングで、後方から第二部隊が加速して突つっ込んだ。すぐ後ろには第三、第四部隊が控ひかえている。

　第一部隊との接触で、敵の最前線も足を止めていた。

　そこに第二部隊約五〇〇隻が最大速度で突撃を仕し掛かける。わずか数秒間の間に、一〇〇隻近い敵の突撃艦が宇宙に散った。味方艦も数十隻が沈しずんだ。

　敵の包囲網の穴が少しだけ深くなった。だが、まだ突破には至らない。

「第三波を！」

　雄お叫たけびを上げながら、巨大な高周波対たい艦かん刀とうを構えた味方突とつ撃げき艦が後方から雪な崩だれ込んでくる。混戦となった最前線を突つき抜ぬけ、敵の包囲網もうを切り崩くずしていく。突破まであと一息のところまで来ていた。

　そのとき、アラートが鳴り響ひびいた。

　レーダーを見た瞬しゆん間かん、ネリーは小さく舌打ちをした。

「後方から追いつかれます。敵の旗艦も一いつ緒しよです！」

　ネリーは思わず叫さけんでいた。報告を入れるべきレン・エバンスはすぐ側そばにいるというのに。

　何を言われても、レンの集中力は途と切ぎれなかった。当然、情報は耳に届いていた。それでも包囲網の突破を最優先にしているようだった。

　先ほど、レンは撤てつ退たいすることしか考えていないと言った。今のレンの態度は、執しつ拗ようにそのことを証明しているようだった。

「オフィーリア、最後の一いち撃げきを」

　第四部隊が加速した。約五〇〇隻せきが作る最後の弾だん丸がんは、敵てき陣じんを貫つらぬいていく。その間も、後方から軍神が迫せまってくる。

　突破が先か。

　追いつかれるのが先か。
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　心臓が激しく脈を打ち弾はじけた。

　この段になって、ネリーにできることは何ひとつなかった。

「あとは神に祈いのるだけだ」

　我が慢まんができないといった様子で、ファルコは言った。誰だれも反応しないと思った。誰もが同じように感じたはずだった。

　だが、レンは口を開いた。

「僕は、神には祈りませんよ。何もしてはくれない神には」

　何か暗いものを感じさせる強さが、レンの言葉の中にはあった。

「オフィーリア、第一部隊を再編して再度突とつ撃げきを！」

　足の止まった第二、第三部隊も含ふくめて、オフィーリアはまとめ上げた。あまりに速すぎる再編だった。レンの指示が来る前に、すでに動いていたのだ。

　先に突撃した三つの部隊が五本目の矢となって放たれた。敵てき艦かんに阻はばまれた第四部隊を吸収しながら、最後の壁かべを力でこじ開けていく。剣けんを振ふり上げ、振り払はらい、敵艦隊の攻こう撃げきを受けても、エバンス艦隊が足を止めることはない。じりじりと確実に前に進んだ。

　時間と共に視界が広がっていった。やがて、その先に敵はいなくなった。

　ついに、エバンス艦隊は、軍神の包囲網もうを突破したのだ。

「全速で駆かけ抜ぬけてください！」

　レンの言葉にエバンス艦隊が唸うなり声を上げた。高周波対たい艦かん刀とうを振り上げたまま、加速していく。包囲網を作っていた敵が後方に遠ざかった。

　体から力が抜けたように、レンが背もたれに寄りかかった。次の瞬しゆん間かん、オフィーリアが深刻な声を上げた。

『後方、追いつかれます！』

　ネリーは取り乱したオフィーリアの声を初めて聞いた気がした。それが切せつ迫ぱくした危機であることをネリーに教えた。

　振ふり向くと、突とつ破ぱした包囲網の穴から、敵艦隊の一部が突つき出していた。地じ獄ごくに誘さそう魔ま手しゆのようにネリーには思えた。

　突破時に速度を削そがれたために、追っ手の方が速い。オフィーリアの言った通り、確実に追いつかれる。

「垂すい直ちよく方位２７０に転進！」

　追いつかれる直前で、針路を変へん更こうする。ネリーたちを握にぎり潰つぶそうと迫せまっていた軍神の指先が、旋せん回かいの遅おくれた後方の艦隊に届いた。エバンス艦隊の後方が根こそぎ奪うばわれていく。

　激しい揺ゆれがダインスレイフを襲おそった。敵の高周波対艦刀が船体を傷つけたのだ。

「損傷は!?」

　機関参さん謀ぼうが即そく座ざに各部署に確かく認にんの声を上げた。

　その合間を縫ぬって、オフィーリアが艦かん隊たいの損害を伝えた。

『後方の約二〇〇隻せきが撃げき沈ちんされました』

　無防備な後ろからの攻こう撃げきともなれば、一いつ瞬しゆんの接せつ触しよくでこの被ひ害がいも仕方がない。

　何とか、針路を変へん更こうしたことで、軍神の追撃は逃のがれることができた。敵が今すぐ転進しても、すぐには追いつかれないはずだ。

　艦内の各部署からダインスレイフの状じよう況きようが届けられた。艦隊の後方にいたために、ダインスレイフの船体にも高周波対たい艦かん刀とうがかすめていた。

「ダインスレイフの損傷箇か所しよは、第三格納庫だけのようです」

　冷静さを取り戻もどして、ファルコは短い報告を終えた。

『推すい力りよくは安定しています。航行、戦せん闘とうには支障はありません、マスター』

　そうですか、と疲つかれた声でレンは答えた。

　幾いく分ぶん、表情はやわらいだ。

　ダインスレイフの損害が、食料庫である第三格納庫だけで済んだことに、安心している様子だった。

　だが、まだエバンス艦隊は敵てき陣じんの中心にいることには変わりなかった。

「他ほかの艦隊の状況は？」

　レンの言葉の途と中ちゆうで、周囲の宙域の様子がレーダーに表示された。包囲網もうを突とつ破ぱしたことで、機能が回復したのだ。

　期待の眼まな差ざしで、皆みながレーダーに視線を預けた。真っ先に四つの同盟軍艦隊がレーダー上に復帰した。続けて、敵の四つの艦隊が浮かび上がる。

　それぞれの位置関係を、ネリーは即そく座ざに確かめた。距きよ離り、航行速度から、状況を的確に認にん識しきしようとした。

「撤てつ退たい作戦は順調のようですね」

　誰だれよりも早くレンの脳が答えを導き出した。数秒遅おくれて、ネリーも同じ判断を下した。

　同盟軍の四つの艦隊は、今なお存命しており、クライスラー艦隊を先頭に、共和国軍の第七、第九艦隊は、蛇へびの首を目前としている。

　そして、その蛇の首に敵の姿はない。蛇の首を塞ふさいでいた敵艦隊は、同盟軍の三艦隊の後方に位置していた。

　レンの立てた作戦通りに第三一、第三五星空師団を誘さそい出すことに成功したのだろう。

　エバンス艦隊の突とつ撃げきを合図に、一いつ斉せいに動き出した同盟軍の艦隊は、まずその標的を第三二、第三三星空師団とした。

　第三二星空師団には、クライスラー艦隊と、共和国軍の二艦隊をぶつけた。三艦隊の総数は約二万四〇〇〇隻せき。対する第三二星空師団は約一万四〇〇〇隻の突撃艦を擁ようした。数の差を利用して、同盟軍の三艦隊は敵を押しに押した。その証しよう拠こに、統合軍の第三二星空師団は、エバンス艦かん隊たいが第一星空師団に突とつ撃げきする前より、かなり後方に下がっている。

　第三三星空師団の方は、クローバー艦隊の約一万隻せきと、エバンス艦隊を離はなれた約八〇〇〇隻の突撃艦で対処した。

　当初、砲ほう撃げき艦を狙ねらって戦場を駆かけたエバンス艦隊の突撃艦だが、有効射程の外にまで敵を撤てつ退たいさせると、即そく座ざに反転し、クローバー艦隊と交戦中の第三三星空師団を背後から強きよう襲しゆうした。

　合流したことで、数的にも上回ったクローバー艦隊は、すぐに第三三星空師団を切り刻んだ。

　総力的には負けている状じよう況きようの中で、同盟軍は局地的に数で勝まさる作戦に出たのだ。そして、それを可能にしたのが、エバンス艦隊の本隊約二〇〇〇隻による、軍神への突撃だった。

　作戦を成功に導くには、軍神に自由は与あたえられない。局地的に優位に立っても、すぐに救きゆう援えんを差し向けられてしまう。無む謀ぼうとも思える策ではあったが、戦うことを目的としないのであれば、二〇〇〇隻という数でも戦場に影えい響きようを与えることはできる。

　事実、レンは陽動と短い足止めに成功した。十二分な成果だった。

　第三二、第三三星空師団が劣れつ勢せいであるのに気づいた統合軍の動きは迅じん速そくだった。蛇へびの首を塞ふさいでいた第三一、第三五星空師団が動いた。敵の来ない退路を塞いでいる理由はどこにもないのだ。

　そして、第三一、第三五星空師団を十分に引きつけたのち、作戦は次の段階に移行した。同盟軍の四つの艦隊は目の前の敵を置き去りにして、急速反転すると、蛇の首を目指して最大速度で前進した。敵の後方にいた砲撃艦は、事前にエバンス艦隊の約八〇〇〇隻が牽けん制せいの動きを見せたことで、有効射程外まで下がっていた。おかげで、同盟軍は簡単に反転することができた。

　第三二、第三三星空師団は乱れた艦列を整えるために追撃が遅おくれた。その上で、同盟軍艦隊は蛇の首を塞いでいたふたつの艦隊を避さける航路を取った。クライスラー艦隊と共和国軍の二艦隊は敵の包囲網もうを突とつ破ぱすることに成功した。

　今、最大速度で、蛇の首に突入していく。そこを抜ぬければ、ポルスレ星系へと続くメトロゲートは、もう目と鼻の先だ。

　クローバー艦隊も、現在の位置からならば、第三一、第三五星空師団よりも先に蛇の首に到とう達たつできるだろう。

　エバンス艦隊の本隊約一七〇〇隻以外は、無事にこのビソン星系から撤退できると、ネリーは確信を抱いだいた。

「同盟軍の作戦はよいですが、我々の置かれた状況は厳しいですな」

　参さん謀ぼう総長のシュトロブルの声は、諦あきらめを多分に含ふくんでいた。経験から、どうにもならないことを理解したのだろう。

　後方から軍神の艦隊が追撃してくる。

　前方にはクローバー艦隊と交戦した第三三星空師団の影かげが見えた。すでに崩くずれた陣じん形けいは整えられている。全力でこちらを潰つぶしに来ると容易に想像できた。

　さらにその奥、蛇へびの首の宙域には、第三一、第三五星空師団の姿がある。両艦かん隊たいの総数は約三万二〇〇〇隻せき。細い蛇の首に布ふ陣じんされた場合、今のエバンス艦隊の数で突とつ破ぱするのは不可能だった。

　下部ブロックにいる三参さん謀ぼうも、自分たちの役目は果たしたと、体から力を抜ぬいた。クローバー艦隊の撤てつ退たいを待って白色の発はつ光こう弾だんを打ち上げる。それが最後の仕事となるのだろう。

　状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきした結果から、ネリーも同様に考えていた。

　ただ、元コックの司令官が別の思おも惑わくを持っていることは、彼の目を見ればわかる。軍神の包囲網もうを突破したときと同じ目をしていた。

　諦あきらめなど微み塵じんも感じない。まだ、戦場を見据すえている。

　レンの目はじっとクローバー艦隊を見ていた。眉まゆがわずかに歪ゆがみ、疑問を表現した。それを不思議に思い、ネリーもレーダーを確かく認にんした。

　周囲の宙域の状況、敵の動き、そして、クローバー艦隊の位置関係を見て、レンの疑問のわけを理解した。

　クローバー艦隊の航路に不自然なものを感じた。最短距きよ離りを通っていないのだ。

　このままでは銀河連合統合軍の艦隊に、先に蛇の首に到とう達たつされる。わざと撤てつ退たいを遅おくらせているようにしか見えなかった。

「大方、貴重な旗艦をここで沈しずめるわけにはいかない……といったところですかね」

　その言葉は、兄がエバンス艦隊を救出するためにあえて残ったであろうことを的確に表現していた。本心がどこにあるのかはわからない。ただ、勝算があるからこそ、兄が残ったのだということは疑いようがなかった。多くの命が関かかわる戦場で、感傷で動くような人ではないのだ。ネリーは誰だれよりもそのことを知っていた。

　レンは隣となりに立つオフィーリアの顔を見た。

『メトロゲートの消しよう滅めつまで、残り二九分三一秒です』

　主が口を開く前に、オフィーリアは答えた。

『まだ間に合うと、わたくしは判断いたします』

　レンは頰ほおを搔かいた。

　ネリーが見据すえるレーダーの中で、蛇の首が統合軍第三一、第三五星空師団によって塞ふさがれた。クローバー艦隊はまだ通過していなかった。

「オフィーリア、蛇の首までの最短航路を」

　気を取り直してレンは再び前かがみの姿勢を取った。

　そこに、クローバー艦隊の旗艦アロンダイトからデータが届いた。

　網膜投とう影えいの中に、電子妖よう精せいコーデリアの姿が映った。儚はかなげな少女は、一度瞬まばたきをしたあとで口を開いた。

『エバンス艦かん隊たいの退路を、ロイ様に代わってお伝えします』

　受け取ったデータが即そく座ざにＣＩＣのレーダーに反映された。

『それと、これはクローバー少将からの命令です、エバンス准じゆん佐さ』

　どうぞ、とレンが促うながした。

『電子妖よう精せいを乗せたダインスレイフを失えば、企業連盟の戦力は大幅はばに減少する。何を犠ぎ牲せいにしても、貴艦は敵てき陣じんを突とつ破ぱせよ、とのことです』

　レンの口元に笑えみが浮かんだ。

「では、そちらも撃げき沈ちんされないようにお気をつけくださいと、伝えてください」

　小さく礼をすると、コーデリアは姿を消した。彼女もまだ戦場を駆かけているのだ。談笑する余よ裕ゆうなど、誰にもなかった。

　通信が終しゆう了りようすると、全参さん謀ぼうがレンを見た。

「まずは第三三星空師団を突破しないといけませんね」

　ファルコが、はい、と答えた。その目は再び戦場を見ていた。他ほかの参謀たちも一いつ緒しよだった。諦あきらめることは許されなかった。

　エバンス艦隊を撤てつ退たいさせるために、クローバー艦隊が戦場に残っているのだから。
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　クローバー艦隊への追撃が間に合わないと判断すると、第三三星空師団の師団長であるキャシー・ザグニス中将は、エバンス艦隊に頭を向けた。

「逃にがしやしないよ」

　獰どう猛もうな光を宿したザグニスの視線が、獲え物ものに釘くぎづけになった。

「バラクータ、立方陣形で迎むかえ撃うつ。ただし、各層の間は広めに開けるんだよ」

『わかりました、提てい督とく』

　軽かろやかな動作で深く頷うなずくと、電子妖よう精せいのバラクータは円えん錐すい陣形を取っていた艦隊を立方陣形に変形させた。

　全部で一二層からなる立方陣形は、どこを探しても綻ほころびひとつない。この分ぶ厚あつい壁かべを、少数のエバンス艦隊で突破するのは容易ではない。

　だが、ザグニスは立方陣形を防ぼう壁へきとして使うつもりはなかった。

　敵艦隊の数は二〇〇〇隻せきを下回っている。クローバー艦隊との戦せん闘とうで消しよう耗もうしたとはいえ、ザグニスの第三三星空師団には、約一万二〇〇〇隻の突撃艦が残っていた。敵が突撃してくるなど考えられない。

　数でも劣おとる上に、エバンス艦かん隊たいには、時間的な猶ゆう予よもない。メトロゲートの消しよう滅めつまで三〇分を切っている。交戦しながら中央突とつ破ぱを図る時間はない。撤てつ退たい戦を成功させるには、蛇へびの首も抜ぬけなければならないのだ。

　だから、エバンス艦隊は逃にげる以外に手がないとザグニスは判断した。

　どのような手段に出るかはわからない。だが、どう動いたところで、ザグニスには止める自信があった。立方陣じん形けいの各層の間を、広めに取らせたのはそのためだ。こうすることで、最前面の層は反応に遅おくれたとしても、後方の層を対処に向かわせることが可能である。

「いいね、バラクータ。敵のおかしな動きを見逃のがすんじゃないよ」

『お任せください。これ以上の無様は晒さらせません』

　電子妖よう精せいの返答に満足すると、ザグニスは足を組み替かえてそのときを待った。

　やがて、エバンス艦隊との接せつ触しよくまで残り三〇秒を切った。先ほどと同様、エバンス艦隊は円えん錐すい陣形のまま突進してくる。

　残り二〇秒。

　戦いを前に、ザグニスは舌で唇くちびるを濡ぬらした。陣形の変化にも、針路の急変にも、迅じん速そくに対応できるように心を研とぎ澄すました。

　さて、何をしてくる。

　獲物を狙ねらう目がエバンス艦隊を捉とらえていた。

　一〇秒前。

　敵に動きはない。軍神との戦せん闘とうでもぎりぎりになって動いた。まだ焦あせることはない。

　ザグニスは緊きん張ちようを楽しむように、笑えみを浮かべた。

　接触まで残り五秒。

　それでもエバンス艦隊は動かなかった。

　残り四秒。まだ動かない。

　三秒を切った。ザグニスの額から汗あせが零こぼれ落ちた。何か硬かたいものが床ゆかに落ちる音が耳の奥で聞こえた気がした。

　残り二秒。敵は未いまだに円錐陣形のままだった。

　ザグニスは目を見開いた。スクリーンには突進してくるエバンス艦隊の船が映し出されていた。そのどれもが、巨大な高周波対たい艦かん刀とうを構えている。

　接触まであと一秒。今さら、突とつ撃げきする以外に、エバンス艦隊が取れる選せん択たく肢しはない。

　最後の瞬しゆん間かんまで、ザグニスは自分が腹の探り合いに負けたことを認められなかった。

　無情にも作戦時計のカウントダウンは終わりを迎むかえた。

　そして、最前線で火の手が上がった。ザグニスは両手を肘ひじ掛かけに叩たたきつけた。その顔は怒いかりと悔くやしさに醜みにくく歪ゆがんでいた。

　中央突破だけは絶対にない。誰だれもが絶対にないと思うからこそ、その裏をついて中央突破を敵は仕し掛かけてきたのだ。

　各層の間を広げた立方陣じん形けいでは、エバンス艦かん隊たいの突とつ撃げきを阻そ止しできないと、ザグニスの脳は冷静に判断を下していた。彼女が無能であれば気づくこともなかっただろう。この勝負の行方ゆくえがすでに決定したことに。だが、ザグニスは軍神の教え子であり、状じよう況きようを的確に分ぶん析せきする目と脳を持っていた。

　負けは確定した。それでも師団長である彼女は最後まで死力を尽つくさなければならない。前線では散っていく命があるのだから。今度は近くで突撃艦が爆ばく発はつした。

　流星となって、エバンス艦隊は第三三星空師団の中心を駆かけ抜ぬけていった。




　第三三星空師団の様子を、第三五星空師団の師団長ケン・ギャノン准じゆん将しようは侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見ていた。

『時間稼かせぎもできずに突破されたようです』

　ギャノンの傍かたわらに立つ電子妖よう精せいベルベットは妖よう艶えんな笑えみを浮かべた。漆しつ黒こくの髪かみ、同色の深い瞳。真っ赤な唇くちびるが人目を引いた。

『あちらの旗艦も沈しずめ、提てい督とくの手て柄がらにすればよろしいでしょう』

「当然だ。シリングにもやるつもりはない」

　ぎらついたギャノンの目が、レーダーを射抜いた。第三五星空師団は、ワインボトルの注ぎ口のようにすぼまった蛇へびの首の中にいる。隣となりには第三一星空師団の姿があった。

「提督、敵、約一万八〇〇〇隻せきが来ます！」

　上方から丘を駆け下りてくるように、クローバー艦隊が円えん錐すい陣形で突撃してくる。刀とう剣けん型の高周波対艦刀はすでに抜かれていた。一いつ斉せいに振ふり上げられる。

　幕ばく僚りようの報告に、ギャノンは立ち上がった。

「構えろ！」

　応戦するために、ギャノンが吼ほえた。

　ベルベットが全艦隊の高周波対艦刀を前面に構えさせた。全長一五〇〇メートルを超こす槍やりが突つき出された。

「いいか、一隻も通すな！　ここで同盟軍の息の根を止める！」

　幕僚たちが一いつ斉せいに、はっ、と返事をした。

「最前線が接せつ触しよくします！」

　興こう奮ふんした情報幕僚の声を合図に、戦場に怒ど号ごうが鳴り響ひびいた。

「敵を突つき飛ばせ！」

　前方を映すスクリーンに爆発の光が届いた。




　蛇の首を塞ふさいだふたつの艦隊に、クローバー艦隊は正面からぶつかった。道みち幅はばの狭せまい通路を抜ぬけるには、他ほかに手段がなかった。

　銀河連合統合軍は長細い蛇へびの首に、約三万二〇〇〇隻せきが縦に長く並んでいる。突とつ破ぱは容易ではなかった。

　参さん謀ぼう総長のデュムランが緊きん張ちようのためか、荒あらい呼吸を繰くり返していた。戦せん闘とう参謀のサロは両手を握にぎり、全身を硬かたくしていた。彼らはエバンス艦かん隊たいの救出には反対した。ロイは、旗艦をここで一隻失えば、同盟軍は終わりだと言って説き伏ふせた。

　司令官シートに座るロイ・クローバーは足を組んだ姿勢のまま、見下すような目線で戦場を見据すえていた。

　合流したエバンス艦隊の約八〇〇〇隻の働きは目を見張るものがあった。敵を撃うち砕くだき、切り裂さき、そして、食らいついていく。諦あきらめも悪かった。本来所属する旗艦を守るための作戦というのが彼らに与あたえた影えい響きようは大きかった。

　円えん錐すい陣じん形けいの最前線を買って出た突とつ撃げき艦の多くが、天才用兵家クラウディオ・アレティーノを撃ち破ったリュンクスの決戦に参加していた。

　短い期間ではあるが、すでに艦隊に対する帰属意識が生まれていることをロイは知った。

　クローバー艦隊の突撃の勢いは、簡単には止まらなかった。斜ななめ上方から突つき刺さすように衝しよう突とつし、敵艦隊の最前線を押し開くと、その後も、力で敵陣をこじ開けていった。最前線の船が止まれば、後続の艦を即そく座ざに突っ込ませた。

　だが、それもやがて限界が訪おとずれる。敵の方が数では勝まさっているのだ。狭せまい蛇の首の中で、クローバー艦隊を押し潰つぶすように、敵艦隊の壁かべがうごめいた。

「提てい督とく！　艦隊の前進が止まりました！」

「見ればわかる報告は不要だ」

　ロイは冷たく言い放った。先ほどから黙だまったままのコーデリアを見た。

「コーデリア」

　名を呼ぶと、可か憐れんな電子妖よう精せいは、終わりました、と小さく呟つぶやいた。

　その直後、レーダー上の敵艦隊を、ふたつに分けるラインが描えがかれた。中央から少しずれた位置に引かれている。

「提督、これは？」

　デュムランの疑問への答えは、クローバー艦隊の動きによってもたらされた。

「第二波を叩たたき込め！」

　円錐陣形の中心から、一回り小さな円錐陣形が飛び出していく。敵と味方を搔かき分け、高周波対たい艦かん刀とうを振ふるいながら。

　止まっていた最前線がじりじりと敵側がわに移動した。そして、それは先ほどレーダー上に描かれた線と重なった。

　瞬しゆん間かん、敵の強固な守りが薄うすくなったように見えた。

　それに気づいたのか、驚おどろきの顔を参さん謀ぼうたちはロイに向けた。

「コーデリア、敵てき陣じんを突とつ破ぱしろ」

『はい、ロイ様』

　手品でも見ているかのように、クローバー艦かん隊たいは敵艦隊を押し開いていく。




　一度は足を止めた敵艦隊の前進を目まの当あたりにして、シリングの表情に陰かげが落ちた。

「一体、何事だ？　なぜ、敵は前進できる？」

　戦せん闘とう幕ばく僚りようが信じられないという声で言った。

　圧あつ倒とう的な数の圧力で押し潰つぶせていたはずだ。敵の足は殆ほとんど止まっていた。それが一いつ瞬しゆんにして復活したのだ。正面、それから左右の艦かん艇ていをなぎ払はらいながら、敵は統合軍の陣に切り込んでくる。

『提てい督とく……これは』

　電子妖精のカルティエがわずかに動どう揺ようを覗のぞかせた声を上げた。

「ああ」

　シリングは短く答えた。彼女と同じ結論を、シリングも導き出していた。驚き、嘆なげく暇ひまは師団長に与あたえられていない。即そく座ざに、指示を飛ばした。

「ギャノン准じゆん将しように伝えろ！　敵は艦隊の隙すき間まを狙ねらっていると」

　二艦隊により壁かべを作ったことが裏目に出た。上じよう手ずに誤ご魔ま化かしたところで、指し揮き系統の違ちがいから艦隊の境目は生まれてしまう。

　所属の違う突撃艦の境界線は、味方艦艇同士が接せつ触しよくを避さけるために、どうしても動きが消極的になるのだ。

　そこを敵に狙ねらわれた。

「味方艦との接触を恐おそれては突破される！　カルティエ、接触しても構わないから突つっ込ませろ！」

　お互たがいに重力子フィールドを張っているから、致ち命めい的な損傷には至らない。

「敵の先せん端たん、もう目の前まで来ています！」

　そう情報幕僚が報告したのと同時に、旗艦を護衛するために配置された突とつ撃げき艦に巨大な剣けんが突き刺ささった。剣が振ふり抜ぬかれると光が突撃艦を満たし、そして、爆ばく発はつした。

　衝しよう撃げきが旗艦フィッシュライアの船体を激しく揺ゆさぶった。直後に、旗艦を狙ねらって敵の剣が振り下ろされる。さらなる振しん動どうにＣＩＣで悲鳴が上がった。

　それでも、まだシリングは無事だった。カルティエが二ふた股またの槍やりを振るい、逆に敵の突撃艦を貫つらぬいた。深く刺ささったために、抜き取ることができない。

　重力子フィールドの発動範はん囲いを広げて、弾はじき飛ばした。それからすぐに敵の突撃艦は爆発した。揺れが解消されるとシリングは部下を奮ふるい立たせるように立ち上がった。

「カルティエ、この旗き艦かんフィッシュライアを中心に、近くの三〇〇〇隻せきを集めてくれ。艦隊の境界線は私が埋うめる」

『了りよう解かいしました』

　敵味方の駆かけ回る戦場の中で、カルティエは移動と再編を同時に行った。味方を搔かき分け、敵の本隊を叩たたくために突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　旗艦フィッシュライアを狙ねらって、大量の敵突撃艦が押し寄せてくる。シリングは敵の司令官の判断に素す直なおに感心した。

　あくまで第三一、第三五星空師団の境目を突破する気のようだ。統制の取れた部隊の登場にも慌あわてる素そ振ぶりは見せなかった。

　クローバー艦隊の乱れていた最前線が、一本の糸で繫つながっているように、ひとつにまとまっていく。その中心に、カルティエが旗艦アロンダイトの存在を確かく認にんした。

『前線の敵部隊、約三〇〇〇隻。旗艦アロンダイトがいます』

　旗艦の指し揮き能力に対たい抗こうするには、旗艦をぶつけるしかない。それを敵の司令官はよくわかっている。

「危険です！　提てい督とく！　このままでは正面から敵艦隊とぶつかります！　フィッシュライアを最前線に出すなど」

　幕ばく僚りよう長が叫さけんだ。

「他ほかに敵の突破を止める方法はない！　カルティエ、最大船速だ！　敵を突つき飛ばす」

　指示に合わせて、二ふた股またの長なが槍やりを約三〇〇〇隻の突撃艦が構えた。

　矛ほこ先さきは旋せん風ぷうを巻き起こす敵艦隊の旗艦に向けた。

　ここで旗艦アロンダイトを討うち取れば決着はつく。

　だが、負ければ敵の撤てつ退たいは確実なものとなるだろう。

　雄お叫たけびを上げながら旗艦を中心として、両軍の三〇〇〇隻が駆かけた。周囲には敵や味方が入り乱れている。

　先せん端たんがぶつかり火花が散った。一いつ瞬しゆんで一〇〇隻近い船が爆ばく発はつした。ある艦は槍に貫つらぬかれ、ある艦は剣けんに切り倒たおされた。多くの命が散った。

「押し負けるな！」

　シリングが戦場に向かって吼ほえた。

　眼前には敵の突撃艦が二隻迫せまっていた。

「左さ舷げんは味方に任せろ！」

　戦せん闘とう幕僚の補佐官が叫んだ。

　閃せん光こうがスクリーンを駆け抜ぬける。

　旗艦フィッシュライアが槍を突き出した。敵の高周波対たい艦かん刀とうと真っ向からぶつかった。摩ま擦さつと振しん動どうで高周波対艦刀が赤く染まる。速度で勝まさっていたフィッシュライアが力で敵艦を弾はじき飛ばした。重心の狂くるった敵突とつ撃げき艦かんは、味方の艦隊にぶつかって停止した。そこにすかさず、第三一星空師団の二隻せきの突撃艦が攻こう撃げきを仕し掛かける。敵は二隻同時に貫つらぬかれ爆ばく発はつした。

　正面衝しよう突とつであれば、槍やりタイプの高周波対たい艦かん刀とうの方が有利だった。その力を遺い憾かんなく発はつ揮きした結果だった。第三一星空師団の損害が三〇〇隻なのに対して、敵艦隊はすでに八〇〇隻が宇宙の藻も屑くずとなって消えた。

　それでもなお、敵艦隊の前進は止まらない。敵の突撃を支える旗艦アロンダイトの姿が、シリングの目に映った。

　左側面を狙ねらって、第三一星空師団の突撃艦がアロンダイトに仕掛けた。両艦かん艇ていの高周波対艦刀が交差する。火花が散った。立て続けにもう一隻の突撃艦がアロンダイトを強きよう襲しゆうする。それをもう一本ある巨大な剣で、アロンダイトは受け止めた。そして、第三一星空師団の突撃艦の力を受け流し、アロンダイトは舞まうように螺ら旋せん軌き道どうを描えがいた。二本の高周波対艦刀を翼つばさのように広げ、その姿は剣けん舞ぶでも見ているかのように美しかった。直後、二隻の突撃艦が同時に切断され、爆発した。

　シリングの全身を稲いな妻ずまが走った。

「カルティエ！　フィッシュライアをアロンダイトにぶつけろ！」

　敵の旗艦を大人しくさせるには、それ以外に手がないとシリングは判断した。

「危険です！　それだけはご自重ください」

「もはや、敵の勢いをくじくには、他ほかに方法がない」

　幕ばく僚りよう長の進言を、シリングは一いつ蹴しゆうした。

　電子妖よう精せいのカルティエは、十数隻の艦艇だけを引き連れて、フィッシュライアをアロンダイトに向けて突撃させた。

　敵と味方の入り乱れる戦場を、フィッシュライアが一直線に駆かけた。二ふた股またの槍を突つき出し、アロンダイトを真正面から強襲する。

　第三一星空師団の動きに、即そく座ざに敵も反応した。二本の高周波対艦刀を持つ旗艦が、フィッシュライアと同様に、近くにいた十数隻だけをお供につけ、迎むかえ撃うつために突っ込んでくる。

　カルティエが周囲の突撃艦を先行させた。敵も同様に仕し掛かけてくる。それにより、両艦隊の旗艦は一直線に結ばれた。阻はばむ者はいない。

　両旗艦の接せつ触しよくを前に、シリングが吼ほえた。

「なぎ払はらえ！」

　二股の槍が横なぎにアロンダイトを襲おそう。だが、巨大質量による渾こん身しんの一撃は、アロンダイトに阻まれた。クロスした二本の高周波対艦刀が、フィッシュライアの槍を受け止めていた。

　一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたのち、両旗艦は弾はじけるように離はなれると、そのまま少し後退した。

『再度仕掛けますか？』

「いや、いい。敵艦隊の前進さえ止められれば、こちらとしては十分だ」

　シリングは自分の言葉に、興こう奮ふんが含ふくまれていることを自覚していた。敵旗き艦かんを沈しずめるつもりで仕し掛かけた。それが可能だと思っていた。だが、敵は見事にフィッシュライアの攻こう撃げきを凌しのいだ。全身にどっと汗あせをかいた。

　気持ちを落ち着けるように、口にした言葉を心の中で反はん芻すうした。クローバー艦隊の足は完全に止まった。目的は果たしたのだ。

　第三一、第三五星空師団の境界線に旗艦フィッシュライアがいる限り、敵艦隊がここを突とつ破ぱするのはもはや不可能だ。敵に突破するだけの力は、もう残ってはいないだろう。

　第三一星空師団の足も止まったが、これでよかった。速度の条件を同じにした段階で、シリングの勝利なのだ。あとは数で押せばいい。

　額の汗をシリングが拭ぬぐった。

　そこに緊きん張ちようしたカルティエの声が聞こえた。

『敵の第二波が来ます！』

　驚おどろきと焦あせり、それに疑問がシリングの体を駆かけ抜ぬけた。床ゆかに落とした視線を、即そく座ざに上げた。敵の第二波などあるはずがなかった。

　だが、カルティエは確かに敵を捕ほ捉そくしていた。旗艦アロンダイトの後方に、別の艦隊の姿があった。

「敵、エバンス艦隊です！」

　旗艦アロンダイトが、後方から駆けつけた旗艦ダインスレイフに道を開けた。

　わずか一七〇〇隻せきばかりのエバンス艦隊が、巨大な剣けんを振ふり上げる。禍まが々まがしい光を放っていた。

「カルティエ、前進だ！」

　下がれば敵に陣じんの突破を許す。

　シリングは素す早ばやくレーダーを確かく認にんした。エバンス艦隊を猛もう追ついしていた第一星空師団はすぐ近くだ。

「最初の突撃だけ防げばいい！」

　頭を押させてしまえば、後方からマスターズが追いつく。それで決着だった。

　だが、正面から迫せまるエバンス艦隊の突撃には勢いがあった。真まっ直すぐにこちらに駆けてくる敵艦隊には威い圧あつ感があった。数以上に、大きく、多く見えた。

　自らを奮ふるい立たせるように、シリングは檄げきを飛ばした。




　第三一星空師団が旗艦を中心にして作った部隊に、エバンス艦隊は迷うことなく正面からぶつかった。

「敵を貫つらぬき、退路を確保します！」

　レンが叫さけぶと同時に、両部隊は激突した。
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　エバンス艦かん隊たいの鋭えい利りな円えん錐すい陣じん形けいは、向かってきた第三一星空師団の突とつ撃げき艦を撥はね飛ばした。戦場の後方から駆かけ抜ぬけてきたエバンス艦隊は、勢いと速度で敵を圧あつ倒とうしていた。

　軍神の包囲網もうを破ったという自信も大きな力として加わっていた。

　艦隊が作る剣けん先さきは、深く敵の懐ふところに突つき刺ささると、そのまま腸はらわたを食い破るようにして、敵陣じんを貫つらぬいた。

　高周波対たい艦かん刀とうを振ふり上げ、振り回しながら、勝利の雄お叫たけびを上げて、エバンス艦隊の艦かん艇ていは退路を切り開いた。

　包囲網の中心に巨大な穴が空いた。

　崩くずれた第三一星空師団は、統制を取り戻もどすことができなかった。

　その隙すきに、クローバー艦隊の全艦艇が包囲網の突破を図った。もはや、彼らの勢いを阻そ止しする方法は残されていなかった。




　数分後、戦場からは生々しい人の意思が消えていた。

　あるのは薄暗い空間だけだった。

　軍神の目は、撤てつ退たいしていくふたつの艦隊の背中に向けられた。興味を抱いだいた者の目をしていた。

　最後までビソン星系に残った同盟軍のクローバー艦隊とエバンス艦隊は、ポルスレ星系へと繫つながるメトロゲートの彼方へと消えた。

　ゲートの消しよう滅めつまで、残り二分を切っていた。

『かの艦かん隊たいの司令官は、ロイ・クローバー。仕える電子妖よう精せいの名はコーデリア。旗艦はアロンダイト』

　マスターズはゆっくりと目を瞑つぶった。

『私たちに挑いどんできた司令官の名はレン・エバンス。電子妖精はオフィーリア。旗艦はダインスレイフというそうです』

　エルメスの報告に、マスターズはそうかとだけ答えた。視線は同盟軍が消えた虚こ空くうを未いまだに見据すえている。

　ビソン星系での戦いは、結果だけ見れば統合軍の勝利といえた。敵を撤てつ退たいさせ、敵よりも多くの船を沈しずめた。

　だが、旗艦パラディースフォーゲルのＣＩＣが、勝利の歓かん喜きに包まれることはなかった。釈しやく然ぜんとしない気持ちを、誰だれもが抱いだいていた。それは各幕ばく僚りようや補佐官の顔を見ればすぐにわかる。どんよりと曇くもった感情が、そのままＣＩＣの空気となって漂ただよっていた。

　そんな中、電子妖精エルメスは周囲に流されることなく、淡たん々たんと戦後処理を開始した。第一星空師団の被ひ害がい確かく認にんが終わると、即そく座ざに他ほかの師団長に状じよう況きよう報告を要求した。

　それから他の電子妖精の協力を仰あおぎ、消滅したメトロゲートの修復が可能かどうか演算を始めた。この答えはすぐに出た。可能、不可能の話だけをすれば、十分に可能な作業だった。だが、実際にメトロゲートを使用可能な状況にするには、安全確認等、様々な行程を踏ふまなければならない。それらの面めん倒どうな手続きを踏むくらいなら、一度オルキヌス星系に戻もどり、別ルートで共和国の首星系を目指した方が時間的に早いと判断された。

　それを見越こした上で、同盟軍はメトロゲートの破は壊かいに踏み切ったのだろう。

　敵の動きから見て、同盟軍にとってもメトロゲートの破壊は予定外の展開だったに違ちがいない。だが、そうだとすると、穏おだやかな気持ちではいられなくなった。戦場で敵を目の前にしながら、メトロゲートの破壊を軸じくにした撤てつ退たい戦を考えた者がいるのだ。

　それも、わずかな時間で。

『元げん帥すい』

　エルメスが呼びかけたとき、マスターズはまだ虚空の彼か方なたを眺ながめていた。

「ああ、オルキヌス星系に帰き還かんして仕切り直しだ」

　マスターズが煙草たばこを咥くわえても、エルメスは何も言わなかった。煙草の先せん端たんが赤く燃え、軍神が煙けむりを燻くゆらせる。

「……ロイ・クローバーに、レン・エバンスか」

　軍神のもらした独ひとり言ごとは、誰だれの耳にも届かなかった。




　──銀河星せい暦れき九九一年四月十九日

　この日のことを、のちにスタンリー・マスターズは『因いん縁ねんの始まった日』と語ることになるのだった。
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　クライスラーは無言で湯飲みを取ると、音を立てながら茶をすすった。司令官室の中にいるのは、白はく髪はつの総司令官と、電子妖よう精せいのベアトリスだけだ。

　湯飲みを机に戻もどすと、クライスラーは宙に浮いた立体映像のモニターに視線を戻した。羅ら列れつされた数字を見て、深いため息を吐ついた。内容はビソン星系における戦せん闘とう結果を数値化したものだ。戦せん艦かんの損害と、戦死者を数値で見せられると、厳しい戦いであったことが思い出された。

　戦いは公式に『ビソン会戦』と名づけられた。

　参戦した兵力は、同盟軍が約五万隻せき、将兵の数は約一五〇〇万人。銀河連合側がわが約一〇万隻、将兵の数は約三二〇〇万人だった。

　そのうち、同盟軍は一万隻近い船を失い、約二〇〇万人の将兵が命を散らした。共に九割が共和国軍のものだった。対する銀河連合統合軍の被ひ害がいは、約二五〇〇隻と大幅はばに同盟軍を下回った。敵艦の八割は、クローバー艦隊と、エバンス艦隊によって沈しずめられている。

　ふたりの若き提てい督とくの活かつ躍やくにより、同盟軍は辛かろうじて戦力を維い持じしたままビソン星系からの撤てつ退たいを果たした。特に、元コックの提督、レン・エバンスの働きには目を見張るものがあった。彼がいなければ、今こうして戦果の確かく認にんなどしていられなかっただろう。

　そのことはビソン星系での戦いに参加した誰だれもが実感していた。

　だが、戦いに敗れたという現実は、拭ぬぐいされるものではなく、二日が経過した今も、総旗き艦かんオートクレールの艦内には、鬱うつ屈くつした空気が流れていた。

「あのふたりがいなければ、撤てつ退たいすることもできず、今いま頃ごろ私たちは宇宙の藻も屑くずか、はたまた統合軍の監かん視し下に置かれていたことでしょうね」

　言葉を深く嚙かみ締しめるようにクライスラーが言った。戦せん闘とうデータの書類化を進めていたベアトリスが振ふり向いた。栗くり色いろの髪かみが揺ゆれ、少し困こん惑わくした表情をしている。

『クラウディオ・アレティーノを破った実力、本物なのかもしれません。私は偶ぐう然ぜんが重なった結果だと思っていましたが』

　作業の手は止めずに、ゆっくりとした口調で、ベアトリスが語った。同感ですと、クライスラーが深く頷うなずいた。それから、それにしてもと言葉を続け、途と中ちゆうで吞のみ込んだ。ベアトリスは言げん及きゆうしてはこなかった。聞くべきではないと判断したのだろう。

　元コックの提督の顔を思い浮かべ、クライスラーは恐おそろしいまでの才能だと、心の中で感想を言葉に変へん換かんした。

　少しの間を空けて、ベアトリスが話題を変えた。

『各艦隊からの報告書が揃そろいましたが、どうされますか？』

　主を労いたわる穏おだやかな目で、ベアトリスはクライスラーを見ていた。言葉の裏には、少し休きゆう憩けいを挟はさんではどうかという意味が込められている。

　電子妖よう精せいの気き遣づかいを悟さとった上で、クライスラーは報告書の提示を要求した。本当は休んでほしいという顔をしたあとで、本心を口には出さずに、ベアトリスはクライスラーに従った。

　立体映像のモニターが四つ、執しつ務む用の机の上に表示された。各艦隊の現状を知らせるものだ。ビソン会戦による影えい響きようがこと細かに記されている。損害はもちろん、配属された将兵の士気に至るまで、目を通せば現在の同盟軍の状態が把は握あくできた。

　順にデータを追っていたクライスラーが難しい顔をした。

　視線が左右に揺ゆれ動き、ふたつのデータを見比べている。やがて、納なつ得とくしたように、なるほどと呟つぶやいた。

　ベアトリスが主の声に首を傾かしげた。それから思い当たるところを口にした。

『気になさっているのは、艦隊ごとの士気の違ちがいですか？』

　クライスラーはゆっくりと頷いた。

　ビソン会戦で敗れたことで、同盟軍の士気はかなり低下している。多くの将兵が散ってなお敗れたのだ。当然の影響だった。

　だが、すべての艦かん隊たいの士気が下がっているわけではなかった。クローバー、エバンスの両艦隊は、敗北を味わったあととは思えない高い士気を維い持じしている。

　これから戦いに赴おもむこうという雰ふん囲い気きが報告書から伝わってきた。

　軍に長く身を置いているクライスラーにとって、報告の内容は実に不可思議なものだった。ただ、その理由は深く考えずとも導き出せた。

　確かに同盟軍はビソン会戦で敗れた。その戦場で、クローバー艦隊とエバンス艦隊だけは見事な活躍を披ひ露ろうした。そのため、両艦隊は敗戦を他ほかの艦隊と同様の形では認にん識しきしてはいないのだろう。自分たちは負けていないという感情すら垣かい間ま見みえた。事実その通りなのだ。

　だから、高い士気を維持していられる。

『あのお二方がいれば、この窮きゆう地ちを打開できるかもしれませんね』

　上辺だけではなく、ベアトリスの声こわ音ねには期待がこもっていた。クライスラーは堅けん実じつな電子妖精がアナログな発言をしたことに顔をほころばせた。

　あのふたりの若き司令官は、そう思わせるところがある。それはクライスラーも感じていることだった。

　司令官室に来客を知らせる電子音が鳴った。

　ベアトリスが即そく座ざに応対する。彼女が意味深な視線をクライスラーに向けてきた。確認せずとも、訪ねてきた人物がわかった。そもそも、呼び出したのはクライスラーの方なのだ。

　主の合図を待って、ベアトリスが司令官室の扉とびらを開けた。

　扉の向こうには、ロイ・クローバーが背筋をぴんと伸のばして立っていた。短く敬礼をすると、毅き然ぜんとした足取りで室内に進んだ。

　若い司令官は、部屋の中央で立ち止まった。再び、クライスラーに敬礼をする。

「ロイ・クローバー少将、出頭いたしました」

　それに、クライスラーも敬礼で応こたえた。

　ふたりの視線が真正面からぶつかる。室内がしんと静まり返った。

　敬礼を解くと同時に、クライスラーから話を切り出した。

「クローバー少将、出頭命令の理由は理解していますね？」

　ロイは総司令官から視線を外した。一度大きく息を吐はき、視線を戻もどすと同時に答えた。

「命令違い反はんの件でしたら、十二分に理解しています」

　淀よどみなくロイは言った。はっきりとよく通る声だった。

「なぜ、エバンス艦隊の救きゆう援えんに残ったのですか？　私は即そく座ざに撤てつ退たいするよう命じたはずです。違ちがいますか？」

　軍神の足止めに突つっ込んだエバンス艦隊は、敵てき陣じんの最深部にいた。彼らを救出して、撤退するのは困こん難なんな状じよう況きようだった。ひとつ間違えれば、同盟軍は壊かい滅めつさせられる戦局にあった。

　二〇〇〇隻せきを下回る味方艦を救出するために、多くの戦力を危険に晒さらすべき状況ではなかった。だからこそ、クライスラーは断腸の想おもいで、エバンス艦かん隊たいを見捨てる決断を下した。

　だが、ロイ・クローバーは戦場に残るという選せん択たくをした。軍では絶対とされる命令に反してまで。

「いかなる理由でも、命令違い反はんを正当化することはできません。処分は覚かく悟ごしております」

　質問とは違ちがう答えが返ってきた。模も範はん的な回答とも呼べるもので、クライスラーはその返答を実にロイらしいと感じた。

　普ふ段だんの態度は冷れい淡たんにも思えるが、そのロイの姿を、クライスラーは行き過ぎた実直さの現れだと理解していた。

　クライスラーが目配せをすると、軍務規定をベアトリスが読み上げる。

『命令違反があった場合、将官は一階級の降格、並びに、二週間の謹きん慎しんとする』

　通告が終わると、ロイは階級章に手を伸のばした。その手を、クライスラーが視線で制した。少し意外そうな顔を若い司令官は見せた。

「軍務局、総務局、それに最高議会……どこに少将の命令違反を報告したところで、降格処分が下されることはありません。もちろん、謹慎処分もです」

「戦局が劣れつ勢せいであるという現実から民衆の目を背そむけ、英えい雄ゆうなどという偶ぐう像ぞうに惹ひきつけておくためにですか？」

　ロイの口調には、明らかな侮ぶ蔑べつが込められていた。その言葉は、企業連盟上層部のやり方に苛いら立だちを感じながらも、何も変えられない彼自身に向けられたものに思えた。

「命令違反を揉もみ消すようなやり方は、少将のもっとも嫌きらうべきことでしょう。ですが、受け入れてもらいます。お咎とがめがないことを、今回は処分だと思ってください。あなたにはその方が罰ばつとなるはずです」

　じっとクライスラーの目を見据すえたあとで、ロイはわかりましたと口にした。

「それと、先ほどの質問には、答えていただけませんか？」

　少し迷った素そ振ぶりを見せたあとで、ロイは口を開いた。

「銀河連合統合軍を討うつのに、電子妖よう精せいオフィーリアとダインスレイフの能力が必要だと感じたからです」

　探るような目つきで、クライスラーは目の前の青年を見据えた。噓うそを言っているようには見えなかった。

「他ほかになければ、私からも総司令官に聞いていただきたい話があります」

　ロイを取り巻く空気の温度が下がった。一いつ瞬しゆんにして場を支配する器量をすでにロイは持っている。

　彼ならば企業連盟が後押しをする必要もなく、自らの力だけで英雄と呼ばれる存在になれるだろう。ロイ・クローバーには必要な資質がすべて備わっている。若さと能力に溢あふれ、そして、人目を惹ひきつける魅み力りよくがある。

「今後の戦略について、提案があります」

　常に先のことを考える頭と目も持ち合わせている。天がロイに与あたえたものは、計り知れないほどに大きい。さらに家いえ柄がらまでも揃そろっているのだ。

　すべてを持って生まれてきた天才。間ま違ちがいなく、ロイ・クローバーは選ばれた人間だった。

　青い瞳ひとみを見つめ返し、クライスラーは首を縦に振ふった上で答えた。

「聞きましょう。クローバー提てい督とくの戦略というものを」

　淡たん々たんと語り出したロイの戦略を聞きながら、クライスラーは次の戦いが、すでに始まっているのだと感じた。

　銀河連合統合軍の侵しん攻こうは、今もなお続いているのだ。




　クライスラーの下もとに届いた報告を証明するように、エバンス艦かん隊たいの旗艦、ダインスレイフの艦内に敗北の色はなかった。戦いの疲つかれはあっても、将兵の声には張りと明るさがあった。

　ビソン会戦で同盟軍は敗れた。だが、エバンス艦隊は負けていない。食堂を賑にぎわす将兵の姿を見て、ネリーは彼らがそう思っているのだと感じた。

　軍神スタンリー・マスターズを敵に回し、十分すぎる戦果を上げた。将兵が自分たちに自信を持ち、司令官であるレン・エバンスに信しん頼らいを寄せるのも無理はなかった。天才用兵家クラウディオ・アレティーノの撃げき破はに続き、大きな仕事をやってのけたのだ。

　今も隣となりのテーブルに着いた機関士と整備兵が、レンに対する賛美を口にしていた。レンの着任当時とはまるで態度が違う。

　将兵の会話が弾はずむ。

　食堂に本来の明るさが戻もどっていた。

　だが、ネリーの着いたテーブルだけは違っていた。表情は曇くもり、言葉が交かわされることもない。

　同じテーブルには、ＣＩＣの下部ブロックを受け持つ三人の参さん謀ぼうの姿があった。機関参謀のファルコ、航行参謀のギュネス、それに情報参謀のモンティーユだ。ネリーを含めた四人の参謀は、黙もく々もくと食事を口に運んだ。

　誰だれも一言もしゃべらなかった。ビソン会戦が終わってから、ずっとそうだった。軍務に必要な最低限のやり取りはあったが、その前後に世間話をすることはなかった。

　将兵たちが食事を終え、談笑しながら食堂を立ち去る。残ったのはネリーたちだけとなった。とたんに、室内の空気が変わった。他者の侵しん入にゆうを拒こばむような、圧あつ迫ぱく感があった。沈ちん黙もくが重苦しい雰ふん囲い気きを作っている。

　その様子を見かねたのか、料理長のトムズが調理場から出てきた。

　ネリーは食事をする手すら止めていた。

「今日の料理は、口には合いませんでしたかね？　司令官どのには好評だったんですが」

　コックの帽ぼう子しを脱ぬぐと、トムズは自分の左手にかぶせた。指人形のように、帽子を動かして遊んでいる。

　声をかけられたのに気づくと、ネリーはトムズの言葉を、首を左右に振ふって否定した。

「いえ、とてもおいしいと思います」

「味がわかっている顔には見えませんよ」

　図星を突つかれたのを誤ご魔ま化かすために、ネリーはムニエルを器用に切り分け、フォークで口に運んだ。味の方はトムズの言うようによくわからなかった。

　仕方がないといった顔で、トムズは調理場に一度戻もどった。それから、トレイに四つのカップを載のせて戻ってきた。

　そのときには、ネリーたちの食事は終わっていた。

　目の前にティーカップが置かれた。真しん紅くの紅茶が注がれている。他ほか三名の前にはコーヒーが用意されていた。ファルコとギュネスはブラックで、モンティーユのだけは、ミルクがたっぷりと入っている。

　各人の好みを理解した上での選せん択たくだった。

　トムズの心こころ遣づかいに、ネリーは目礼を返した。香かおりを十分に楽しんでからカップを口に運んだ。心ここ地ち良い熱さが喉のどを通り抜ぬける。

　重苦しい空気が少しだけやわらいだ。

　気を許したのか、ギュネスがぽつりと言葉をもらした。

「提てい督とくのような人を、天才と呼ぶんでしょうかね」

　誰だれかに投げかけた言葉ではなかった。ギュネスの声こわ音ねは、自分自身に言い聞かせているようにネリーには聞こえた。

「同じ人間のやったことだというのか、あれが。天才などという生易しいものではなかったぞ。この目には、化け物に見えた」

　その場面を思い出すように、ファルコが重苦しく語った。声は微かすかに震ふるえていた。モンティーユが顔を上げた。ネリーはカップの中の自分を見ていた。外見上は普ふ段だんと変わらない自分がそこにはいた。だが、気持ちが揺ゆれているのは嫌いやというほどに自覚していた。

　ここにいないシュトロブルも含ふくめ、五人の参さん謀ぼうは五人とも、敗北感に苛さいなまれていた。その対象は銀河連合統合軍ではない。司令官のレン・エバンスに対するものだった。

　ＣＩＣに身を置く参謀だけが見てしまったのだ。元コックの司令官が、ビソン会戦でどれだけのことをやり遂とげたのかを。

　同盟軍が窮きゆう地ちに立たされたとき、元コックの司令官は誰よりも早く動いた。同盟軍の全体を見通し、最良の策に打って出た。その提督を参謀たちは支えなければならなかった。負ふ担たんを減らし、問題があれば指し摘てきし、ときには諫いさめることもネリーたちの役割だったはずだ。

　それらの課せられた義務を、ネリーたちはひとつとして果たせなかった。

　レンの思考に誰だれもついていけず、与あたえられた指示をこなすこともできずに戦せん闘とうは終わりを迎むかえた。

　元コックの司令官についていけたのは、電子妖よう精せいオフィーリアだけだった。彼女に頼たよりきった戦闘だった。オフィーリアは艦かん隊たいの遠えん隔かく操作まで受け持っているというのに。

　住む世界の違ちがいをネリーは感じた。一体、あの切せつ迫ぱくした状じよう況きよう下で、レン・エバンスの目には何が映っていたというのだろうか。軍神に退路を断たれた時点で、ネリーの目の前には絶望しかなかったというのに。

「自分の力不足とは、考えたくない」

　無骨な機関参さん謀ぼうは、囁ささやくような声で、感想をもらした。ファルコは誰の顔も見ようとはしなかった。

　実績と経験に裏づけされた自信を、ファルコだけでなくどの参謀も持っているはずだ。ネリーもそうだ。戦術論に関しては、レンやロイとも張り合えるという自負があった。事実、レンや兄の考えを理解し、ときには思考を先回りすることもできた。

　すべては思い過ごしだったというのだろうか。

　ビソン会戦が終わって、ネリーはレン・エバンスを遠くに感じた。姿も見えないほどの遠くに。思考がまったく読めず、不安にさせられた。ファルコが化け物と形容した気持ちも理解できた。

　レンはどのタイミングで、撤てつ退たい戦の策を練ったというのだろうか。直感的に悟さとったとしか思えない。順序立てた理論を構築する時間はなかったはずなのだ。それなのに、レンは筋道の通った策を導き出した。それも、最善の。

　理解できるレベルの遥はるか上を、レンは歩いている。少なくともビソン会戦では、そうだった。だからこそ、誰もが言葉を詰つまらせた。人は理解を超こえた存在を、自分たちと同族とは扱あつかわない。人ではなき者にして、自分たちの立場を守ろうとする。そして、ビソン会戦を終えたことで、レン・エバンスは参謀たちにとって、理解を超えた存在となっていた。

　ネリーは紅茶の水面に映る自分を睨にらみつけた。

「エバンス提督がどうであれ、私には関係ありません。私は、私に与えられた軍務を遂すい行こうするために、自らを高めるだけです」

　声がわずかに震ふるえた。それをネリーは自覚した。手を固く握にぎると、心の中で自分を叱しつ咤たした。レンの才能に恐きよう怖ふすら感じている自分が許せなかった。そうありたいという想おもいを、あえて口にしたのは、ただの強がりに過ぎない。

　ネリーは誰の返事も待たずに立ち上がった。参謀の総意など必要ない。これはそれぞれが決着をつける問題だ。

「レン・エバンスが本物なら、思い知ることになるわよ。自分が凡ぼん人じんであることを」

　モンティーユが背中にかけてきた言葉はくたびれていた。

　ネリーは振ふり向かなかった。レン・エバンスの資質を確かめるために、ダインスレイフに乗ると決めたのだ。簡単に目を背そむけることを、彼女の矜きよう持じが許さなかった。今はその一点にすがるほか、自分を保っている自信がなかった。

　だから、一歩前に踏ふみ出した。重たい足を踏み出した。




　　　　　　　　２




　軍務局長を務めるグスターヴ・クローバー元げん帥すいの下もとに、ビソン会戦での戦果報告が届いたのは、今から一〇日前の出来事だった。急な慌あわただしさに見み舞まわれたグスターヴの周囲は、すでに落ち着きを取り戻もどしている。

　作戦会議室で姿を見かけることの多かったグスターヴも、この二、三日は、局長室の椅い子すに座っている時間の方が長い。今も、軍務局の局長室に、グスターヴの姿はあった。

　企業連盟の軍事行動を支える軍務局は、パンテーラ星系の惑わく星せいカリメアに本部がある。完成からまだ日も浅く、わずか半年程度しか経たっていない。そのため、地上一〇階、地下三〇階からなる軍務局は、内外共に真新しさが目立った。

　グスターヴは局長室の椅子に座り、戦略本部から提出された作戦書に目を通していた。

　机の上には立体映像で共和国領内の航路図が表示され、その上を同盟軍の艦かん隊たいが二手に分かれて移動している。

　概がい念ねん図ず上、上に向かった一方の艦隊を目で追っていると、電子音がグスターヴの耳を打った。するとそれまでの無表情が崩くずれ、グスターヴの瞳ひとみが悦よろこびに揺ゆらいだ。

　鳴ったのは秘ひ匿とく回線の着信を知らせるメロディだった。この局長室には全部で三つの回線が引かれている。ひとつは通常回線、ひとつは軍用回線、そして、最後が今鳴っている秘匿回線だ。この秘匿回線が使われるのはごくまれである。クローバー専用の回線なのだ。

　グスターヴは通話ボタンに指を伸のばした。通話の開始を告げる短い電子音が鳴り、メロディはぷつりと止まった。

「申し訳ありません。軍務に忙ぼう殺さつされ、こちらから連れん絡らくをするはずが遅おくれてしまいました」

　グスターヴは相手が誰だれかも確かく認にんせずに、悦びを胸に仕し舞まい丁てい寧ねいな口調でそう言った。

「謝罪など不要だ」

　戻もどってきた声は、わずかにしわがれ、年ねん齢れいを感じさせた。それでも、筋の通った気き迫はくが宿っている。自分に自信を持てない者に出せる声ではない。

「軍務局長の座と元げん帥すいの地位をお前にやったのは、戦争に勝つためだ。そこに力を注ぐことを咎とがめる理由はない」

　はい、とグスターヴは短く答えた。

「用件はわかっておろう？」

　確かく認にんは必要ないと理解していながら、グスターヴはコンソールを操作して、予定表を目の前に表示した。明日の五月一日の欄らんには、複数の予定が書き込まれていた。その中に、ひとつだけ赤文字で強調された項こう目もくがあった。

「取とり締しまり役やく会のことですか」

　話を振ふられるまで、頭に入れていなかったような反応でグスターヴは答えた。

「明日の取締役会で、老いぼれどもは、ロイの継けい承しよう順位を五番目以内には食い込ませるつもりでいる」

　ほう、それはまた大だい胆たんな、とグスターヴは素す直なおな驚おどろきを口にした。

　継承順位とはその呼び名のごとく、クローバーの次期元首を選定するためのものだ。現在、五〇番目までの数字持ちが存在しており、当然、一番目が最も有力な候補となる。

　話題に上がったロイは、今のところ一一番目という地位を与あたえられていた。まだ若じやく輩はい者ものであることを考こう慮りよすれば、過ぎた数字でもあった。

　それが、さらに五番目以内まで駆かけ上がる可能性があるという。大幅はばな順位の変動は、下位ではさほど珍めずらしくもない。だが、上位ともなると取締役会での正式な議題にも上がり、変動は慎しん重ちようになる。そのため、順位の入れ替かえ幅は著いちじるしく小さくなる。過去の例としては、ふたつ順位が変動したのが最高だ。その背景には、候補者と取締役会での裏取引や癒ゆ着ちやくも大きく絡からんでいた。

　純じゆん粋すいに実力があれば、継承順位が上に行くというものではない。わずか二十二歳さいという若さで、現在の地位をロイが手に入れられたのは、クローバーの直系であることはもちろんのこと、元首である祖父に気に入られているからに他ほかならない。

「元首は息子むすこの私ではなく、ロイを次期元首にと考えているのだ。いよいよ、ゆるりと構えている場合でもなくなったぞ」

　その声は確かな焦あせりを含ふくんでいた。父親であるアンソニーの動どう揺ようを受けて、グスターヴの態度はさらに落ち着いたものになった。秘ひ匿とく回線越ごしの父親を気にもせず、コーヒーカップを口元に運んだ。

　香かおりを堪たん能のうし、それからゆっくりと口をつける。苦味を味わうように飲み下し、それからようやく、アンソニーに対する返答を述べた。

「順位一番目の父上が、心配されるような事態ではありますまい」

　還かん暦れきを五年前に迎むかえた父は、末弟ロイの三倍も生きている。その父が自らの子を警けい戒かいしているのだ。次期元首の座を奪われるのではないかと。それがグスターヴには滑こつ稽けいに思えた。

「今、ロイが順位を上げるのは仕方のないことです。企業連盟全体として、ロイを英えい雄ゆうに仕立て上げる必要があるのですから」

　統合軍との戦争は未いまだに圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようにある。民衆の目を他に向けさせるために、まだロイの存在を利用しなければならない。

「当然理解している。だが、この状じよう況きようを元首の意向を強く汲くむ取とり締しまり役やくの老人どもに利用されているではないか」

　数分前に電話をかけてきたときとは一転して、父の声は感情的になり、クローバー元首の座を欲する野心が剝むき出しにされていた。

　グスターヴは父の変化を楽しむように、口元で笑って見せた。能力の面で見ても、状況から見ても、ロイが順位を上げるのは当然の結果だ。それを騒さわぎ立てたところで、どうにもならないことをグスターヴは理解していた。今、時代はロイを押し上げる方向へと流れているのだ。この潮流を力でせき止めるには、莫ばく大だいな労力が必要となる。世論もロイに味方する状況で、下手な行動を取れば、身を滅ほろぼしかねない。だから、今は関かん与よしないことが最良の選せん択たくであるとグスターヴは結論づけていた。

　すでに態度を決めているため、グスターヴはアンソニーよりも、よほど冷静でいられた。それに、末弟の順位がどれだけ上がろうと、最後の一手だけ抑おさえてしまえばいい。元首の座につく瞬しゆん間かんだけ阻そ止しすればいいのだ。途と中ちゆうで勝っていることに意味はなく、最後に勝っている者が勝者なのだから。

「保守派に大きな顔をされるのは、お前とて不ふ愉ゆ快かいだろう」

「それは……確かにその通りではありますね」

　銀河系第二位の資産額を誇ほこるクローバーは、この一〇年ほど、ふたつの違ちがう運営思想によって割れていた。

　ひとつは元首であるウィリアム・クローバーの方針を尊重した保守論だ。企業の運営に革新的な要素は不要とし、効率よりも社会還かん元げんを重視した、社会との一体化を目指す姿勢である。これは、クローバーが代々受け継ついできた企業の伝統でもあった。企業は企業のみで存在できるわけではない。健全な社会があり、その中で共に生きるからこそ、より発展し、成長していける。社会を無視した企業は、やがて社会によって淘とう汰たされていく。組織とは常に社会との共生があってこそ存続できるのだという考え方だった。こちらは、古参の取締役が支持している。

　もうひとつは、生産力を向上させ、効率と利益を重視する革新論だ。資本の回らない分野から速すみやかに撤てつ退たいし、儲もうけの出る分野に労力を集中させる。社会還元を行うにも、その母体であるクローバーが弱体化しては意味がない。社会を健全な方向に導くには、クローバーは常に絶対的な力を持ち続けなければならない。ゆとりのない者に、他人を心配する余よ裕ゆうなど生まれはしないのだ。だから、その土台となる利益を追求すべきであるという考え方だった。こちらは、グスターヴを含ふくめた比ひ較かく的てき若い層が支持していた。

　こうした背景を作ったのには、現在、銀河系第一位に君臨するミレニアムの存在が大きく関かん与よしていた。

　問題が表面化したのは、銀河星せい暦れき九八一年度、三月のことだった。この年の決算で、クローバーは一度も譲ゆずったことのなかった最高位の地位を、ミレニアムに奪うばわれたのだ。原因は、直接的に収益の出ない公共機関の予算強化にあった。これにより、治安の悪かった地域に、警察施し設せつが生まれ、住人たちからは盛大に感謝をされた。利用者のあまりいない地方に、道路や鉄道機関を新たに建設し、完成を待ち望んでいた人々からは、今もクローバーに感謝の声が届けられている。だが、その横で、ミレニアムは儲もうけ重視の運営を行い、ついにはトップに躍おどり出たのだ。

　初の敗北を味わった一〇年前からずっと、クローバーは二位という立場に甘んじている。それを中ちゆう堅けん層は容よう認にんできずにいた。三十代、四十代といった働き盛りの頃ころに味わった敗北を消し去りたいのだ。何より、クローバーこそ世界最高位であるという自負もあった。

　そうした状じよう況きようが運営方針の変へん更こうを促うながす動きを急速に育てた。

　今では高位の継けい承しよう権を持つ者の中で、旧体制維い持じを唱えるのは末弟のロイしかいない。アンソニーとグスターヴが結けつ託たくし、祖父の意向を強く汲くむ保守派は、継承順位からひとりずつ駆く逐ちくしたのだ。

　だからこそ、保守派は最後の砦とりでであるロイを元首にしようと画策している。自分たちの意思を、今後もクローバーの意思とするために。

「時期を見て、計画を実行に移せ。人や金が足りなければ私の方で用意する」

「ご安心のほどを、父上。準備の方は滞とどこおりなく進めております。次期元首になるのは、ロイではありません」

「頼たよりにしているぞ」

　念を押すような父の言葉が、グスターヴの耳に届いた。その神経質な声に、グスターヴは薄うすく笑った。

　グスターヴの返事を待たずに、秘ひ匿とく回線は途と切ぎれた。

　静せい寂じやくの訪おとずれた室内に、グスターヴの笑い声が響ひびき渡わたった。

「父上、あなたは元首の器ではない。警けい戒かいすべきはロイではないということに、まるで気づかないのですから」

　コーヒーの残りを全部飲み干すと、今度は通常回線で連れん絡らくが入った。出ると外の受付からで、次男のフィリップ・クローバーの来訪を告げるものだった。

　案内するように返答し、グスターヴは再び作戦書に視線を戻もどした。

　作戦書自体は、戦略本部を経由しているが、前線に出ている宇宙艦かん隊たい総司令官であるクライスラー元げん帥すいから届けられた策である。それを戦略本部が精査、吟ぎん味みしたのちに、軍務局長のグスターヴには提出されていた。

　すでに許可は下してある。グスターヴに課せられた職務も全まつとうした。本来なら、改めて見直す必要のある作戦書ではない。

　わざわざ忙いそがしい時間の合間を縫ぬって、作戦書を開いたのは、この戦略を立てた人物に、思うところがあったからだ。

　内容を確かく認にんした瞬しゆん間かんに、クライスラーの考えでないのはすぐにわかった。安定した指し揮き能力と判断力を持ち合わせてはいるが、クライスラーは斬ざん新しんかつ大だい胆たんな戦略を立てるような人物ではない。常に、勝つことよりも、まず負けないことを念頭においた戦い方をする慎しん重ちような人物だ。だからこそ、信しん頼らいされ、企業連盟の宇宙艦かん隊たい総司令官に任命されたのだ。グスターヴも推すい薦せんしたひとりで、共和国軍にいた時代から、クライスラーのことは認めていた。

　やはり、ロイの立てた戦略なのだろう。

　弟が有能であることは、もう一〇年も前から感じていた。教えられたことはすぐに覚え、自分のものにしていく高い順応性を秘ひめていた。何より、自分と同じ匂においをグスターヴは、兄弟や一族の中で、ロイにだけ感じた。

　自信家であり、大だい胆たんであり、それでいて冷静。人目を惹ひきつける魅み力りよくにも溢あふれている。それは民衆からも絶大な支持を受ける現クローバー元首の祖父にもよく似ていた。

　扉とびらの外から秘書の声が聞こえた。入室を許可すると、扉はスライドして開いた。

　次男のフィリップが軽快な足取りで局長室の床ゆかを踏ふんだ。

「ご無ぶ沙さ汰たしております。兄上」

　フィリップの口調は、毎朝の挨あい拶さつのように簡素で味気のないものだった。三ヶ月ぶりに顔を合わせたと思えない。だが、それに対するグスターヴの反応は、さらに淡たん白ぱくだった。ああ、と答え、ソファに座るように促うながした。

　フィリップがソファに腰こしを下ろすと、その重みでソファが深く沈しずんだ。数ヶ月前に、グスターヴが見たときよりも、フィリップは一回り大きくなっている。スーツも特注品だろう。女性ならフィリップの穿はいているズボンに、四人は入れるのではないだろうか。脂あぶらぎった額と、きっちりと真ん中で分けられた頭とう髪はつが、ライトの光を反射していた。

「ご希望の通り、ドミニク・アフネル准じゆん将しようを、戦略本部から宇宙艦隊に異動させておきましたよ」

　フィリップは総務局人事部の人事次長を務めている人物だ。企業連盟の発足前までは、クローバー各社の人事担当をやっていた。その流れで、総務局の人事部に配属されることになった。

　グスターヴから見ても、フィリップは他人を見る目には長たけている。同時に、相手の隠かくしたがっているものを見たがる厄やつ介かいな好こう奇き心しんの持ち主でもあった。そして、興味を抱いだいたことには、どこまでも無神経になれるのだ。

「それとレン・エバンスの件ですが、ご要望の少将とまではいきませんでしたが、准将への昇しよう進しん手続きは完かん了りようしました」

「そうか、よくやってくれた」

　企業連盟の軍務規定には、敗戦による昇進は認めないと書かれている。フィリップは平気な顔をして話をしているが、人事部内でも大いに揉もめたはずだ。グスターヴが昇進の打だ診しんをしてから、今日で六日。決断の早い企業連盟にしては、協議に時間もかかっていた。

「しかし、少し意外ですね。兄上が素す性じようの怪あやしい提てい督とくに目をつけるとは」

　口調は質問を含ふくんでいるが、フィリップの顔はグスターヴの思おも惑わくを理解しているように見えた。

「企業連盟は未いまだに苦しい立場に置かれている。民衆の目を、もうしばらく現実から逸そらしておく必要があろう」

「表向きの理由はそうですね。僕も人事部の幹部連中を説き伏ふせるのに、その建前を口にしましたから」

　弟の態度にグスターヴが不ふ機き嫌げんな顔をした。自分を試ためすような物言いが、実に不快だった。それを悟さとったフィリップはそれ以上の言げん及きゆうを避さけた。

　それから、フィリップが無言でレンの辞令書類を差し出した。グスターヴも無言で許可印を押した。

　これで、レン・エバンスの昇しよう進しんは確定した。准じゆん尉いとなって二ヶ月足らずで准将にまでなったのだ。

　新たにレン・エバンスに与あたえられた地位を、グスターヴは過大なものだとは思っていなかった。これまでに上げた戦果を見れば、レン・エバンスの類たぐいまれな才能は理解できた。そして、レンの持つ能力こそ、今グスターヴが最も欲しているものだった。

　才能溢あふれる末弟に、対たい抗こう馬ばとしてレンをぶつけるのだ。

　権力の集中を防ぐには、誰だれかと分散させるのが一番だ。その役目を十分に果たせそうな人材を、グスターヴはようやく見つけたのだった。

　それに今後様々な事態に対応するために、有能な人間を手元に引き込んでおきたいという欲もあった。同じクローバーの名を持つ者でも、末弟のロイはグスターヴのために動く駒こまにはなり得ない。

　様々な思おも惑わくが入り乱れる企業連盟の中にいて、レン・エバンスはまだ誰の手て垢あかもつかずに残っている。実力の真しん偽ぎを見極きわめるために、誰もが傍ぼう観かんを決め込んでいた結果だ。

　その先手を打っておきたいという思いがグスターヴにはあった。だから、敗戦における異例の昇進を認めさせたのだ。

　グスターヴの後押しがあったという情報は、当然レンの耳にも届くようにしてある。周囲の状じよう況きようが自分の思い通りであることに、グスターヴは余よ裕ゆうの笑えみを浮かべた。

　話題を探すように泳いでいたフィリップの目が、机の上に展開されていた作戦書に向けられた。

「これが今後の作戦ですか。確かに降下作戦まで含ふくめると、ドミニク・アフネル准将を異動させたのは納なつ得とくですよ」

　グスターヴも弟に合わせて、作戦書を視界に入れた。

　同盟軍の狙ねらいは、統合軍を共和国領から撤てつ退たいさせることにある。そのために、同盟軍は統合軍の補給線を断ち、これ以上の共和国領侵しん攻こうは無理だと、統合軍に思わせなければならない。それを実現するための戦略が、作戦書には記されているのだ。

　現在、銀河連合統合軍は、最初に制圧したオルキヌス星系まで艦かん隊たいを退いていた。統合軍が共和国を陥かん落らくさせるつもりなら、最終的な目的地は、首星アドニスとなる。その首星アドニスがあるリュンクス星系に行くには、ビソン星系から引き返さずに、ポルスレ星系を経由した方が速かった。だが、メトロゲートを同盟軍が封ふう鎖さしたために、オルキヌス星系まで戻もどるしか道がなくなったのだ。

　今、オルキヌス星系からリュンクス星系に到とう達たつする道は、一本に絞しぼられている。オルキヌス星系からまずはポルゴ星系へと向かい、今度はそこからマクロプース星系に足を進める。マクロプース星系には、リュンクス星系に繫つながるメトロゲートがあるため、それを使用して攻せめ込んでくるしかない。

　防衛する側がわとしては、戦力を一極に集中できるために、準備をしやすい状じよう況きようになったといえた。ただ、オルキヌス星系に到達するルートがひとつしかないということは、同盟軍にとっても悩なやみの種だった。

　統合軍の補給線の要かなめであるオルキヌス星系を奪だつ還かんしない限り、補給線を断つという戦略は大きな意味をなさないのだ。同星系を攻略するには、統合軍の本隊の侵しん攻こうを回かい避ひした上で、オルキヌス星系に到達できるルートがどうしても必要だった。途と中ちゆうで、敵艦隊に鉢はち合あわせるようなことがあってはならない。数で劣おとる同盟軍は、オルキヌス星系に到達するまでに、壊かい滅めつさせられてしまうだろう。

　戦略本部での会議の議題は、オルキヌス星系到達のためのルート選定に終始した。だが、企業連盟が誇ほこる頭脳を結集したところで、答えが導き出されることはなかった。遅ち々ちとして進まない会議に、解決策を提示してきたのは、前線で艦隊を指し揮きしているクライスラー元げん帥すいだった。

　クライスラーから提出された作戦書を見た瞬しゆん間かん、戦略本部の面々は、口々に唸うなり声を上げた。驚おどろきを含ふくむ者もいれば、冷笑交じりの者もいた。グスターヴだけは表情も崩くずさなければ、何の感想も口にはしなかった。

　ただ、見た瞬間、ここで交かわされたどの方法よりも現実味があると判断できた。

「しかし、状況は理解していますが、よくソウハク・コウユウがノウスベルンの通過を承しよう諾だくしましたね。中立とは他国の戦争にも関かん与よしないということでしょう」

「恐おそらく、公式文書においては、二万隻せきの商船ということにでもするのだろう」

　オルキヌス星系への航路は、中立宗教国ノウスベルンを通過すると記されていた。

　ノウスベルンとの国境付近には、同国が警けい戒かい態勢を取って、約六万隻からなる守護船団を派は遣けんしてきている。その原因を作ったのは、天才用兵家クラウディオ・アレティーノだ。彼がカプレオラ星系から帰き還かんする際に、無断でノウスベルンの国土を侵おかしたために、ノウスベルンも神経質になっていた。

　アレティーノと同様の手段で、ノウスベルン領内を通過し、オルキヌス星系を目指すなど不可能だ。ノウスベルンの土地を侵した瞬しゆん間かんに、法王の軍勢に駆く逐ちくされてしまう。それが戦略本部の考えだった。

　だが、グスターヴは作戦書を深く読み込まなくとも、ノウスベルンとの交戦を回かい避ひする方法にはすぐに気づいた。今、同盟軍にとっての敵は統合軍であり、中立宗教国ノウスベルンではない。そして、もし、同盟軍が統合軍に敗れ、企業連盟や共和国が銀河連合に吸収された場合、その影えい響きようをもっとも強く受けるのはどの国だろうか。直接的には、当事者である銀河連合や共和国、それに企業連盟となる。だが、間接的、もしくは将来的にもっともこの戦争の影響を受けるのはノウスベルンなのだ。銀河系三大勢力のひとつである人民共和国が銀河連合に吸収されれば、長年三国で保っていた均きん衡こうは崩くずれる。天てん秤びんは銀河連合に大きく傾かたむくのだ。そうなれば、今後、ノウスベルンの立場は悪くなる一方だ。三国あったからこそ、互たがいが牽けん制せいし合うことで、戦争の歯止めにもなっていた。一国に攻せめ込んだ隙すきを、もうひとつの国に狙ねらわれる危険があるため、これまで大規き模ぼな遠えん征せいは回避されることも多々あった。だが、共和国がなくなることで、銀河連合は後方を気にすることなくノウスベルンに侵しん攻こうできるようになるのだ。

　その事態は、ノウスベルンにとって歓かん迎げいすべきことではない。客観的に今回の戦争を見ているノウスベルンは、もっと早くに気づいていたはずだ。他国の戦争が、やがては自国に大きな波は紋もんを呼ぶことに。

　軍神と渡わたり合うほどの頭脳を持つ法王ソウハク・コウユウならなおさらだ。

　だから、中立宗教国との間に、交こう渉しようの余地があるとグスターヴには思えた。そして、交渉はグスターヴの思おも惑わく通りに、無事成功した。同盟軍は、二万隻せきに限り、ノウスベルン領の通過を許された。

　グスターヴの視界の中で、ふたつに分かれた同盟軍の艦かん隊たいのひとつが、ノウスベルン領内を通過していく。その様子をフィリップが愉たのしそうに見ていた。

「歴代の法王とは違ちがい、ソウハク・コウユウが堅かた物ぶつでなくて助かりましたね」

「その分、高額の通行料を要求されたがな」

「たかだか、領内の通過では、高額とはいえ、知れたことでしょう」

　口調は興味なさそうだが、フィリップの態度は違っていた。身を乗り出して、額を教えてほしいと訴うつたえている。

　その顔を、グスターヴは弟ながらに醜みにくいと思った。その感情を寸すん分ぶんも表面には出さずに、グスターヴはコンソールを軽く操作した。すると、フィリップの前に小さな立体映像のパネルが表示された。

　それを見た瞬間、フィリップがぎょろっとした目を見開いて絶句した。

　無理もない。小国の国家予算など軽く凌りよう駕がする額なのだ。クローバーに生まれた手前、フィリップも高額の数字を見る機会は多い。一般人とは金銭感覚が違ちがっている。国や企業が持つ額くらい、見慣れていたはずだ。

　だが、そのフィリップをも、呆ぼう然ぜんとさせた。グスターヴも最初に見たときには、桁けたが間違っているのではないかと思ったくらいだ。

　それほどに、ノウスベルンが要求してきた通行料は常じよう軌きを逸いつしていた。

　魚のように何度か口をぱくぱくさせたのち、フィリップはようやく言葉を口にした。

「これだけの額、一体どこの予算で？」

　すでに瞳ひとみの色は、驚おどろきから好こう奇き心しんに塗ぬり変わっていた。総務局の人事次長の立場であれば、企業連盟の持つ総予算くらいは把は握あくしている。その中に、提示された額を捻ねん出しゆつできる部署は存在しない。だから、フィリップは興味を抱いだいたのだろう。

　グスターヴが答えを溜ため込んでいると、フィリップの視線が左右に泳いだ。

　彷徨さまよっていたフィリップの目が、再びグスターヴを見た。ひとつの確信を得ている目をしていた。

「クロワ・デュ・シュッドですか」

　ああ、と短く口にしながら、グスターヴは頷うなずいた。かの企業は、表向きは企業連盟とは無関係を装よそおっているが、資金面では深く繫つながりを持っている。ミレニアム、クローバーに次いで三番目の出資者なのだ。
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「しかし、それにしても、よくクロワ・デュ・シュッドが出しましたね」

「フェリシア・ランシエン嬢じように話を持ちかけたら、すぐに応じてくれた。ロイの力になれるならとな」

　小こ娘むすめを笑い飛ばすような顔で、フィリップが口元を歪ゆがめた。

「なるほど、そこから切り崩くずしたわけですか。ですが、いかにクロワ・デュ・シュッドの姫ひめとはいえ、彼女の一存でこの額は動かないでしょう」

「当然だ。我々に貸しを作る好機だとでも思ったのだろう。金で買えるのなら、安い買い物だからな」

　納なつ得とくした顔で、フィリップは頷うなずいた。

　グスターヴは作戦書を閉じると、フィリップを見据すえた。それを受けて、フィリップは立ち上がると、グスターヴの前までその巨体を運んできた。

　それから周囲をきょろきょろと見回した。

「盗とう聴ちようの心配はない」

　フィリップはポケットから取り出したハンカチで額の汗あせを拭ふいた。一度、大きく唾つばを飲のみ込んでから、ようやく口を開いた。

「明日の取とり締しまり役やく会の準備は万全ですよ。父上はロイの方ばかりを気にしていて、僕たちの動きにはまったく気づいていません」

「そうだろうな。お前が来る前に少し話をした。頼たよりにしていると言われた」

「昔から父上は、兄上がご自じ慢まんの様子でしたから」

　フィリップの言葉に、グスターヴは小さく鼻で笑った。

「最終確かく認にんですが、明日動いてよろしいですね」

「ああ」

　グスターヴの返事を待って、フィリップは一歩下がったのちに、扉とびらの方を向いた。それから来たときと同じように軽快な足取りで出ていこうとする。

　扉を目前にして、フィリップは立ち止まると、丸い体を捻ひねって振ふり向いた。

「明日の取締役会が終われば、兄上は晴れて継けい承しよう順位の第一位となります。関係者へのコメントは考えておいてください。それと父上への言い訳も」

　それだけ言うと、フィリップは部屋から出ていった。代わりに秘書が室内にやってきた。

「よろしいのですか。あの方を信用しても。仮にも継承順位の三番目に名を連ねているのですよ？」

「心配は無用だ。フィリップは自分が元首の器でないことを知っている。トップに立てば、私やロイのような人間に、すぐに潰つぶされることを熟じゆく知ちしている」

　だから、自分では上に立とうとはせずに、トップに立つ者に擦すり寄ってくる。力ある者の下につき、ある程度の自由があれば満足なのだ。人を見る目に長たけ、そして、自分を見る目にも長けていた。だから、フィリップは誰だれかの下につく選せん択たくをしているのだ。弟の生き方を、グスターヴは長年見てきたからわかる。要するに、頭の切れる臆おく病びよう者ものなのだ。狡ずる賢がしこく、甘い汁しるを吸うためには、無様を晒さらすことも厭いとわない。それはグスターヴが軽けい蔑べつ視する人種でもあった。

「ですが、いつ裏切るかもわかりません」

「私が頂点にい続ける限りは、裏切ったりはしない。あれはそういう男だ。それに、欲を出し、裏切るようなら、そのとき排はい除じよすればいい」

「グスターヴ様がそう仰おつしやるのでしたら……」

　まだ不満そうにしながらも、秘書はそれ以上何も言わなかった。ただ、白くて細い指を、肘ひじ掛かけに載のせたグスターヴの手に絡からめてきた。それをグスターヴはしたいようにさせた。

　もはや、視界にも頭にも、秘書の存在など入れてはいなかった。目に映るのは、頂上まで繫つながる階段だけだ。それも残すところあと数段と迫せまっていた。

　だが、それでも油断することなく、グスターヴはこみ上げる愉ゆ悦えつを心の中に秘ひめた。
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　次の作戦指示を、企業連盟の艦かん隊たいは軍務局から、共和国軍の艦隊は防衛省からそれぞれ受け取っていた。指示系統が統一されていないのは、同盟締てい結けつを急いだあまりに起きた弊へい害がいだったが、今回に限ってはさして大きな問題は生じなかった。

　その理由は、指示された内容が、元々クライスラー元げん帥すいから提出された戦略であり、全五艦隊の提てい督とくは、事前にその内容を知っていたからだ。

　戦力の配置等に、若干の修正は見られたが、ノウスベルン領内を経由して、オルキヌス星系を目指すという戦略構想はそのままだった。

　ビソン星系から撤てつ退たいしたのち、企業連盟はルトラ星系まで軍を退ひいた。軍港リトル・アルプで、補給と再編を行うためだ。同様に共和国軍はリュンクス星系の首星アドニスに帰き還かんしている。

　リトル・アルプの桟さん橋ばしに足を下ろすと、ネリー・クローバーは周囲の様子を見回した。今は船体の調整作業の最中にあるため、港の中は完全に無重力状態となっていた。整備兵が確かく認にん用のパネルを持って、軽々と宙を舞まう。点検が済むと、すぐに次の場所へとまた飛び立った。その様子は、花の蜜みつを集める蜜みつ蜂ばちのようでもあった。

　ネリーは高周波対たい艦かん刀とうの裏側がわに整備兵が隠かくれるまで見送ると、ようやく本来の目的を思い出したように歩き出した。

　港の中は、補給物資の運うん搬ぱんから、艦かん艇ていの移動、それに部隊の変へん更こうを言い渡わたされた人間が歩き回っており、慌あわただしい印象が強かった。だが、これでもネリーの目には、随ずい分ぶんと落ち着きを取り戻もどしたように見えた。

　企業連盟の三艦かん隊たいがリトル・アルプに帰き還かんして、五日が経過している。今日の日付は五月五日。帰還した当初は、現在の状じよう況きように、怪け我が人にんの搬はん送そうや、生存者の確かく認にんといった慌あわただしさが加わっていた。

　それに比べれば、ネリーが感じた通り、静かにはなっているのだ。

　将兵の心境にもゆとりができ始めている。その証しよう拠こに、ネリーも周囲に意識を傾かたむける余よ裕ゆうが戻もどっていた。

　耳を傾ければ、元コックの司令官の話題ばかりが聞こえてきた。エバンス艦隊の将兵は、自らの司令官を賛美の言葉で飾かざった。レン・エバンスの部下であることを、誇ほこりだと言う者さえいる。他ほかの艦隊に所属する将兵も、ビソン会戦における英えい雄ゆうの姿を一目見ようと、ダインスレイフの停てい泊はくする港に足を運んできていた。元コックの司令官は、一いつ瞬しゆんにして、同盟軍の中心人物となった。

　話題の追い風となったのは、人事部からの辞令だった。ビソン会戦に参加した一五〇〇万人の将兵の中で、レン・エバンスだけが昇しよう進しんを果たした。それも、四階級も。レンは准じゆん佐さから准将となった。ぎこちない手つきで軍服の襟えり元もとに階級章をつけたレンの姿が、ネリーの脳裏によみがえった。階級章が曲がっているとオフィーリアに指し摘てきされ、口をへの字に曲げて直していた。同盟軍を救った英雄の顔には見えない。だが、レンは同盟軍を救ったのだ。

　レン・エバンスの異例の昇進は、リトル・アルプに蔓まん延えんしていた鬱うつ屈くつした空気を、消し去る役目も果たした。持ち上げられていくレンを、民間人だけではなく、将兵たちも、英雄として見るようになってきていた証あかしだった。

　それらの雰ふん囲い気きに反し、ダインスレイフの参さん謀ぼうたちは、上官の昇進に対して形だけの祝しゆく辞じを述べただけだった。他の将兵と同様に、素す直なおに賞賛の言葉をかけられる心境ではなかった。

　オフィーリアだけが、レンに心からお祝いわいの言葉を贈おくった。そのオフィーリアの純じゆん粋すいな笑え顔がおを、ネリーは美しいと思った。わだかまりにまみれた今の自分には、到とう底てい真ま似ねのできるものではなかった。

　通り過ぎた兵が、レンの名を口にした。名を聞くだけで体が反応してしまう。将兵たちが話題に上げるのとは別の理由で、ネリーはレンを意識していた。そのことを、ネリー自身も自覚している。

　他人に頭の中を支配されるのは、初めての経験だった。その相手が、元コックの司令官になるとは、予想もしていなかった。考えないようにしても、気がつくとレンのことを考えている。

　背後に遠ざかっていく将兵の談笑を断ち切るために、ネリーは耳を閉ざした。

　港のブロックを抜ぬけると、ネリーは軍港の宿舎の方に足を進めた。狭せまい通路を足早に通過し、セキュリティのかかった扉とびらをふたつ突とつ破ぱする。すると、奥行きのある部屋に到とう着ちやくした。そこは射しや撃げき場だった。軍港に赴ふ任にんした兵が、訓練用に使用するための場所である。

　だが、今は誰だれもいなかった。それもそのはずだ。軍港に在ざい籍せきする兵は皆みな、企業連盟の三艦かん隊たいの補給と再編に駆かり出されている。今の彼らには、訓練に勤いそしむだけの時間は与あたえられていなかった。

　逆に、各艦隊所属の将兵は、待機任務だけが課せられ、事実上の休息が与あたえられている。再び戦地に赴おもむく前のわずかばかりの安らぎの時間だった。だが、銀河連合という名の危機が、今なお取り払はらわれていない状じよう況きよう下で、心身ともに休息を得られる将兵はまれだった。ネリーも安あん穏のんとしていられずに、ダインスレイフを出てきたのだ。

　何より、ビソン会戦で味わった無力感を、何かに集中することで少しでも拭ぬぐい去っておきたいという本音もあった。

　そのため、ネリーはリトル・アルプに戻もどってから毎日のように射しや撃げき場を訪おとずれていた。銃じゆうを手にすれば、今の自分の集中力が推おし量はかれた。集中していなければ、弾だん丸がんは的の中心を外す。実にシンプルでわかりやすい。

　呼吸を整えてから、ネリーは的の前に立った。自動拳けん銃じゆうをベルトから抜ぬき、流れるような動作で構える。右手に握にぎり、左手を添そえた。無重力下でも、足の踏ふん張りが利きくように、右足を半歩だけ後ろに下げる。

　トリガーに指をかけ、狙ねらいを定めた。あとは撃うつだけだ。

　そのとき、室内の別の場所で銃声が鳴った。ネリーは驚おどろいて身を縮ちぢめた。それから即そく座ざに周囲を確かく認にんする。誰もいないと思っていた射撃場の一番奥にいたのは、兄のロイ・クローバーだった。予想外の人物がいたことに、ネリーは不思議なものでも見ているような無防備な顔をした。安全装置を無意識に戻し、トリガーを引けないようにする。そのまま自然な流れで、銃を腰にしまった。

　ネリーの視界の中で、ロイは立て続けに全弾を撃ち尽つくした。銃声が鳴りやむのを待って、ネリーはロイに歩み寄った。近くまで行っても、ロイは気づかなかった。

　ロイが手前のテーブルのパネルを操作すると、遠くの的の映像が、すぐ横のモニターに映し出される。殆ほとんどが的の外に着弾している。どんなことでも、平然と人並み以上にこなす兄にしては、酷ひどい内容だった。

　表面上、兄のロイに変化はなかった。だが、内面の乱れをネリーは感じた。何よりも、今、この瞬しゆん間かんに、射撃場に姿を見せていること自体が不自然だった。

　すでに次の作戦の人事は決定している。ロイにはオルキヌス星系奪だつ還かんの任務が与えられていた。それにはエバンス艦隊も同行する。当然、ネリーも一いつ緒しよだ。

　グラント中将の共和国軍第七艦隊、ヴィエラ中将の第九艦隊、それからクライスラー艦隊は別行動を取ることになっている。その三艦隊は、オルキヌス星系から再度進軍を開始した銀河連合統合軍の本隊を、足止めする任務につく。積極的な戦せん闘とうは避さけ、被ひ害がいを最小限に抑おさえて、時間稼かせぎをするのが目的だ。

　その間に、ロイとレンが率いる二艦かん隊たいにより、統合軍の補給の要かなめとなっているオルキヌス星系を攻こう略りやくするのだ。ノウスベルン領内を通過し、統合軍本隊を避さける形で。

　まさか、同盟軍の艦隊が、ノウスベルン領内から現れるとは、軍神スタンリー・マスターズも思っていないはずだ。完全な奇き襲しゆう攻こう撃げきとなるだろう。

　だが、この戦略でオルキヌス星系の奪だつ還かんが叶かなうわけではない。鉄てつ壁ぺきの守りを誇ほこるイージスの盾たてを突とつ破ぱしなければならないのだ。その準備には、いくら時間があっても足りないはずだ。射しや撃げき場で時間を浪ろう費ひしている余よ裕ゆうがロイにあるとは考えられなかった。

　無言で弾たまを装そう塡てんするロイの背中に、ネリーは遠えん慮りよがちに声をかけた。

「兄様も射撃の訓練ですか？」

　言ったあとに、ネリーは自分の発言にふたつの後こう悔かいをした。ひとつは、クローバー少将と言わなかったこと。もうひとつは、見ればわかることを聞いたことだ。

「結果は散々だがな」

　返答はないだろうとネリーが思っているところに、その声は届けられた。ロイは毅き然ぜんとした態度で振ふり向くと、射撃はもう終わりだと銃をベルトに戻もどした。

　ネリーは不自然にならないよう、ロイの顔色を確かく認にんした。特別、体調が悪いようにも見えない。意志のはっきりとした鋭するどい目に、すっきりとした顔立ち。疲つかれた様子もない。それが逆に、射撃の精度の低さを際きわ立だたせた。

「何か、ありましたか？　その……少し様子が」

　考えがまとまる前に口に出したネリーの言葉は最後まで続かなかった。それでも、意図は伝わったようで、体を横に向けていたロイの目が、一いつ瞬しゆんだけネリーを見た。

「そうか……お前の下もとには連れん絡らくが行っていないのだな」

「連絡？」

「五月一日に行われた取とり締しまり役やく会のことだ」

　ロイは無感動にそれだけを言った。だが、その短い言葉で、ネリーはすべてを理解した。クローバーの次期元首の選定に大きな意味を持つ取締役会が、五月一日に開かれることは聞いていた。だが、自分にはあまり関係がないのと、レンに対する感情の揺ゆらぎが邪じや魔まをして、取締役会のことなど忘れていたのだ。それを、ロイの言葉は思い出させた。

「継けい承しよう順位が三番目になったそうだ」

　それもまた、素そっ気けない口調で紡つむがれた。三番目という数字を耳にして、ネリーは口を開けたまま硬こう直ちよくした。先日までは、ロイには一一番目という数字が与あたえられていた。突とつ然ぜん、それが三番目になるなど異常な事態だった。

　ネリーは床ゆかに視線を落とし、気持ちを落ち着かせるように、ゆっくりと息を吸い込んだ。その息を今度は長く静かに吐はき出した。

　突然の継承順位の変動は、いよいよ次期元首の決定が近づいていることを、ネリーに予感させた。現元首の祖父も、すでに九十歳さいと高こう齢れいだ。二年前には一度倒たおれて、長期の入院もしている。それ以来、車くるま椅い子すから立ち上がることもできなくなった。以前のような覇は気きも感じられない。今でもカリスマ性を秘ひめた人物ではあるが、数年前とは放つ雰ふん囲い気きが違ちがっていた。それを、ネリーは先月行われた叙じよ勲くん式の際に感じていた。

　ネリーは視線を合わせようとしないロイに、妹として祝いわいの言葉をかけた。

「おめでとうございます……と言っても、よろしいのですよね？」

「ああ」

　ロイの肯こう定ていは、ネリーには否定としてしか聞こえなかった。

「では、なぜ、兄様は悩なやんでおられるのですか？」

　ロイがゆっくりと、それでいて確かに拳こぶしを握にぎり締しめた。

「順位の変動があったのは私だけではない。第一位と、第二位も入れ替かわった」

　何の感情も含ふくんでいなかったロイの声に、初めて強い想おもいが加わった。そこには深い怨おん念ねんが込められていた。

　ネリーの小さな唇くちびるが動き、ロイの言葉を繰くり返した。第一位と、第二位が入れ替わった。誰だれと誰が入れ替わったのか、考えるまでもなかった。父アンソニーを撥はね除のけ、長兄のグスターヴが頂点に立ったのだ。

　これで軍務局長を務めるグスターヴを妨さまたげる存在はいなくなった。このまま、次期元首の座にグスターヴがつけば、長兄の持つ権力は絶大なものになる。今でも、企業連盟の軍事活動を左右するだけの権限を有しているというのに。

「あの男は無能ではない。元首としての役割を十二分に果たすだろう。だが……だが、奴やつは人として許されるべきではない！」

　ネリーは思わず身を引いた。兄の瞳ひとみに、今ほど明確な憎ぞう悪おが宿っているのを見るのは初めてだった。それは深く濁にごっていて、ネリーを不安にさせた。

　七年前の出来事が、兄の脳裏によみがえっているのだとわかった。パンテーラ星系の惑わく星せいカリメア。クローバーが拠きよ点てんを持つ星である。その中心地の郊こう外がいを走る列車が、ある日爆ばく破はされる事件が起こった。事件はクローバーに反感を抱いだく過激派のテロ組織の仕し業わざであると報じられた。その列車に当時十五歳だったロイも乗っていた。

　たまたま席を離はなれていたロイは助かったが、車両のひとつは爆風で飛ばされ、完全に大破した。その車両に乗っていた八十三名は即そく死し。他ほかの車両からも数百名の死傷者を出す大惨さん事じとなった。

　事件後、ロイは犠ぎ牲せい者の葬そう儀ぎには可能な限り顔を出した。毎年、事件の季節になれば、その地を訪おとずれて手を合わせている。知っているのは、ネリーを含ふくむごく一部の人間だけだ。

　そのとき、狙ねらわれたのは自分であって、他の人間が死ぬ必要はなかった。民衆を巻き込むような卑ひ劣れつな手段を平然と講じる人間は、クローバーに相応ふさわしくない。事件が終わったあとで、ロイはそう吐はき捨てた。ロイは長兄の名を口には出さなかったが、言葉はグスターヴに向けられたものだった。まだ少女に過ぎなかったネリーでも悟さとることができた。

　長兄が暗殺未み遂すい事件の首しゆ謀ぼう者であるという証しよう拠こは何もない。だが、ネリーも長兄のグスターヴの策略だと思っている。世の中にはいるのだ。何の痛みも感じずに、邪じや魔まだと思ったものを排はい除じよできる人間が。

　事件以来、ネリーは兄の自然な笑えみを見ていない気がする。ロイはそれまで以上に自分に厳しく、クローバーとしての生き方に固こ執しつするようになった。今も祖父の教えを守り、最も危険な最前線にも率そつ先せんして立っている。それがクローバーとして生まれた者の義務であると、本当に思っているのだろう。

「革新派であれ、私は選ばれた人間が元首の座につけばいいと思っていた。だが、あの男だけは例外だ」

「ですが、まだ元首になったわけではありません」

　ネリーは極力冷静な声を出した。

　射しや撃げき場は静まり返り、ネリーはここにきた目的を忘れて立ち尽つくした。

　その静せい寂じやくを打ち破ったのは、外からの来訪者だった。セキュリティが外から解除され、扉とびらがスライドして開いた。

　場ば違ちがいに穏おだやかな声がした。

「さすが電子妖よう精せい。主の居場所を本当に把は握あくしているとは」

　現れたのは、四十歳さいくらいの男だった。黒い髪かみに、濃のう緑りよくの瞳ひとみをしている。長く伸のびた後ろの髪を、首のあたりで一本にまとめていた。顔立ちは軍人らしくないが、立ち方、歩き方から長く軍に身を置いた者だとわかる。何より、企業連盟の濃のう紺こんの軍服を着ていた。

　ネリーの目は即そく座ざに襟えり元もとの階級章に向いた。准じゆん将しよう。見た目の年ねん齢れいからすれば、十分に成功している部類に入る。

「私に何か用か？」

　表情を崩くずさずに、ロイは男と向き合った。

　男が返答をする前に、男の陰かげから別の人間が姿を見せた。そちらの顔はネリーもよく知っていた。元コックの司令官レン・エバンスだ。思わぬ人物の登場に、ネリーの鼓こ動どうが高鳴った。ビソン会戦以来、どう接するべきなのか、見えなくなっていた。

　レンは場の空気など気にせずに、周囲を眺ながめながら、珍めずらしいものを見るような目で、射撃場の中に入ってくる。

　それから、一いつ緒しよに来た男に、簡単に礼を述べた。そのやり取りから、どうやらレンはここの場所がわからずに迷っていたようだ。それを、濃緑の瞳を持つ男に案内してもらってきたのだろう。だが、先ほどの発言から、四十歳くらいの男の方も、ここに用事があるようだ。いや、ロイにというのが正しい。

　男は、射しや撃げき場を見回すレンの背中と、正面に立つロイを見比べたあとで敬礼をしてみせた。

「本日付で、オルキヌス星系奪だつ還かん部隊の惑わく星せい降下部隊、上空指し揮き官に任じられた、ドミニク・アフネル准じゆん将しようです。所属はクローバー艦かん隊たいになるとのことですので、ご挨あい拶さつに伺うかがいました」

　敬礼と簡単な自己紹しよう介かいで、ロイは応じた。それに続けて、ネリーも所属と階級を名乗った。アフネル准将は当然知っているという反応を返してきた。

　記き憶おくを辿たどるように、ネリーはアフネルの名を脳内で探した。何か耳にだけはしたことがあるような気がしていた。

　その答えは思わぬ人物の口から出てきた。

「戦略本部からの異動というのは、事実上の左さ遷せんになるんですかね」

　遠くの的を見据すえながら、レンは誰だれにともなく口にした。

　その言葉で、ネリーの記憶は繫つながった。戦略本部のドミニク・アフネル准将といえば、地上戦に特化した策略家として知られている。特に惑星攻こう略りやくに関しては、過去に共和国軍に身を置いていたアフネルが取った作戦を、士官学校で学ばされるほどだ。現代の戦争の中心は、宇宙空間での艦隊戦のため、表舞ぶ台たいに立つ機会は少ないが、相当知略に長たけた人物であるのは間ま違ちがいなかった。

　レンの一言が、場の温度を下げた。ロイの目は、どこか警けい戒かいするようにアフネルを見ている。それはネリーも同じだった。戦略本部は長兄グスターヴの縄なわ張ばりだ。次の作戦に必要な人材が来たのだと、素そつ直ちよくに歓かん迎げいできるほどネリーは子供ではなかった。恐おそらく、正規の任務ではない形で、ロイを監かん視しするように言われているはずだ。

「左遷されたのは、私のせいではありません」

　何食わぬ顔で、アフネルは言ってのけた。その目は、ロイとレンを見ている。

「ビソン星系で負けたりしなければ、前線に出されることもなかったのですがね。ま、どうであれ、構いませんが」

　言葉では前線が軍神の侵しん攻こうを止められていないことを指し摘てきしていながらも、興味のなさそうな口調だった。

「アフネル准将、アロンダイトに案内してやる。ついてこい」

　先ほどの皮肉など聞こえていなかったような態度で、ロイは返事も待たずに歩き出した。わざとらしく困こん惑わくした顔を見せると、アフネルは仕方なさそうに、今日から上官となったロイの背中についていった。そのまま、ふたりは射撃場から姿を消した。

　残ったのは元コックの司令官とネリーだけだった。自分の体が強こわ張ばるのをネリーは自覚した。

　出ていったふたりになど興味は示さず、レンは射撃場の施し設せつを確かめていた。押せるパネルがあれば後先考えずにとりあえず触ふれる。

　的が入れ替かわり、モニターに着ちやく弾だん状じよう況きようが映し出され、それから的が動き出した。全部の操作を終えたところで、ネリーは背中に声をかけた。動どう揺ようが表面化しないように、極力淡たん白ぱくに言った。

「提てい督とく、なぜこのような場所に？」

「士官学校での教習は、すべてこなしておくようにと言ったのは、戦せん闘とう参さん謀ぼうですよ」

　確かに士官でも兵でもなかったレンに、今後のことを考えてそう助言はした。まさか、律りち儀ぎに守ろうとするとは思っていなかった。それほど強く言ったわけでもないのだ。

「銃じゆうを扱あつかったことは？」

「あるように見えますか？」

　ネリーはため息を吐ついた。当然、レンに銃器の扱い経験があるようには見えなかった。一から教えなければならない。そして、その役目は、この場に居合わせたネリーの仕事となるのだろう。

　的の前に立つと、ネリーは腰こしから自動拳けん銃じゆうを抜ぬき、静かに構えた。それから手本を見せるように、一定の間かん隔かくを空けて全ぜん弾だんを撃うち尽つくした。乾かわいた音が十発鳴った。弾丸はすべて的の中央に集中して着弾していた。感かん嘆たんの声をレンが上げた。悪い気はしなかったが、その感情を顔には出さなかった。指導教官のように、冷れい淡たんにレンを促うながした。

　レンは真新しい銃を腰から抜ぬくと、気負った様子もなく、自然に的を狙ねらっていた。格好だけは様になっているが、元からの猫ねこ背ぜが悪印象を与あたえた。訓練された軍人というよりも、映画に出てくる作り物の殺し屋のようだ。

　さすがに銃を初めて握にぎった人間に、そのまま発はつ砲ぽうさせるわけにもいかない。

「そのまま動かないでください」

　ネリーはレンの真横に移動すると、細かい指し摘てきを始めた。

「右手は添そえるだけで十分です」

　口にして初めてレンが左利ききなのだとわかった。自分と逆の手のために、どうにも違い和わ感がある。

　一度、レンから離はなれると、自分で左手に握ってみる。それを見ていた元コックの司令官は、不思議なことを口走った。

「銃は右手に持った方がいいんですかね？」

　そう言って、持ち替かえてから構えた。

「いえ、利き手に握ってください」

「どちらでやっても同じだと思いますよ。僕は利き手がないらしいので」

　またおかしなことを言った。

　だが、右手に持ち替えたレンの構えを見れば、嫌いやでも納なつ得とくさせられた。ネリーの見開いた瞳ひとみの奥には、驚おどろきの色があった。

　利き手がないのではない。人はそれを両利きと呼ぶのだ。

「どちらでもよいのでしたら、右手に持ってください。その方が、私も教えやすいので」

　構えたレンの腕うでを手で支え、下がらないようにする。そのまま背後に回り込むと、体を密着させて背筋を立たせた。

「うわっ」

　レンが驚おどろいたような悲鳴を上げた。

「おかしな声を出さずに、真ま面じ目めにやってください」

　猫ねこ背ぜが伸びると、急にレンが大きく見えた。

　最後に右肩かたに頰ほおを寄せ、狙ねらいを定めるのを手伝った。

「このまま動かないようにしてください」

「動くなと言われても……」

　照準が定まると、ネリーは横目でレンを見た。すぐ側そばにレンの顔があった。

　レンは困ったような顔をしている。すぐにネリーから視線を逸そらした。的も見ていない。

「真面目にやる気がないのでしたら、ここまでにしますが」

「戦せん闘とう参さん謀ぼうはご自分が人に与あたえる影えい響きようを、もう少し考えた方がいいと思いますよ」

「私が威い圧あつ的だと言いたいのですか」

「それは誤解です。鏡、見たことありませんか？」

　一いつ瞬しゆん、身だしなみが乱れているのかと思ったが、レンの反応を見て、その可能性はすぐに捨て去った。

　よく見ると少し頰ほおが赤い。

「提てい督とく、私を女だとは思わないでください」

「それは軍神から逃にげ出すよりも難しいですね。戦闘参謀は美人ですから」

　レンの言葉に、体が反応し、ネリーは少しだけ身を引いた。レンの態度と言葉に、少し体温が上がった気がした。

「腕は下げないでください」

　平静を装よそおったつもりだが、自分の声がいつもより少し高くネリーの耳には聞こえた。レンはネリーの変化に気づいた様子はなかった。

　腕の位置はキープできているが、ネリーが離はなれたことで、レンはまた猫背になった。当然、的の真ん中を狙っていた銃じゆう口こうは、別の方向に傾かたむいた。

　これ以上は無む駄だと思い、ネリーは発はつ砲ぽうを許可した。今の構えで撃うてばどうなるか、一度撃たせて覚えさせた方が早いと判断したのだ。

　ゆっくりと一発ずつ狙ってレンが弾だん丸がんを放つ。わざわざ確かく認にんしなくても、全弾見事に外れているのがネリーにはわかった。体の軸じくがずれているし、発射の際に手がぶれていた。

　弾たまがなくなると、レンはテーブルの上に銃を置いた。

　それから、的をじっくりと確認して、これは酷ひどいと独ひとり言ごとをもらした。

　少しの間を空けて、ネリーはレンに質問をぶつけた。

「オルキヌス星系の奪だつ還かん……いえ、惑わく星せいダリアのイージスの盾たてを攻こう略りやくする目め処どは立っているのですか？」

　惑星ダリアに降下作戦を決行するには、その前にイージスの盾を突とつ破ぱしなければならない。あの無敵の盾がある限りは、惑星に取りつくことすらできないのだから。

　出しゆつ撃げきは三日後に迫せまっている。残された時間は短い。その短い時間で、不可能を可能にする奇き跡せきの戦術が必要なのだ。銃じゆうの扱あつかいを学ぶ以前に、レンには司令官としてやるべきことがある。

　ネリーもいくつかの案はすでに考えてある。だが、惑星ダリアの防衛についているであろう軍神の教え子に通用するかは自信が持てなかった。軍神の教え子たちは皆みな優ゆう秀しゆうだった。

　レンの目がネリーを真まっ直すぐに見ていた。すでに何か策があるのだろうか。

　だが、出てきた言葉は、ネリーの期待とはまるで違ちがった。

「あと一〇日以上もありますから、何か思いつくとは思いますよ」

　その返答を聞いて、ネリーの表情は強こわ張ばった。出撃してからオルキヌス星系に到とう達たつするまでの時間を使って、レンは戦術を練ると言ったのだ。裏を返せば、今は何の策もないことを告白していた。

　やはり、理解はできない。それでも、なぜだか、ネリーは作戦に対する不安は抱いだかなかった。レン・エバンスがビソン会戦のときのような働きを見せるなら、イージスの盾すら簡単に突破するのではないかと思う気持ちもあったからだ。

　そのレンが、射しや撃げき場の奥へと歩き出した。訓練用の移動する的に目をつけたらしい。止まっている的にも満足に当てられないレンには、まだ不要なものだった。

　レンの後うしろ姿すがたを、ネリーは何気なく目で追っていた。

　何でもない光景のはずだった。何でもない時間のはずだった。

　異変は突とつ然ぜん訪おとずれた。

　ネリーの視界の中で、レンの背中が途と中ちゆうでふらついた。体のバランスを失い、足元から崩れ落ちていく。

　体を支えようと、レンの手が壁かべに伸のびた。だが、その手は不自然な位置まで伸びて空を切った。まるで、距きよ離り感が摑つかめていないようだった。

　やけに時間の流れがゆっくりに感じた。音も聞こえなくなっている。

　レンが倒たおれる寸前、オフィーリアが緊きん張ちようした声を上げながら姿を現した。

『マスター！』

　オフィーリアは崩くずれ落ちるレンを抱だきとめようと両手を広げた。

　だが、レンの体がオフィーリアのぬくもりに包まれることはなかった。彼女の体をすり抜ぬけると、力なく床ゆかに横たわった。呼吸が乱れ、両肩かたが大きく揺ゆれた。青白い顔をして、額には玉の汗あせが浮かんだ。

　床に両膝ひざをついた姿勢で、オフィーリアがレンの顔を覗のぞき込む。美しい電子妖よう精せいの表情は、大切な人の安否を気き遣づかい、悲痛に歪ゆがんでいた。
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　目の前で何が起こっているのか、ネリーはまるで理解できなかった。たったひとつ、オフィーリアが駆かけつけた理由はわかった。レンのバイタルが急変したのに気づいたのだ。電子妖よう精せいは主の健康状態を常に把は握あくしている。そのための検査装置を、選ばれた提てい督とくは常時身につけているのだ。

　苦しみにうずくまっていたレンの背中が動いた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　体を起こしながらそう言うと、レンは壁かべに背をついて座った。足は無造作に投げ出されている。レンの目は悲しげな顔をしているオフィーリアに向けられた。だが、焦しよう点てんが定まっていないのは、瞳ひとみを見ればわかった。

　なんとなくオフィーリアのいる方向を見ているに過ぎない。

　ネリーは無意識のうちに、元コックの司令官に一歩近づいた。

「どういうことですか」

　口から出た言葉は、純じゆん粋すいな疑問だった。配はい慮りよもなければ、気き遣づかう余よ裕ゆうもなかった。この空間でネリーだけが置いていかれたのだ。

　レンの虚うつろな目が、今度はネリーを見た。やはり、まだ焦点は定まっていない。

「見ての通りですよ」

　完全に脱だつ力りよくした体とは違ちがい、声には生気が感じられた。ネリーは答えなかった。答えられなかった。最初の衝しよう撃げきからまだ覚めずにいる。

　ただ、今はそれが適切だと思う判断を口にした。レンの状態は異常だった。

「すぐに軍医を呼びます」

　振ふり向いて立ち去ろうとすると、立ち上がったレンに腕うでを摑つかまれた。そこに男性らしい力強さはなかった。あるのは強い意志の力だった。レンの腕は、ネリーの行動を拒きよ絶ぜつしていた。

　困こん惑わくしながらも、ネリーは立ち止まるしかなかった。徐じよ々じよにレンの顔色は戻もどってきている。乱れていた呼吸も、落ち着いてきていた。それでも全身から漂ただよう頼たよりなさは、拭ぬぐい去れない。痛みを堪たえるように俯うつむくレンの姿は、ネリーの目に儚はかなく映った。

「では、理由を教えてください」

　レンは壁かべにもたれかかると、オフィーリアに視線をやった。小さく頷うなずいたのち、オフィーリアは口を開いた。

『マスターの体は、宇宙線障害に蝕むしばまれています』

　ネリーの目の前が一いつ瞬しゆん真っ暗になった。医学の進歩により、適切な処置を施ほどこせば、人が病で朽くちることは殆ほとんどなくなった。だが、医学が進歩したことで、もはや治ち療りようが不可能とされる病気も明確化された。

　宇宙線障害はそのひとつだ。正確には病気ではない。肉体が細さい胞ぼうレベルで損傷するという点ではケガに近い症しよう例れいだった。実際、普ふ通つうに生活している限り、絶対にかかることはないのだ。

　なぜなら、宇宙線障害とは、規定値以上の宇宙線を浴びたことで発症する病だからだ。宇宙線によって傷ついた細胞は、再生能力が低下し、やがて人を死に至らしめる。浴びた宇宙線の量で余命は異なり、長年明確な症状が出ないケースも多く、医い療りよう機関の適切な治療を受ければ、平均寿じゆ命みようまで生きることもある。だが、今のレンの様子から、そうしたケースには当てはまらないとネリーは感じた。恐おそらく、余命は限られている。それもあまり長くはないように思えた。

「子供の頃ころに、生きるためとはいえ、いかがわしい仕事をしたのがまずかったですね」

　レンの口調には、安全管理を怠おこたった昔の雇やとい主ぬしに対する恨うらみは含ふくまれていなかった。この先に待ち受ける運命を受け入れているような、達観した顔をしていた。今まで見たどの顔よりも大人びていた。

　信じられないという想おもいで、ネリーはオフィーリアの言葉を否定する根こん拠きよを頭の中で探した。なぜ、そんなことをしたのか、自分ではまるで理解できていなかった。

　いくつかの疑問が頭を過よぎったが、その直後に自分で答えを導き出してしまった。オフィーリアの協力があれば、書類の改ざんや、健康診しん断だんに使う機器のコントロールまで、大たい抵ていのことは簡単にできてしまう。

　するとまったく違う疑問がネリーの中に生まれた。

　オフィーリアは、レンの体のことを知った上で、主に選んだのだろうか。

　心配そうにレンを見つめる彼女の顔からは、その答えを読み取れなかった。それでもネリーには知っていたように思えた。

「提てい督とく、知ってしまった以上、あなたを戦場に出すわけにはいきません」

　戦せん闘とう指し揮きの最中に、先ほどのような症しよう状じようが出れば致ち命めい的だ。多くの将兵がレンの不安定な体調により命を危険に晒さらす。それを容よう認にんするわけにはいかなかった。

「その忠告を聞いた上で、戦闘参さん謀ぼうにお願いがあります」

「聞き入れるわけにはいきません。すぐに軍医を呼んできます」

　立ち去ろうとするネリーの前に、今度はオフィーリアが立ち塞ふさがった。立体映像に過ぎないオフィーリアに、ネリーを止めることはできないはずだった。

　だが、美しい電子妖よう精せいの瞳ひとみに見据すえられると、ネリーは動けなくなった。

　オフィーリアは穏おだやかな顔でネリーを見ていた。退ひかない強さと、少しの寂さびしさが瞳の奥に見えた。常にレンのバイタルを見ているオフィーリアには、主の体の状態がよくわかっているのだろう。寂しさはオフィーリアの本音なのだ。

　無理をさせたくない気持ちと、意思を尊重したい気持ちが同時に存在している。そして、オフィーリアは後者を選せん択たくしたのだ。

　今のネリーにオフィーリアほどの強い意志はなかった。それが答えとなった。ネリーの表情から力が抜ぬけた。

「以前、提督は仰おつしやいましたね」

　レンの返事はない。ネリーは構わずに続けた。

「なぜ軍に身を置く気になったのかを尋たずねた際、もう少し生きるためだと」

「はい、僕は、きちんと生きて、それから死ぬためにここにいます。生きた意味を残すために」

「それなら、他ほかにも道はあったのではありませんか？」

　限られた余命を、何も戦場で過ごすことはない。もっとやりたいことでもやればいい。

「あったのかもしれません。でも、ここにしか居場所はなかったと今は思います」

「なぜ、そう思うのですか？」

「僕を必要としてくれたのは、この広い宇宙の中で、オフィーリアだけでしたから」

　レンの言葉が胸に深く突つき刺ささった。口調は自然だった。もう、苦しさも痛みも、自じ嘲ちよう的な音色も含ふくまれていない。

　家族に捨てられた数年間の痛みを、レンの言葉の裏側に感じた。その痛みを包み込むように、あたたかな想おもいに溢あふれていた。それは、たったひとつの存在だと語ったオフィーリアに向けられたものだった。

　主の言葉に、オフィーリアが誰だれよりも美しく、そして、穏やかに微笑ほほえんだ。今、振ふり向けば、きっとレンは安らいだ顔をしているに違ちがいない。

　だが、ネリーは振ふり向かなかった。

　何も言わず、ネリーはオフィーリアの隣となりをすり抜ぬけた。もう、自分がどうしたいのか、どうするべきなのか、ネリーにはわからなくなっていた。

　射しや撃げき場の扉とびらを抜けて、通路に出た。ネリーは振り返らなかった。そのまま、目的地も定めずに歩き続けた。

　レン・エバンスを見定めるために、戦せん闘とう参さん謀ぼうの席に着いたはずだった。なのに、元コックの司令官の素す顔がおが見えてくるほどに、胸は締しめつけられた。心が晴れることもなかった。自分の中の霧きりは深まるばかりだった。

　この三日後、銀河星せい暦れき九九一年五月八日──同盟軍は二手に分かれて、銀河連合統合軍の撃退作戦に動き出した。

　その中に、元コックの司令官が指し揮きするエバンス艦かん隊たいの姿もあった。クローバー艦隊と連なり、企業連盟の命運をかけた戦場に向け、出撃したのだ。
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　同盟軍の目的地であるオルキヌス星系の惑わく星せいダリアは、戦せん渦かとは無む縁えんの平へい穏おんな時間の流れの中にあった。

　一〇日ほど前までは、軌き道どう上に一〇万隻せきを超こす銀河連合統合軍の戦艦の姿があった。地上からも艦隊は光の粒つぶとなって確認できたほどだ。出撃に際して艦かん艇ていが一いつ斉せいに動き出すと、戦艦が作る星の河が流れ出し、夜空を美しく飾かざった。

　遠えん征せい軍には、遅おくれてオルキヌス星系にやってきたラウス大将の第三〇星空師団と、エベレット中将の第三四星空師団が新たに追加されていた。代わりに、シリング中将の第三一星空師団と、ザグニス中将の第三三星空師団が、惑星ダリアに駐ちゆう屯とんすることになった。

　軍神の再出撃の様子は、惑星ダリアのメディアで大々的に取り上げられた。

　一〇日も前の出撃の様子が、今もモニターに映し出されている。それをシリングは横目に捉とらえ、すぐに視線を外した。熱のこもったナレーションが銀河連合の圧あつ倒とう的な軍事力を紹しよう介かいしている。他局に対たい抗こうするためなのか、過か剰じようで大げさな説明に思えた。

　映像から目を逸そらすと、防衛本部に用意した執しつ務む室の天てん井じようを見上げた。シリングの眉み間けんにしわが寄る。考え事をしているのだ。

『それほどお悩なやみになるのでしたら、後日にされてはいかがですか？』

　声をかけてきたのは、電子妖よう精せいのカルティエだった。両手を体の前で揃そろえ、秘書のように主であるシリングの側そばに控ひかえている。落ち着いた大人の雰ふん囲い気きが、簡素な執務室を清潔に彩いろどっていた。

　穏おだやかな顔を見ていると、カルティエはただそこに立っているだけのように見える。だが、今彼女には、惑わく星せいダリアに関する膨ぼう大だいなデータを集計してもらっているところだった。

　本来なら、共和国のオルキヌス地方自治政府のデータを流用すればいいのだが、蓋ふたを開けてみると、とても使える内容ではなかった。管理は杜ず撰さんを極きわめ、構造は無む駄だに複雑で、圧あつ倒とう的な演算能力を持つ電子妖よう精せいでさえ、表情に困こん惑わくの色を覗のぞかせた。

　以前から共和国の政府および、公的機関の腐ふ敗はいは耳にしていた。だが、これほどに酷ひどいとはシリングも思ってはいなかった。企業連盟などという存在が生まれるのにも頷うなずけた。

　銀河連合が恒こう久きゆう的にオルキヌス星系を統治するために、体制の是ぜ正せいは急務とされた。本来その仕事は、軍人であるシリングが口を挟はさむ分野ではない。政治畑の人間の仕事だ。

　たとえ、軍の働きによって得た領地であっても同じことである。軍人は戦い、文官が統治を行う。その例にもれず、惑星ダリアの取り仕切りの中心には、事務次長のベネットが呼び寄せた特使団がいる。

　カルティエが駆かり出されているのは、彼女の電子演算能力が最も優すぐれているからだ。目をつけた特使団から、協力の要よう請せいがあったのだ。そして、シリングは急な軍務もないため、特使団に了りよう承しようの返答を送った。その結果が今である。

　天井を見上げていたシリングが、机と向き合った。手にはペンを持ち、机には紙が置かれている。昨年、結婚したばかりの妻へ宛あてる手紙だ。

　前線に出ていない限りは、毎週欠かさず送ることにしている。式を挙げた三ヶ月後には、カプレオラ方面軍への転属が決まり、そのまま人民共和国に遠えん征せいとなったために、もう半年も顔を合わせていない。最近、妻マリエルから送られてくる手紙の内容にも、かわいらしい愚ぐ痴ちが増えてきていた。絶対に、寂さびしいなどと書かないあたりに、彼女の気き丈じようさを感じて、手紙を見るたびにシリングは顔をほころばせた。さすが、軍神マスターズの孫まご娘むすめである。

　書き出すと、シリングの手は止まることなく動いた。最後の一文までしっかりと書き込んでいく。

　そこに来客を知らせる電子音が鳴った。

　シリングは反応せずに、手紙に集中した。カルティエが応対してくれるとわかっていた。

『ザグニス中将がお見えです』

「通してくれ」

　執務室の扉とびらが開き、ザグニス中将が恰かつ幅ぷくのいい上半身を揺ゆらしながら部屋に入ってきた。右手にふたつに畳たたまれた板のようなものを持っている。

　言葉をかけるでもなく、ザグニスは来客用のソファにどっかりと座った。

「あと少しで終わりますから、待っていてください」

　シリングは相変わらず俯うつむいたままだ。そのシリングの様子を見て、ザグニスは、まめだねえと、冷やかすように言った。

　執しつ務む室の主が何をしているのか、聞くまでもなくザグニスは理解している様子だった。

　最後に日付と名前を記すと、シリングは執しつ務む机に手紙をかざし、データとして文面をスキャンする。それからカルティエに目を向けた。

「カルティエ、手が空いてからでいいから確かく認にんを頼たのむ」

『今、データの集計は終わりました。引き継つぎが済み次し第だい、拝見させていただきます』

　小さく頭を下げると、カルティエはその場から消えた。特使団にデータを届けに行ったのだろう。

　シリングが正面に顔を戻もどすと、疑問の表情をザグニスがぶつけてきた。

「マリエルへの手紙を、どうしてカルティエに見せる必要があるんだい？」

　シリングは情けないような顔で頭を搔かいた。

「以前に、配はい慮りよの足りない手紙を送ってしまい、マリエルの機き嫌げんを大いに損そこねまして」

　シリングはあえて抽ちゆう象しよう的な説明をした。あまり人に知らせたい内容ではない。だが、そのシリングの思おも惑わくとは裏腹に、ザグニスは訳知り顔をした。

「大方、カルティエのおかげで上う手まくやっているとか書いたんだろう」

　図星を突ついたザグニスの言葉に、シリングは苦笑いで応こたえた。そういえば、結婚を前にザグニスから忠告されたことがあった。

　電子妖よう精せいは人間の女の敵であると。

　妻がカルティエの話題にいい顔をしなかったとき、初めて忠告の意味を理解した。だが、本心からわかっているわけでもなかった。未いまだに、なぜ、少し名前を出しただけで、機き嫌げんを損ねたのか、感情面では把は握あくできていない。結果として、そうなった事実があるという点から、まずいことをしたのだとシリングは認にん識しきしたに過ぎなかった。

　カルティエに文面をチェックしてもらうことにしたのは、電子妖精であれば女性の感情の機き微びを理解できると思ったからだ。当然、カルティエに内容を確認してもらっていることは伏ふせてある。

「しかし、あんたも罪なことをするねえ。よりによってカルティエに確認させるとは」

　ザグニスの独ひとり言ごとに、シリングは首を傾かしげるしかなかった。熱心にテーブルの上に何かを並べているザグニスに聞いたところで、きちんと説明はしてくれないだろう。そのつもりなら、最初からはぐらかした言い方はしない。ザグニスは表と裏がはっきりと分かれた人物なのだ。

　コンソールを閉じると、シリングは席を立った。コーヒーを淹いれ、ザグニスと向かい合わせに座った。

　テーブルには将しよう棋ぎ盤ばんが置かれていた。すでに駒こまは並べられている。ザグニスが手に持っているのを見て、ここに来た目的は瞬しゆん時じに察していた。一言で言えば暇ひまつぶしだ。イージスの盾たてという絶対的な防ぼう壁へきがある惑星ダリアの防衛に、神経を尖とがらせる必要はなかった。駐ちゆう屯とん部隊はどうしても手て持もち無ぶ沙さ汰たになる。

「さて、バラクータに返り討うちにあった鬱うつ憤ぷんは、あんたで晴らさせてもらうよ」

「やれやれ、勝てないとわかっているのに、またバラクータとやったんですね」

　限られたフィールドとルールの中で行われる知能ゲームにおいて、電子妖よう精せいに勝つことは事実上不可能とされている。彼女たちの圧あつ倒とう的な演算能力があれば、すべてのパターンを事前にシミュレーションしてしまえるのだ。それも一手ごとに。

　一時期はシリングも躍やつ起きになってカルティエに勝負を挑いどんだ。結果は酷ひどいものだった。〇勝六〇〇敗。ただの一度も勝てなかった。電子の存在である彼女たちに偶ぐう然ぜんは存在しない。判断ミスもないのだ。シリングは一勝のためにあらゆる手を尽つくしたが、結果は変わらなかった。

　シリングの負けが増えるたびに、カルティエが申し訳なさそうな顔をした。このまま続けてもカルティエに変な気を遣つかわせるだけだと思い、シリングは勝つことを諦あきらめた。

　だが、電子妖精を倒たおすという無む謀ぼうな計画を続けている人間はいる。それも銀河連合統合軍にはふたりも。ひとりはここにいるザグニス中将で、もうひとりは電子妖精嫌ぎらいで有名なエベレット中将だ。軍歴も長いふたりの敗戦数は、一万に到とう達たつしたという噂うわさが昨年流れたのをシリングは思い出した。果たして今日は何敗目を喫きつしたのだろうか。付き合わされるバラクータの苦労を思うと、いたたまれない気持ちになる。

　盤ばん面めんを前にすると、シリングもザグニスも目だけは真しん剣けんになった。勝負ごととなれば、負けるのは面おも白しろくない。当然、真剣勝負となる。

　特にザグニスの集中力は目を見張るものがあった。本来ならば、軍神マスターズについて、再侵しん攻こうに同行するはずだったのだ。その人員から外されたため、戦うことに飢うえているのだろう。

「貧乏くじを引かされたもんだよ」

　歩を前に進めつつザグニスが言った。不満と退たい屈くつさが全身から窺うかがえる。オルキヌス星系に残ったのは、第三一と第三三のふたつの星空師団だけだ。当然、師団長もシリングとザグニスしかいない。

　ビソン星系で敵が予想外の撤てつ退たい戦を演じたため、銀河連合統合軍は態勢を立て直すためにオルキヌス星系へと帰き還かんした。そこで、遠えん征せい軍の再編を行った。シリングの予想では、自分とギャノン准じゆん将しようの星空師団が惑わく星せいダリアの護衛任務に回されると踏ふんでいた。理由は、カプレオラ星系から連続して追つい撃げき戦を行ったために、他ほかの星空師団よりも兵が疲ひ労ろうし、戦力を消しよう耗もうしていたからだ。

　だが、予想に反し、軍神はシリングとザグニスの残留を決めた。シリングが後方任務に回された理由は、考えた通りの内容だった。ザグニスの方は、艦隊の消耗率が理由として挙がった。約二割の船を失っていたのだ。

　後方任務に回された両者には、ひとつの共通点があった。ビソン会戦において、突出した活かつ躍やくを見せた企業連盟の二艦かん隊たいと直接交戦したのだ。

　これを、シリングは偶然だとは思っていなかった。クローバー艦隊並びにエバンス艦隊とぶつかった艦かん隊たいだけが、戦せん闘とうによる多くの被ひ害がいを受ける結果を生んだ。

　そして、その二艦隊とぶつかったふたりだからこそ、前線任務につきたいという欲求はあった。ザグニスからはその気持ちが溢あふれている。

　要するに、借りを返したいのだ。

「先生の決めたことですから、私たちは従うほかありません。補給線を確保するという後方任務も重要ではあるのですから」

「欲がなくてつまらない男だね。マリエルはどこに惚ほれたんだか」

「顔、だそうですよ」

「ははっ、あの子なら言いそうだね。ほら、飛車角取りだよ」

　シリングは思考を感じさせない速度で、さらりと王手をかけて反はん撃げきした。難しい顔でザグニスが考え込む。

　その間を縫ぬって、シリングが素すの声を出した。

「先生の手伝いをできないのは、少し残念に思いますが」

　そうだねえ、と言いながら、ザグニスは王将を逃にがした。戦局は再び拮きつ抗こうしたが、シリングは気にした様子を見せなかった。元々、さっきの一手で勝負がつくとは思ってはいない。ふたりとも手て堅がたい用兵をするため、決着がつきにくいのだ。このへんは、実際の戦闘指し揮きの癖くせが多分に出ていた。

「人民共和国を制圧できれば、先生の目的にまた一歩近づきます」

「銀河連合による統一組織の樹立か……」

　ええ、とシリングは頷うなずいた。七十五歳さいという高こう齢れいになるまで、マスターズが軍に身を置き続けている理由がそれだった。人生の大半を戦場で過ごした軍神は、多くの味方を守り、そして、多くの敵を討うち取った。失った味方も数知れない。

　戦争の中で生き続けた男が、人生最後の夢として掲かかげたのが、戦争の少ない世界を作ることだった。

　戦争のない世界と言えないところが、戦争の歴史を生きてきたマスターズらしいとシリングは思っている。戦争のない世界など存在しないことを人類の歴史は証明し、そして、マスターズはそれを実感しているのだ。

　だから、戦争の少ない世界が軍神の理想なのだ。

　その理想を実現するための手段が、銀河系を統一された連合組織でまとめることだった。

　そして、その土台として軍神は銀河連合を選んだ。多種多様な民族、多種多様な思想、多種多様な国家からなる銀河連合が、求める世界の形としては最も近い。

　今回の遠えん征せいはその目的を遂とげる大きな一歩となるだろう。銀河系三大勢力のひとつを取り込むことができれば、あとは時間の問題となるのだ。

　同行したい気持ちはあった。だが、自分が何をしたかよりも、結果として軍神の想おもいが叶かない、戦争が減るのであれば、シリングはそれでいいと思っている。

「だが、どうだろうねえ。同盟軍が簡単に屈くつ服ぷくするかどうか」

　ザグニスが駒こまを進めた。シリングはコーヒーで喉のどを潤うるおしてから、対戦相手を意味ありげに見据すえた。盤ばん面めんに向かっていたザグニスが顔を上げた。両者の目は、ふたりの敵将について語っていた。将しよう棋ぎの勝敗の行方ゆくえよりも、ようやく面おも白しろい話題を見つけたのだ。

　ザグニスの眉まゆがぴくりと動いた。

「いいタイミングだ」

　それはシリングにかけられた言葉ではない。正面のソファに座るザグニスの背後に、電子妖よう精せいのバラクータが現れた。

　すると、網もう膜まく投とう影えいを通して、ふたりの人物のデータが表示された。今さっき話題に上がった敵であるふたりの提てい督とくがそこにはいた。

　シリングが質問を投げるよりも先に、ザグニスが説明した。

「バラクータの手が空いていたんで、少し調べさせた」

　まずはクローバー艦かん隊たいの司令官であるロイ・クローバーのデータを見た。ビソン会戦で戦ったときよりも、かなり詳しよう細さいなデータが揃そろっている。生い立ち、経歴、年ねん齢れい、戦績、あらゆるものがずば抜ぬけている。初めてクラウディオ・アレティーノの調書を見せられたときよりも、大きな驚おどろきがあった。世の中にはすべてを持って生まれてくる人間がいるのだとシリングは感心もした。

　続けて、表示されたエバンス艦隊の司令官のプロフィールには口を閉ざすしかなかった。先に見たロイ・クローバーのものとは、何から何までが対照的だった。生まれは平へい凡ぼんだが、十五歳さいで父親を亡なくしてからの転落は急激だった。しかも、人民共和国の国民管理データは、穴だらけになっている。途と中ちゆうで、生死不明の扱あつかいにすらなっていた。軍ぐん籍せきに入ったのも電子妖よう精せいに選ばれてからという異例の存在だった。

『データのミスかと思い、複数の個人データを調べましたが、何を調べても、出てくる内容は同じでした。大方、間ま違ちがいはないのだと判断します』

　バラクータもレン・エバンスの非常識なプロフィールを、どう理解すればいいか悩なやんでいる様子だった。

　さらに、最後に意外な情報が視界に飛び込んできた。それは、レン・エバンスの蒸発した母親と、弟と妹の所在に関するものだった。

　オルキヌス星系第五惑わく星せいダリア。

　まさにシリングとザグニスがいるこの惑星だった。

　そのとき、執務室の温度が突とつ如じよ下がった。バラクータが空を見上げた。

　次の瞬しゆん間かん、シリングの隣となりにカルティエが降り立った。

『提てい督とく、ノウスベルン領内より、大質量のゲートアウト反応を確かく認にんしました』

　カルティエの言葉からは緊きん張ちようが読み取れた。

『ＩＦＦ照合の結果、同盟軍艦かん隊たいと判明』

　ふたりの提てい督とくが目を合わせた。シリングは意外そうな顔を見せ、ザグニスは何かを期待するように目を細めた。

『その数、約二万隻せき』

「詳しよう細さいは？」

　焦じれた様子でザグニスが報告を急せかした。カルティエから受け継つぐ形で、今度はバラクータが答えた。

『クローバー艦隊並びに、エバンス艦隊と判明！　両艦隊の旗艦、アロンダイトとダインスレイフを発見しました』

　胸中に秘ひめていた喜びが、ザグニスの顔に溢あふれ出した。

「留守番も捨てたもんじゃないねえ。まさか、ノウスベルンを経由してくるとは。どこまでも面おも白しろい連中じゃないか」

　シリングは立ち上がると、カルティエに上空で待機するように指示を飛ばした。それから防衛本部のコントロールルームに通信を繫つなぎ、地上の指し揮きを現場に一任した。すぐに軌き道どう上にいる旗艦フィッシュライアに戻もどるつもりだった。提督がいつまでも陸にいるものではない。軍神の口くち癖ぐせでもあった。

　すでにザグニスは扉とびらに向けて歩き出している。シリングと同様に、バラクータと艦隊に対して、迅じん速そくな命令を飛ばしていた。

　廊ろう下かに出たところで、ザグニスと並んだ。視界にはまだ先ほど提示されたレン・エバンスの調書が映し出されていた。

　急ぎ足で進むザグニスが残ざん忍にんな笑みを浮かべた。

「所在は、オルキヌス星系第五惑わく星せいダリア……使えそうじゃないか」
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　夏は苦手である。

　というか、梅つ雨ゆの時期あたりから、すでに苦手である。

　この本が無事に書店に並ぶ頃ころには、涼すずしくなっていることかと思いますが、第二巻は暑さの真まっ只ただ中なかでの執しつ筆ぴつとなりました。今も窓の外には、憎にくらしいくらいの青空が広がり、その青空の海を、大きな雲が鯨くじらみたいに優ゆう雅がに泳いでいます。照りつける太陽がアスファルトを焦こがして、地面からの照り返しで、視界はぼんやりと歪ゆがんでいるほどです。

　少しは夏の暑さが呼び起こされたでしょうか？

　第一巻からのご無ぶ沙さ汰たになります。鴨かも志し田だ一はじめです。

　子供の頃は、暑さなど気にもせずに、野山を駆かけ回っていたものですが、人間いつまでも同じではいられないようです。暑いのはしんどいです。

　ですが、世の中には夏を好きだという方もいるようで、僕の身近にもそんな知人がおりました。その知人に、夏のどのへんが好きなのかと、質問をしてみました。

　夏の魅み力りよくを知れば、夏を好きになり、少しは過ごしやすくなるかもしれません。

　暑いのやら、食欲がなくなるのやら、おかげで体重が減っていくのやらと、様々な問題点を一いつ蹴しゆうするくらいの魅み力りよくが、きっと夏にもあるんでしょう。

　そして、期待に胸を膨ふくらませた僕に、知人は言いました。

「夏を好きな理由？　夏休みがあるからに決まっているではないか」

　二秒ほど呆ぼう然ぜんとしたあとに、僕は確かく認にんの言葉を知人にかけました。

「他ほかにはいいところは？」

「ない」

　ふむ、なるほど。

　長期休きゆう暇かに勝まさるものはなし。どうやらそういうことのようです。

　ですが、夏休みらしい夏休みをもらえていたのは、学生時代までではないでしょうか。なんたって、一ヶ月やら二ヶ月も休みがあるわけですから。

　ちなみに、その知人は残念ながら学生ではありません。社会人と呼ばれる層の人間であり、大好きな夏休みも、一ヶ月の四分の一くらいしかもらえません。

　その点を指し摘てきしてみると、確かに夏を好きだとは言いがたいような顔をしてました。でも、理り屈くつを並べられたところで、感情というのは簡単には動かないらしく、その知人に好きな季節を聞くと、相変わらず夏だと答えます。

　夏にいい思い出でもあるんですかね。ま、僕には関係ありませんが。

　とまあ、秋に出る本のあとがきに、夏の話をつらつらと書き、季節はずれにもほどがあるのでこのへんで筆を置きます。




　担当編集の峯みね様、イラストを描かいてくださった坂さか本もとみねぢ様、今回も色々とお世話になりました。おかげさまで無事に二冊さつ目を世に送り出すことができました。

　この本を手に取ってくれた皆みな様にも、心からの感謝を捧ささげたいと思います。





二〇〇七年八月十四日　鴨かも志し田だ　一はじめ　
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鴨かも志し田だ 一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。毎朝トマトを欠かさずに食べる生活を、なぜだか10年以上続けているトマト好き。執筆に疲れると、写真の車を机の上で走らせるのは秘密。座右の銘は「なぜベストを尽くさないのか」
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イラスト／坂さか本もとみねぢ

９月１日生まれのＢ型。島根県在住のイラストレーター。好きなものは、ゲーム、アニメ、スタートレック、忍者。自己分析では熱しやすく冷めやすい性格。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/
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ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部
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